


[image: ]










悪役令嬢もとい公爵夫人がポンコツすぎて、断罪ざまぁに至りません
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プロローグ　初めての夜












　夜は等しく誰のもとにも訪れる。

　どんなに暗い夜でも煌めく星が美しく輝くように、どんなに慌ただしい日々を過ごそうとも、ここ、ヴァーミル公爵邸にも夜は訪れていた。

　今日は、夫であるシモン・ヴァーミル公爵との初めての夜だった。

「シモン様、とっても素敵なベッドですね！」

「そうだね」

　シモンがにっこりと大変良い笑顔で答えれば、ベアトリクスは頬を桃色に染めて可愛らしく息を吐く。

　天蓋付きの大きなベッドにかかるベッドカーテンは、天蓋部分はクリーム色で、床側の裾はエメラルドグリーンだ。

　ひらひらと白く透き通る蚊帳がベッド全体を覆っており、まるでプリンセスのようなベッドだった。

　この屋敷の公爵夫人であるベアトリクスは一目見たときからその組み合わせが素敵だと思っていた。公爵夫人と言っても、ベアトリクスはまだ十八歳で、結婚式とてこの前終わったばかりだ。

「なかなかこの屋敷に帰ってこられなくて悪かったね」

　そんな彼女の肩を抱きながら、シモンはゆっくりと彼女を天蓋付きのベッドに誘導した。

　二人揃ってベッドの端に座り、これから始まる長い夜について静かに語り合う。

「それは仕方ないですよ。だって公爵位に授与された領地についてのこと、それにシモン様が今まで携わっていた公務の引き継ぎ確認ともなれば、時間がかかっても仕方ないことだと思います」

　シモンはクゼオンダ国の第二王子だ。この前、結婚式の直後に二十一歳となった。

　現在は王籍を抜け、ヴァーミルという姓を賜り、公爵位を与えられている。

　輝く金色の髪に、薄い茶色の瞳の貴公子である彼の結婚に涙する令嬢もたくさんいたが、彼の最愛は子どものときから目の前にいるピンクの髪のベアトリクスただ一人だ。

　そんな彼がようやくベアトリクスと結婚したのだから、彼の人生は今まさに、この時が最高潮である。

　一ヶ月以上王城に留め置かれて、新居になかなか帰れなかったことも、その間に嫁の父親であるトゼーフ侯爵から、『くれぐれも娘に無体を働かないでくださいね！』と謂れのないことを言われる日々に堪えたことも、今では良い思い出だ。

「ふふふ、ちょっとドキドキします」

　珍しくはにかんだように微笑むベアトリクスに、シモンの胸が激しく鼓動を打ったことを知るのは彼自身だけ。

　ベアトリクスのピンクの髪にとてもよく似合う柔らかいクリーム色のナイトドレスは、ひらひらと柔らかいレースがついていて、彼女に大変似合っていた。そんな彼女がゆっくりと顔をあげ、キラキラと海のように美しいエメラルドグリーンの瞳でシモンを見つめる。

「シモン様のナイトローブ、とっても素敵ですね！」

「ベアトリクスだって、とても可愛いよ」

　僕の奧さんはなんて素敵なんだろう――と言葉には出さずとも、顔に出ている。

　そのままゆっくりとシモンは顔をベアトリクスに近づけていった瞬間――

「こんなに素敵なベッドで一緒に寝られるのが、週に一度きりだなんてとても残念です」

　そう、ベアトリクスが言った。

「ん？」

　ピタリとそのまま固まったシモンにも気づかず、ベアトリクスは頬に手を当て、とても残念そうな顔をする。そんな顔も可愛いのは、シモンとて知っているが、問題はそこではない。

「……どうして、週に一度だけなのかな？」

　ニッコリと笑顔を貼り付けたままそう尋ねると、ベアトリクスはてらいなく答える。

「だって、お父様が『結婚してから一年は、子どものできるようなことをしてはいけないよ』と仰いましたから」

「なんて？」

　思わずそう言ってしまったが、それも仕方のないことだろう。

　シモンとて、ベアトリクスがまだ性的には未熟であることは重々承知しているし、もちろん、彼女に無体を働くつもりはまったくなかった。

　だが、結婚もしたことだし、寝る前にせめてキスぐらいはしても良いだろうという気持ちはあったのだ。キスぐらいは！

　二十一年の人生の中で、今日ほど、シモンが楽しみにしていた日はないというのに、それなのにベアトリクスは無邪気な顔で、以前、どこから教えられたのか――いうまでもなく彼女の父親だ――シモンを固まらせたこともある一言をここでも言う。

「お父様が仰ってましたでしょ？『暗いところやベッドでキスすると子どもができちゃうからしてはいけません』って！」

　そう言ったベアトリクスも文句なく可愛かったし、シモンにとってそんなベアトリクスの言葉は当然ながら絶対厳守なのだ。

「だからシモン様に迷惑をかけないように、一緒に寝るのは一週間に一度くらいがいいってお父様が仰ってたんですよ」

「……そうきたか……」

　シモンは顔面にいつものベアトリクス専用の温和な笑みを貼り付けると、心の中でありとあらゆる罵詈雑言をトゼーフ侯爵義父に向かって吐いたが、一週間に一度という共寝のスタイルは、なるほど理に適ってはいるとも思い直した。

　ベアトリクスと一緒に寝られるのなら、たとえ添い寝であってもシモンは構わないと思っている。

　だが、シモンとて男だ。

　万が一ということがないとは、神に誓っても絶対に言い切れはしない。

　だから、一週間に一度というサイクルが、彼の鉄の理性を保つのにもちょうど良いのだろうと、トゼーフ侯爵が判断したのだとわかった。

「シモン様、一緒に寝ましょ！」

　ぎゅっと可愛らしくベアトリクスがシモンにしがみついてくる。

　ナイトドレスが可愛らしい長袖ワンピースで良かったとしみじみシモンは思った。

「そうだね、寝ようか」

　普段と変わらぬ優しい笑顔に、安心しきってベアトリクスも一緒に枕を並べて眠る。

　シモンが必死に溜息一つ漏らさぬように堪えていると、つんつんと隣のベアトリクスが彼の二の腕をつついた。

「なんだい、ベアト？」

「子どものときも一緒に寝たことはなかったから、なんだか新鮮ですね！」

　とても嬉しそうなベアトリクスに、シモンも笑みを零さずにはいられない。

「確かに新鮮だね」

「隣にシモン様が寝てくださると、あったかくてすぐに眠れそうです」

「僕は……なかなか眠れないと思うけど」

　小さく呟いたシモンの声は、あくびをしたベアトリクスには届かなかったらしく、とろりとベアトリクスの瞼がおりてくる。

「ふぁ……でも……」

「なあに？」

「週に一度でなく、毎日、こうして寝られたら、すごく……幸せなのになあ……」

　半分閉じた眼で、眠りそうになりながらもそう呟くベアトリクスに、シモンは愛おしさが限界突破しそうになったが、それはすんでのところで堪えた。

　そのまま必死で寝ようとした瞬間、スヤァと眠りに落ちようとしたベアトリクスが、突如、ガバリと飛び起きた。

「そうだわ、〝良いこと〟を思いつきました！」

　シモンは飛び起きたベアトリクスに対し、かなり驚いたがそれを顔にはみじんも出さずに、にっこりとベアトリクスに微笑みながら上体を起こす。

「そんなに飛び起きるほど、良いことなのかい？」

　キリキリと胃が痛むのは、気のせいだと思いたい。

　ベアトリクスの天才的なひらめきを愛しくも楽しくも思うのだが、今、この瞬間ばかりは、嫌な予感がした。

　そしてその予感は的中する。

「こうして毎日、一緒に眠れる機会を作りましょう、シモン様！」

「……機会、とは？」

「新婚旅行に行きましょう！」

　いつも突拍子もないことを言うとは思っていたが、今ほどそれを痛感したことはなかった。

「新婚旅行……」

「はい。前回、ニーラ竜王国には一緒に行きましたが、あのときだって夜は別でしたよね」

「あのときは結婚前だったしね……」

　ベアトリクスは新婚旅行気分だったが、シモンは散々だった旅路を思い出し、少しだけ顔を強ばらせた。

「今度こそ、新婚旅行ですね！」

　確かにそれは大変魅力的な提案だ。毎晩一緒に寝られるのは、とても嬉しい。

　だが新婚旅行なんかに行って、果たして自分の忍耐力はきちんと保つのか。シモンは珍しくも自問してしまう。

「うふふ。素敵ですね、どこにいきましょう、シモン様」

「そのためには……たくさん、準備をしないとならないね」

「はいっ」

　キラキラと嬉しそうなベアトリクスが今夜も可愛い。

「じゃあ、それは明日になってから決めようね。今日はそろそろ寝ないと」

「はぁぃ……」

　ふぁ……ともう一度、ベアトリクスがあくびをする。やはりとても眠いのだろう。再び寝かしつけると、ベアトリクスはすぐにコテンと寝てしまった。きゅうっと横向きに寝ているベアトリクスが自分にしがみついてくるのを感じながら、シモンは天蓋を何も映さない瞳で見上げていた。

「新婚旅行……」

　とりあえず行き先の設定、仕事の前倒し、やることを淡々と頭の中で整理していく。

　どう考えても半年先でないと無理だろうと、落胆半分、安堵が半分。

　シモンは目を閉じて、静かに呟く。

「長いな……」

　果たして長いのは新婚旅行までの日なのか、それとも、次の共寝が一週間後になってしまうことなのか――彼の呟きの意味は彼のみぞ知る。






　これがヴァーミル公爵邸における公爵夫妻の初めての夜の出来事だった。
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「あらあ、すごい隈くまですねぇ！　寝られなかったんですか？」

　満面の笑みでセシリアがそう言ったので、ベアトリクスはきょとんとした顔で答える。

「シモン様のお隣、とても気持ち良く眠れたわよ？　シモン様も、朝は私より早く目覚めたにもかかわらず、ずっと横で添い寝してくださって、『おはよう、ベアト』って仰ってくださったのよ？」

　無邪気にベアトリクスが今朝のことをセシリアに告げると、セシリアはニヤニヤとした表情を隠しもせずに、

「へえ、そうですかぁ」

　とシモンを見た。

「視線がうるさいぞ、セシリア補佐官」

　シモンの言葉に、セシリアはピシリとしたネクタイ姿で、

「失礼しました」

　と返した。

　水色の髪に青い瞳の彼女は、ベアトリクスと同級ではあるが早めに誕生日が来たので、十九歳になっていた。学院きっての才女だった彼女は、ベアトリクスに心酔し、彼女を唯一無二の主人と決めて、ヴァーミル公爵家に仕えている。元は平民という血筋だが、その類い希なる美貌と聡明さのため、とある男爵家の養女に無理矢理迎えられて、貴族の愛人にでもさせようとしていたところを、ベアトリクスが救った形になる。

　今はベアトリクスの生家に仕えていた準貴族のヘイリー家に養女として入り、セシリア・ヘイリーと名乗っており、ベアトリクス結婚後は公爵家に一緒に付いてきた。

　ベアトリクス付秘書官になるはずだったのだが、ベアトリクスがいる場所にセシリアあり。

　また、ベアトリクスがいる場所にシモンあり。

　ということで、シモンといる時間も必然的に多くなってしまった結果、シモンの仕事を手伝うことも増えてしまい、その有能さをシモンが捨て置くわけもなく、

「セシリアは僕の補佐官として、席を作っておいたから」

　といつの間にか、秘書官から補佐官に役が変わっていた。

　未婚の女性が補佐官に就くことをよく思わない輩もいたが、シモンの傍には常にベアトリクスがいるので、誰もシモンの浮気を疑う者はいなかった。

　というより、常に膝の上にベアトリクスがいる状態で、何を疑えというのだろうか。

　今も、シモンの膝の上で書類を眺めていたベアトリクスが、パアッと目を輝かせる。

「シモン様、結婚式参列のお願いですって！」

　それは公爵となったシモンにとって、初めての外交依頼だった。

「チジル国か……」

　必ず参加するべきというほどではないのは、チジル国という小さな国が相手だということもあるし、何よりその国は今、情勢が安定していないからでもあった。

「チジル国ですよ！」

　ベアトリクスが強調する。

「この国ですよね？〝悪役令嬢〟がいた国って！」

　そう、チジル国の情勢が安定しないのには、かの国が〝悪役令嬢〟に翻弄された国でもあったからだ。

「ああ、確かそんな話、あったね」

「皇太子様のご子息の暗殺未遂事件もあった国ですよね？」

「物騒な話しかない国ですね……」

　セシリアもなんとも言えない微妙な顔になる。

「そうか、第二王子の結婚が決まったのか」

　シモンも複雑そうな顔だ。

「悪役令嬢さん、今はどうしているのでしょうか？」

　頬に手をあてて、コテンとベアトリクスが小首を傾げた。

　よその国のことではあったが、ベアトリクスにとってはとても印象深い令嬢ではある。

　なぜなら彼女を真似て自分も悪役令嬢になろうと思ったことがあるからだ。

　セシリアの微妙な表情も、シモンの複雑そうな顔も、すべてはこの悪役令嬢に起因して、ベアトリクスが突拍子もないことをし始めたからだ。

　まあ、結局、ベアトリクスは悪役令嬢にはなれなかったし、セシリアという無二の親友も得られた。そして、最愛のシモンと結婚して幸せにはなったのですべてうまくいったのだが、巻き込まれた当事者であるシモンとセシリアが警戒するのは無理もなかった。

　そんな二人の思惑など知らずに、ベアトリクスは言う。

「悪役令嬢さんも幸せになっていると良いのですが……」

　ベアトリクスは、自分が一度は目指そうとした本物の悪役令嬢のその後に少しだけ興味があった。

「王子は真実の愛とやらを貫いたらしいけどね……」

　招待状を扇のようにしてパタパタとシモンが仰ぐ。その仕草はどこかその招待状を厭っているようにもベアトリクスには見えた。

「王子とは顔見知りではあるけれど、僕たちの結婚式には参列していないし、今回は祝いの品だけでもいいかもしれないね」

「では私の方で手配しましょうか」

　セシリアがすかさずそう申し出た。

　二人としては、なるべく早く穏便に、この話をそらしたい気持ちがあったからだ。できればベアトリクスが何も思い付かないうちに。

　だから、シモンは「ああ、頼むよ」とその招待状を彼女に手渡そうとした。

　二人の間を招待状が行き来しようとした瞬間――

　じーーーーーー。

「……」

　じーーーーーーーーーー。

「…………」

　痛いくらいの視線が、自分の膝上から一心にこちらに向けられているのを、シモンはその気配だけで察知した。

「公爵閣下、いけませんよ」

　セシリアがあえてそうシモンを呼び、自覚を促そうとしたが、そう言った彼女でさえ、シモンの膝上からは視線を逸らしている。

　二人とも、キラキラとしたエメラルドグリーンの瞳には弱いからだ。

　ベアトリクスがぽんっと可愛らしく、手を打った。

「私、〝良いこと〟を思いつきました！」

「全然、それは良いことではないと思うな」

「それは絶対危険です！」

　何かひらめいたのだろう。彼女のひらめきは天才のソレに近い。ベアトリクスにとっては〝良いこと〟であっても、今までの経験上、ふたりにとってはなかなか大変なことになる可能性が高い。

　悪役令嬢になって婚約破棄したいと言ったり、国外逃亡したいと言ったり、ベアトリクスの思いつく〝良いこと〟は、必ずしもみんなにとっても〝良いこと〟とは限らないからだ。

　ベアトリクスの定番の言葉に、間髪入れずにシモンとセシリアが自分の言葉を被せたが、そんなことでベアトリクスが堪えるわけはない。

　ふんすっ、と可愛らしい小さな鼻で、鼻息を荒くすると、ベアトリクスは断言する。

「チジル国訪問を、私たちの新婚旅行にしましょう！」

「新婚……」

　シモンが思わず口元を緩めた。

「旅行……」

　セシリアがピクリと肩を揺らした。

「そうです！　新婚旅行にチジル国を訪問するんです！　あちらは花の産地としても有名ですし、これからの季節は色とりどりのお花が見られるみたいですよ！　セシリアはお母様にお花の鉢植えを買うこともできるし、シモン様との新婚旅行で花一杯の公園を歩いてみたいです！」

　果物屋であった平民のセシリアの母は、現在は公爵家に庭師として迎えられている。シモンの口利きのおかげだ。元来植物が好きである母親に、この国では見られない花を渡す己を想像し、思わずセシリアの表情も弛んだ。

「ここで新婚旅行がきたか……」

　昨晩、新婚旅行に行きたいと言った新妻をシモンは思い出す。

　新婚旅行では毎晩一緒に寝るのだと言っていたベアトリクスは大変可愛らしかった。すぐにでもその願いを叶えてやりたかったが、どう準備しても新婚旅行は半年先になってしまうと判断したばかりだった。

　だが、結婚式参列という外交視察であれば、話は変わってくる。

　脳内には新婚旅行という魅惑的な言葉とともに、花柄のワンピースドレスに身を包んだ妻が、花畑の中を楽しそうにはしゃぐ姿を容易に想像し、こちらも表情を弛める。

「ね、新婚旅行、いきましょう！」

　ベアトリクスがにっこりと二人に笑いかければ、二人に拒否権など当然なく。

　こうして、結婚後、初めての外交視察は、シモンとベアトリクスの新婚旅行を兼ねたものとなった。
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　クゼオンダ国からチジル国へは、馬車でゆるやかに南下する。海に面した国なので、冬もそう寒くならない暖かい国だ。

「チジル国の名物料理は、赤白模様の魚の塩釜蒸しらしいです！」

　ベアトリクスが「ようこそチジル国へ！」と書かれたガイドブックを開きながらそう言った。

「おいしそうだね、それも食べようか」

「はい、楽しみです！」

　豪奢な馬車の中でぴったりと寄り添う二人の対面に座るのはセシリアだ。普通なら主人たちの馬車に補佐官が乗ることなどあり得ない。

　だがベアトリクスが、

「三人で計画を立てた方が絶対楽しいと思うの！」

　と主張したのであれば、それに否という者は、公爵家にはいない。

　今もベアトリクスがきらきらとした表情でセシリアに問いかける。

「セシリアはどこに行きたい？」

「そうですね。まず国境付近のフラワーロードを見てみたいです」

「最近、できた場所ね！」

　チジル国の首都ではなんだかんだとゴシップネタに事欠かないが、国境沿いでは最近大変美しい花々が咲いている街道があり、観光スポットになっていた。昨年の花が大変見事だったと評判になったので、あまりの美しさにすぐに他国へも噂が回って、今年の見頃にはかなりの観光客が押し寄せているという。

　今回もちょうど見頃なので、そこだけでも母親を連れていってはどうかとセシリアに提案したのだが、

「いいえ、今回は結構です。ベアト様の新婚旅行ですから私もそちらに集中したいですし、母も庭師としてもうしばらくは修練したいと申しておりますので」

　と断ったのだ。

（でも、今のセシリアはとっても幸せそうよね）

　母親が職種は違えど同じ屋敷に勤めているということも、心強いのだろう。

　公爵家に来てからのセシリアはとても生き生きしている。

（だけど……）

　ちらりとベアトリクスは隣のシモンを見る。

　シモンはベアトリクスの広げているガイドブックをじっくりと眺めている。その表情は楽しげではあるが、どこか疲れていた。

（シモン様はどうしてこんなに疲れていらっしゃるのかしら……）

　新婚なら幸せいっぱいなのだとみんなが言う。

　ベアトリクスももちろん幸せだし、シモンも幸せだと言ってくれる。

　にもかかわらず、シモンはなんだか疲れた顔をする機会が増えたのだ。

（とくに私と一緒に寝る日がそう……）

　もしかするとベアトリクスの寝相が悪かったり、いびきでもかいていたりするのかと心配になって尋ねたが、シモンはそんなことはないと言う。

　いっそのこと、一緒に寝る日をなくした方が良いのかといえば、それはそれは悲しそうに絶望した表情を見せたので、一緒に寝ることはいやではないはずなのだ。

　ベアトリクスにとっても、週に一度の共寝はとても楽しみだ。

（だってシモン様にいっぱいぎゅうっとできるし）

　今もぴったりとくっついてはいるのだが、それでも夜はもっとぎゅっとできるのが嬉しい。もう少しぎゅうっと抱きしめてもらって寝たいのだが、シモンに震える声で、

「僕が寝ぼけてベアトを抱きしめて、ベアトが苦しくなったら大変だから、それはできない」

　と頑なに断られてしまったのだ。

「シモン様！」

　ベアトリクスがシモンを呼んだ。

「何、ベアト？」

　とろりと蜂蜜を溶かしたかのように甘い瞳で見つめられて微笑まれる。シモンはとても嬉しそうだ。

「新婚旅行なので、これからは毎日、シモン様と一緒に寝られますね！」

「……」

　シモンが一切の言葉を吐かない。息をすることさえも忘れたようで、綺麗な人形のようにピクリとも動かなかった。

「とても〝良いこと〟ですよね！」

　きっと一週間に一度だから、シモンも人と寝ることにまだ慣れないのだろう。

　慣れないのなら、慣れるように続けた方が良い。

　父親には、一週間に一度が良いと言われたが、新婚旅行ならばそれは例外になるのではないか。

「新婚なのに別のお部屋もどうかなと思ったんです。お金も余計にかかるし」

「……お、お金の心配はしなくていいんだよ。収入はしっかりあるからね」

「けど、無駄遣いはよくないと思うので！」

「さすがです、ベアト様！　良妻の鏡ですね！」

　セシリアもベアトリクスの意見に同調してくれる。

「セシリア補佐官？　誰の補佐官のつもりかな？」

「私は常にベアト様至上なので」

　しれっと言い切るセシリアに、ベアトリクスは満面の笑みで肯くと、

「シモン様、一緒に寝ましょうね！」

　と、シモンに嬉しそうに言った。

「そういう可愛い笑顔で……」

　シモンがあまり嬉しそうな顔をしなかったので、ベアトリクスは少しだけ表情を曇らせた。

「シモン様は私と一緒に寝るのはお嫌なんですか……？」

「嫌なわけはまったくないよ！　いいかい、ベアト！　コレは、僕の……その……僕の覚悟の問題なんだ！」

　ガシリとベアトリクスの肩を抱いてシモンが強く言う。

「覚悟、ですか？」

「良き夫となる覚悟ですよねぇ？」

　セシリアがシモンの言葉を補足した。

（十分、素敵な旦那様だと思うけど……）

「これ以上になく素敵な旦那様だと思うのですが……」

「うん。君のその気持ちを裏切らない素敵な旦那様で……僕は居続けるからね」

「さすがですー、シモン様ー、がんばれー」

　セシリアが棒読みでそうシモンを励ました。一切の感情もこもっていないエールに、シモンがギッとセシリアを睨んだが、まったくセシリアは堪える様子もない。

「私もシモン様の素敵な奧さんでいられるよう、がんばりますね！」

「ベアト様は文句なく十分素敵な奥様ですよ！」

　今度は熱の籠もった声でセシリアがベアトリクスを褒め称えた。

　ベアトリクスはぐっと両拳を握りしめると、

「私、素敵な奥様になるよう頑張るわ！」

　と、決意を新たにした。
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　すうすうと隣で寝息が聞こえる。

　馬車での長旅は、ずっと座っているせいか、ついうとうとしてしまう。

　いくら三人でいても、健やかに成長しているベアトリクスがうつらうつらと寝てしまうことを、この二人が止めるわけがなかった。

「君、どっちの味方なの」

　静かに、胸に頭を寄せて眠るベアトリクスを起こさないようにシモンがセシリアに尋ねた。

「私はベアト様の味方ですが」

　何をわかりきったことをと言わんばかりのセシリアの様子に、シモンもそれがセシリアだと思うし、そういう彼女だからこそベアトリクスの傍におくことができると理解していた。

「それならば、僕を追い詰めるのは止めてくれないか？」

「それくらいで追い詰められるほど、シモン様のお気持ちは脆いとは思わないので」

　ベアトリクス至上主義だからこそ、シモンのこともよくわかっているセシリアに対し、はあああと長い溜息を禁じ得ない。

「ベアトの家系が、出産に弱いことは知っているだろう？」

「はい」

　セシリアが肯く。

　ベアトリクスの父であるトゼーフ侯爵から、一通りの説明を受けているのだろう。

　ベアトリクスが性に対して未熟であることは、元来の気質もあるが、その血筋的意味合いも強い。

　トゼーフ侯爵家には、ベアトリクスの祖母であるベアトリーチェのように、優れた女性が誕生することが多い。ただしそのせいか、二次性徴が遅く、無理をして早いうちに結婚、出産をした女性は夭折ようせつしやすい傾向にあった。

　そのため、祖母であるベアトリーチェも、戦争があったせいもあるが、トゼーフ侯爵を出産したのは三十も過ぎた頃で、その当時ではかなり遅かった。だが、トゼーフ侯爵家の女性としてはその方が、長生きするのだ。

　トゼーフ侯爵もその点を危惧して、シモンとの婚約を認めてはいたが、結婚に関しては早急に進めることを渋っていた。

　ベアトリクスがきちんとした性教育を受けてこなかったのも、そのあたりが一因となっていた。

「僕はベアトを大事にしたいんだ。何者からも彼女を守りたいし、僕自身が彼女を傷つける存在には決してなりたくない」

「そのお気持ちはわかります」

「だったら、なぜ」

　シモンが問いかけると、セシリアは答える。

「ベアト様が不安がっておられたからです。自分はシモン様と共寝の日は楽しみなのに、シモン様は一緒に寝た日はどこか疲れていらして、嬉しそうではないから、と。自分が何かしているのではないかとベアト様が不安がっておられました」

「それはわかるし、不安にならないように何度も口にしている」

　セシリアはポンポンと己の胸を叩いて、

「心に響かない言葉を何度聞いても、納得はできませんよ」

　と言った。

　シモンがなんともいえない苦渋を顔に乗せる。

「ベアト様のことを少しの不安も抱かせないくらい安心させてあげてください」

「それが一緒に寝ることだと？」

　セシリアはこくりと肯く。

「ベアト様にとって、初めての異性がシモン様ですよね。なのに、小さい頃からベタベタとこれだけくっついていたら、異性としてシモン様を強く意識することもないように思われます」

「あ……」

　確かに自分はベアトリクスに対して、どこまでも保護者のような扱いをしていたことに思い当たった。

「初めて共寝をされた翌日、ベアト様が仰いました。『シモン様は自分が思った以上に男性だった』と。あやうく何かあったのかと思いましたけど」

「何もないぞ」

　それだけは断言できるのでそう言うと、セシリアも「わかっています」と答える。

「何もなくても、一緒に寝たことで感じることもあったのでしょう。少しずつ……本当に少しずつですが、ベアト様もシモン様のことを異性として愛し始めておられると思うのです……癪ですが」

「その言い方だと今までは愛していなかったようでは――」

「今までももちろん愛してはおられたと思うのですが、心と体の成長はときに時間差があります。身体は大きくなっても、心が追いつかないことも多いはずです」

　セシリアの言いたいことはもっともで、ベアトリクスの傍にずっといたシモンだからこそ気づかないことを気づかせる。

「ベアトが、僕を異性として……」

　馬車の外からは夕焼けが差し込んでくる。ベアトリクスの顔に日が当たらないようにカーテンをひくと、シモンは優しくその肩を抱きしめる。

　いくつになってもこの腕の中にすっぽりと収まってしまうベアトリクス。

　シモンにとって、これからも変わらずにかけがえのない大切な人だ。

「セシリア」

「はい」

「君、本当に僕より年下？」

「平民として生きてきた時間が長かったので、色々見聞きしたことが多いのです。貴族になってからも学んできましたが、恋愛に関しては平民の方がずっと自由で、そして勇敢だと思います」

　クゼオンダ国の平民は、貴族と地位の差はあれど、制約はそれほど多くはない。

　なので、自由に生きられる平民を望む貴族も希にいるほど、彼らは自由に職を選び、学び、金を稼ぐことができる。結婚に関しても恋愛結婚が多かった。

　男爵家の養女にセシリアがなれたのも、彼女の父親が男爵家の血筋だったからだ。彼女の父親は、自ら駆け落ちして平民を選んだ。貴族の制約の多さを厭った故だった。

「貴族には貴族の、平民には平民の良さがあるのだと、私は思いました」

「説得力はあるね」

　まさか年下の女の子に説得される日が来るとは思わなかった。

「ですから、シモン様はせいぜい、ベアト様のために努力なさってください。ここまで大事にしてきたのですから、一年くらい、いえ五年くらい、ベアト様の心が追いつくまで頑張ってください」

「五年は無理だ」

「チッ、根性なしめ」

「セシリア、君って本当にたまに無礼千万だよね」

「元平民ですので」

　もうすぐ今晩の宿に着く。

　今日から一緒に寝るのだと思うと、それはどこか嬉しく、そして同時に難しくもシモンには思えた。

「……まあ、善処する」

　そう言うのが精一杯だったシモンに対し、セシリアはにこりと珍しく微笑むと、

「もしまずいと感じたときは、私を呼んでください。すぐに駆けつけます」

　と、あまり嬉しくない打開策を示してくれた。

　その策だけは使いたくないなと、シモンは自らの心に強く刻んだのだった。
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「わあ……！」

　チジル国に入国した途端、ベアトリクスたちの目に飛び込んできたのは、ピンク色の花が両脇に咲いた大変美しい道だった。

「これがフラワーロードなんですね！」

　ベアトリクスは窓を開けて馬車から思わず顔を出してしまう。

　気持ちいいそよ風にふわりとピンク色の髪が靡くと、シモンがベアトの背後から彼女を支えた。

「少し馬車を停めて休憩しよう」

　ここはクゼオンダ国との国境からすぐの丘で、比較的大きく開けている。

　ところどころに、観光客を当てにした茶屋なども出ており、街道は人で賑わっている。

　この先にこのあたりで一番大きな宿場町があるので、本日はそこに宿をとっているのだが、フラワーロードがここまで美しいとは思わなかった。

　馬車が通る道は大きく綺麗に舗装されている。その道に沿うように、小さな腰ぐらいの木が植えられて、花畑に侵入できないようになっている。おそらく馬や人に踏み荒らされないための工夫なのだろう。

　赤い葉が生い茂る木々の背後に、一面の桃色の小さな花が咲いている。花柱が赤く、その周囲の花弁は白だが、外側に向かって濃いピンク色にグラデーションになっている花だ。

　その花たちを眺められるように、丘の上に向かって人が歩く散歩道もできており、馬の休憩と、人の休憩も兼ねるにはちょうど良い場所なのだろう。

「少しお散歩しましょう！」

　ベアトリクスが指さした先には、『ここから先遊歩道』と書かれた立て看板があった。

　入り口となる場所には警備のための人が立っており、馬が入らないように見張っている。

「丘の上にある銀色の鐘が見えますか？　あれは『愛の鐘』と言われていまして、二人で鐘を鳴らすと幸せになれるんですよ」

　警備の人がそう言うので、ベアトリクスは目を大きく見開いて丘の上を指さす。

「行きましょう！」

「傾斜がきつそうだけど、ベアト、大丈夫かい？」

「大丈夫です！　愛の鐘、鳴らしてみたいです！」

　シモンの左腕にしがみついていたベアトリクスは、空いている己の左手をセシリアに伸ばす。

「セシリアも一緒に鳴らしましょう！」

「私もですか？」

　てっきりシモンと二人で鳴らすものだとばかり思っていたセシリアは、きょとんとした顔でシモンを見た。

　シモンは仕方ないなと苦笑いを浮かべ、

「ベアトの言うとおりに」

　とだけ言う。

　セシリアはこちらを見つめる二人の顔を見ながら、ゆっくりと表情を綻ばせ、ベアトリクスと手を繋いで丘を登った。

　だが、丘の上にあがって、さあ鐘を鳴らそうとなったときに、少し困ったことになった。

「鐘が二つ……！」

　ベアトリクスがぷうっと頬を膨らませて不満げな顔をする。

「『同時に鐘をならしてください』と書いてあるね」

　二つの鐘の隣にある看板を確認したシモンがそう言った。

「これでは三人では鳴らせませんね。私は構わないので、どうぞ二人で鳴らしてください」

　セシリアが一歩後へ引く。

「ベアトが二回鳴らしたらどうかな？」

　シモンが代替案を提案したが、ベアトリクスは頬を膨らませたままだった。

（これじゃ、二人でしか鳴らせないじゃない！）

　周囲を見回すと、家族連れや一人で来ている人など、恋人だけではない。

　皆が皆、鐘を鳴らすわけではないが、いつの間にかベアトリクスたちの後ろにも鐘を鳴らそうと父母子の三人組の家族が並んでいた。ベアトリクスたちと同じように、子どもが「一緒に鳴らせないの？」と不満そうに声をあげている。

（三人でも、一人でも鳴らせたらいいのに……）

「あっ！」

　ベアトリクスがハッと何かに気づく。

「すみません、ちょっといいですか？」

　ベアトリクスは鐘の順番を誘導する人に声をかけた。

　スラリと背の高い茶髪の女性だった。日差しの下で立っているせいか、日に焼けてそばかすが頬に見えた。

「はぁい、どうしました～？」

　ひょうひょうとした言葉のイントネーションで、女性はこちらに答えた。

「実は――」

　女性だったので、こしょこしょとその耳に相談を打ち明けると、彼女はベアトリクスを見て少しだけ悩んだ後、ニカッと夏の花のような明るい笑顔を見せる。

「それ、いいっスね！」

「でしょ？」

「あたしも思ってたんスよ～。愛の鐘っていうのに、なんで恋人とか夫婦だけなのって。家族とか友達とか、みんなで鳴らしたい人もいっぱいいるっスよね～！」

　彼女はそう言うと、自分の首元に結んでいたリボンスカーフを取り外し、その端を各々の鐘の、紐の上部に取り付ける。そして、髪紐を解いて二つの鐘紐を結んだリボンスカーフのちょうど中央に結んで垂れ流した。髪紐には小さな鈴がついていたのでちりんと小さく鳴った。

「さあ、これで紐が三本になりました！」

「ありがとう！」

　ベアトリクスが心からその女性に礼を言う。ややつり目の彼女は、愛想良く笑うと、

「さあ、どうぞ！」

　とベアトリクスたちを促した。

「さあ、シモン様、セシリア、鐘を鳴らしましょう！」

「ああ」

「はい」

　ベアトリクスが真ん中で女性の作ってくれた紐を掴み、右側にシモン、左側にセシリアが紐を掴む。

「そぉれ！」

　ガランガランガラン！

　二つの愛の鐘は高音と低音に分かれていた。その鐘が鳴るハーモニーにベアトリクスは満面の笑みを浮かべる。

（ずっと……ずっと三人でいられたら良いなあ！）

　綺麗な青空の下、シモンとセシリアの笑顔を見つめながらベアトリクスはそう思った。






　鐘を鳴らしてご満悦な表情でベアトリクスたちが丘を下りていくと、

「ちょっと、おじょうさあーーん！」

　背後から声がした。

　振り向くと、鐘の順番待ちの誘導係をしていた女性が手を振りながら下に降りてくる。

「あ、さっきの人」

「いいアイデアありがとネ！　愛の鐘って売れてきてはいたんだけど、もうひとひねりアイデア欲しかったんスよね。鐘を三つにしようにも、あの高音と低音のハーモニーも人気だったから迷っていたんスよ～」

「なんというか、独特の話し方ですね」

　セシリアがベアトリクスにこそりと耳打ちした。確かにところどころに入る「ス」は、空気の抜けるような発音だが、細いつり目のせいできつく見られそうな顔立ちの彼女を柔らかく印象づけていて、それが彼女の個性としてすんなりとベアトリクスの中に入り込んでくる。

「あのアイデア、買い取りたいんスけど、どうっスか？」

「えっ！」

　まさかアイデアを買い取りたいと言われるとは思わず声をあげた。

「別に気にしなくていいですよ。ああいうのは誰でも考えつくことだと思いますし」

「けど、お嬢さんが思いついたから、後ろの家族は三人仲良く鐘が鳴らせたんス。あれだったら、場合によっては紐の数も調整できるし、臨機応変に対応できるから素晴らしいっス！」

　グッと女性が拳を作って力説する。

「誰かが喜んでくれるならそれでいいですよ。それに結んでくださったのはあなたのスカーフだったでしょう？」

「か～！　女神っスか？　可愛いだけじゃなく、慈悲深いなんて！」

「そうだね。ベアトは文句なく女神だ」

「そうですね、慈悲深さも間違いなく女神級です」

　シモンとセシリアも強く肯く。

「ハハハ、皆さん仲が良いんスね。あの馬車の家紋からしてクゼオンダ国の貴族さんスか？」

　おや、とシモンが女性を見た。

「よく家紋だけでわかったね」

「クゼオンダ国の貴族の家紋は、みんな国の形から盾を背景にしてるっスからね。でも、あの家紋は覚えがないんスけど、新しくできたお家ですか？」

（この人、すごい……）

　ベアトリクスは目を大きく見開いて、女性を見上げた。

　てっきり平民だと思っていたが、平民ならば貴族の家紋、ましてや他国の貴族の家紋など覚える必要などない。ましてやシモンのヴァーミル家は新しくできた公爵家のため、家紋は一から作った新しいものだった。

　クゼオンダ国の貴族紋は五十を軽く超える。ベアトリクスは王子の婚約者だったため、全部覚えたが、まさか隣国とはいえ外国の一般女性が覚えているとは思いもしなかった。

「クゼオンダから来たなら、今日は街で宿を取るつもりなんスよね？　よければうちの屋敷に来ます？」

「屋敷……？」

　平民なのに屋敷があるのか、首を傾げたときだった。

「アンネリーヌ！」

　誰かの叫ぶ声が聞こえた。

　振り向いた瞬間、ベアトリクスの心をズキュンと強く射抜くものがそこにはあった。

　声の方を見ると、今まで見たこともない乗り物に乗った青年がいた。

（な、な、何あれ～～！）

　はわわわと興奮で頬を赤らめてしまう。

「げ、トリスタン……」

　女性がうんざりしたかのような声を上げたが、ベアトリクスはそれどころではなかった。

「アンネリーヌ！　君、また子爵夫人の仕事を放り投げてきたね！」

　丸い眼鏡をかけたひょろりとした青年が、不思議な乗り物から降りてこちらにズカズカとやってくる。彼は女性と同じくらいの身長で、薄いグレーの髪をしていた。

「だってお茶会なんてもうやりたくないんス！　あたしはこうやって自分の領地を盛りたてる仕事だけをしたいんス！」

「それは僕の仕事でしょ！　どうして僕の仕事をとるの!?」

　ベアトリクスたちの目の前で、男女が声高に言い争うが、険悪とはほど遠い。

　周囲の人たちも、

「また、領主夫婦が喧嘩してるよ」

「喧嘩するほどだけどねぇ～」

　と笑っている。

「あのぉ……領主夫妻……ですか？」

　セシリアが二人に尋ねると、男の方がハッとしてこちらを見た。

「失礼しました。僕はトリスタン・ヒート。この国境沿いの領地の領主をしている子爵です」

「あたしは……アンネリーヌ・ヒートっス。一応、子爵夫人っス」

「子爵……」

　シモンも予想外だったらしく、唖然として二人を見ていた。

「なので狭いなりに屋敷はあるんスけど、今晩、泊まっていきませんか？」

　軽くアンネリーヌが言えば、トリスタンが

「君、いきなり何を誘ってるの!?」

　と声を上げた。

「ああ、失礼した。僕はクゼオンダ国の外交官であるシモン・ヴァーミルだ」

「シモン・ヴァーミル!?」

　トリスタンがビッと猫が背毛を逆立てるかのように驚いた。

「あ～！　この前結婚したらしいクゼオンダ国の優秀な方の王子！」

（優秀でない方の王子っていうのは……）

　クゼオンダ国でそれを言ったら不敬罪だろうが、幸いここはチジル国だし、シモンも苦笑いを浮かべたが不問に付すようだ。

「公爵閣下……！」

「いや、畏まらないでいいよ。君たちの国の公爵ではないんだから」

　そうは言っても他国の外交官であれば、それ相応の態度をとらなければと思っているのだろう。このままひれ伏しそうなトリスタンをシモンが押しとどめた。

「夫人の申し出はありがたいんだが、宿はすでに――」

　シモンが断りを入れようとしたときだった。

「すみません！　これって、なんですか！」

　ベアトリクスがトリスタンが乗ってきた乗り物の前にいつの間にか立っていた。

　ベアトリクスの心を一瞬にしてわしづかみにしてしまったそれは、馬のようであって馬ではない。馬車のようであって馬車でもない。

　車輪が二つある乗り物だった。

「あ、それは『自転車』と言いまして。海外で開発された乗り物を参考に、僕が作りました」

　トリスタンが眼鏡をくいくいさせながら言った。

「じてんしゃっ！」

　ベアトリクスが自転車に抱きつく。

「これ、私でも乗れますか!?」

「最初はバランスがとれないんスけど、練習すれば乗れるっスよ」

　アンネリーヌが答えてくれた。

「べ、ベアト様……？」

　セシリアが次のベアトリクスの言葉を予測して止めようとしたが、時はすでに遅し。

「シモン様、私、この方たちのお屋敷に行きたいです!!」

　全力でキラキラした瞳の懇願を受けたシモンは、間髪入れずに大変良い笑顔で、

「いいよ、すぐに行こうか」

　と答えていた。






　チジル国王子の結婚式までは、あと三週間を切っていた。
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「すごい、すごいです！　馬でなくてああいう乗り物があるなんて、本当にすごいです！」

　子爵邸はそれほど大きくはないが、隅々までしっかりと管理の行き届いた屋敷だった。

　その邸宅の前で、ベアトリクスは自転車にべたりとしがみつく。

「ベアトは本当に新しいものが好きだね」

「はいっ！　こういう新しいものも本も出来事も全部好き！」

「僕はそういうベアトがとても好きだよ」

「私もそう仰ってくださるシモン様が大好きです！」

　まったくてらいなく嬉しそうに笑みを返すベアトリクスに対し、子爵でもあるトリスタンの方が動揺している。

「お二人は新婚ですので……」

「ああ、なるほど」

　セシリアの補足にトリスタンが深く頷いて納得した。

　実際は結婚前から普段通りの二人なのだが、それは言わないでおく。まったくの赤の他人から見ればシモンとベアトリクスの会話は『甘い』以外の何物でもないからだ。

「え、えっと……公爵夫妻が大変仲睦まじいと噂で聞いていたのですが、本当にとても仲良しなんですね」

「ありがとう、よく言われる」

　満足げに答えるシモンに対し、トリスタンはただただ圧倒されているのか、頬を紅潮させながらぼやく。

「わ、我が家にこんな綺麗な人たちを泊めても大丈夫なのかな……」

　しどろもどろに呟くトリスタンの横では、アンネリーヌが喜々として目を細めている。

「大丈夫ッス！　とりあえずベアトリクス公爵夫人、乗ってみますか？」

「あら、アンネリーヌ様。私のことはベアトでいいですよ。是非是非乗り方を教えてください！」

「そうっスか。じゃあ、あたしはアンネでいいっス。ベアト様、乗るんだったら乗馬服に着替えた方が良いんですが、持ってますか？」

　ベアトリクスがセシリアの方を見るが、セシリアもさすがに結婚式への参列に乗馬服は予想していなかったらしく、申し訳なさそうに首を横に振った。

「じゃあ、うちので良ければ何かあると思うんで着替えましょう！」

「ええ、是非！」

「あああ、アンネ！　そんなっ、公爵夫人に似合うような服なんて僕らの家にあるわけがっ」

　トリスタンが顔を青くして止めたが、アンネはまったく意に介してないようで、

「確か親戚の子が我が家にバカンスに着たとき置いていった服があるっスね。子ども服ですが、ベアト様、小さいから着られるでしょう！」

　と、さくさくと話を進めてしまう。

「古着……！　子ども服……！」

　トリスタンは、今にも泡をふきそうな青い顔になる。

「ほ、本当に、本当に……妻が大変、たいへんっ、失礼しております！」

「ベアトが喜んでいるから気にしなくていいよ」

　地面にこすりつけんばかりの勢いで頭を下げるトリスタンを、シモンは笑って宥めた。

　ベアトリクスとセシリアはアンネリーヌに連れられて中に入っていくが、シモンはその場に残ってトリスタンに尋ねる。

「しかし、自転車というのはなかなか変わった代物だね」

「は、はい！　舶来品でもなかなか入ってこないんです。この丸い車輪を包むゴムの加工が難しいので」

「確かにそうだね。だが、このゴムはすごいな。弾力があるようだからダメージを吸収するだろう」

「わかりますか！」

　キラッとトリスタンの眼鏡が光る。

「このゴムはですね、この国では育たない樹木からしかとれないんです。その樹液を特別な加工をしてできあがる品でして――」

　つらつらと流れるように出てくる説明は、留まるところを知らない。普通のゴムは黒くなるが、このゴムは加工すると青くなるそうで、その成分の話が長い。ひたすらに長い。

　うっかり話を振ってしまったシモンは、何の話をしていたのか危うく忘れそうになる。

　しかも要点があまりはっきりとしていないので、トリスタンは典型的な個人プレイの発明家タイプだと、しみじみ実感した。

　そうこうしているうちに、ベアトリクスたちが屋敷から出てきた。

　ベアトリクスは、少年のようなシャツと吊りズボンに着替えていた。そして髪型は二つにわけて束ねており普段と違って見慣れない姿に、シモンの表情はすぐに崩れてしまう。

「さあ、乗りましょう！」

「ベアトはどんな格好をしても本当に可愛いよ」

「ありがとう、シモン様！　着替えているときも自転車の乗り方教わったんですが、とっても面白そうなんですよ！」

　そう言うや否や、ベアトリクスがまるで馬に乗るかのように足を上げて自転車に跨がった。だが、次の瞬間にはぐらりと自転車が傾いてあわや転倒しそうになる。

「ベアト様！」

　セシリアが手を伸ばすよりも早く、ガシッとアンネリーヌがハンドルを押さえた。

「これは二輪だからバランスを保つのが難しいんス。試作機の補助輪付自転車があるから、ベアト様は、最初はそれに乗るっス！　トリス、補助輪付の方、持ってきて！」

「ああ！」

　トリスタンはアンネリーヌに言われるままに急いで屋敷の裏の方へ走っていくと、自転車と同じくらいの大きさだが、少し形が違うものを持ってきた。後ろの車輪の両脇に小さな補助輪がついていた。

「なるほど、これなら転倒しないね」

　シモンが感心したように言った。

「ただ、補助輪が小さいため、スピードはまったく出ないっス」

「とっても可愛いわ！」

　ベアトリクスはご満悦でその補助輪付自転車に跨がった。

「このペダルを交互に踏んでいくと前に進むっス」

「こうかしら？」

　ぐっとベアトリクスがペダルを踏むと、前輪が回転して前に進んでいく。

「すごい、すごいわ！」

　ひどくベアトリクスが感動した声を上げた。

「確かにこれはすごいですね」

　セシリアも感心したように自転車を見た。

「王都では人口増加に伴い住宅が増え、馬の通行ができない場所も増えてきました。そういう場所に使用できるのでは？」

「そうだね、確かに馬が通行するには危険な場所も多いから、悪くはない。ヒート子爵、この自転車は国外販売の予定は？」

　そうシモンが尋ねると、トリスタンは急に表情を暗くした。

「その予定はありません。というか、国内販売もできないと思います……」

「なぜ？」

「わが子爵家は国から見捨てられた貴族だからです……」

　静かに、だがはっきりとした声で言われた内容に、シモンもセシリアも表情を強ばらせる。

「国から見捨てられた……？」

「こんなことをわざわざ他国の公爵様に打ち明けることでもないのですが、首都に行かれればわかると思うので先に申し上げておきます」

　ちょうど日が沈み夕焼けに染まり始めた空の下、トリスタンの眼鏡が赤く染まるが、その表情は暗いままだ。

「悪役令嬢の噂をご存じですか？」

「悪役……」

「令嬢……」

　シモンとセシリアは思わずベアトリクスの方を見てしまう。ベアトリクスとアンネリーヌは楽しそうに自転車の練習中だった。

　二人はトリスタンへと視線を戻すと、わずかに警戒した。

　というのも、ベアトリクスがとんでもないことをしでかすとき、その根っこにあったのがこの国の悪役令嬢の噂だったからだ。

「王子妃を虐めて婚約破棄されただとか、皇太子ご夫妻の第一王子を毒殺しようとしただとか、そういう物騒な噂の元になった令嬢です」

「え、毒殺騒ぎもその令嬢の仕業なんですか？」

　クゼオンダ国には別の形で流れてきていた噂だったのでセシリアが驚いた。

「どちらも、一人の女性が原因だと言われています」

　そう言ったトリスタンの表情はどこか暗く、そして辛そうだった。まるで真実は違うといわんばかりの表情に、セシリアもシモンも困惑する。

「その元悪役令嬢が、僕の妻――アンネリーヌなんです」

「え」

「シモン様～、セシリア～！　すごいわ！　私、上手に乗れてる～！」

「ベアト様、いくら補助輪付でも手を離しては駄目です！」

　はしゃぐベアトの横を走ってついて回るアンネリーヌは、どこから見ても平民にしか見えない少しつり目の女性だった。

　その女性がこの国を騒がせた悪役令嬢だと言われて、シモンもセシリアも驚きを隠せない。

「まあ、本当はいろんな誤解が重なって彼女は悪役令嬢となってしまったんですけど……それでも彼女はこの国で唯一無二の悪女なんです」

「悪女……」

　そう言ったトリスタンの顔は、残念ながら夕焼けの逆光で見えない。

「セシリア～！　シモン様～！」

　いつの間にかかなり遠くに走ってしまったベアトリクスが自転車の上からこちらに手を振っている。

「ベアト様、しっかりハンドル握って！」

　ベアトリクスと笑い合うアンネリーヌはとても楽しそうで、悪女には到底見えなかった。
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　アンネリーヌのつり目は、父方の祖母の遺伝である。その上彼女には斜視も入っていたので、彼女がたまに目を眇めると、相手を睨んでいるように見えてしまっていた。

　彼女と親しくしている者にとっては、その理由もわかっていたし、彼女はそんな人ではないと言うことができた。

　しかし、彼女に王子の婚約者という肩書きがつくと、少しずつ彼女の環境は変わっていった。

「アンネリーヌ様に睨まれてしまった」

　そう言って泣くとてもいたいけな女の子の前では、アンネリーヌがいくら「違う」と言っても、だんだんと信じてくれる人が少なくなっていった。

「実は私もアンネリーヌ様に睨まれたことがあって……」

「あら、私もですよ……」

　生まれつきのものだと言っても、人は自分の信じたいことばかりを信じる。

　睨んでいるのではなく、そう見えてしまうこと自体が、彼女の噂をより一人歩きさせてしまう。

「王子の婚約者は、礼儀がなっていないのではないか」

「身分は釣り合うが、あの底意地の悪さはいかがなものか」

　陰口というには大きすぎる声は、次第に明るかったアンネリーヌの表情を暗く変えていく。うつむきがちになっていくことで、彼女の眇める目が、より睨ねめつけるかのように見えてしまったことが、さらなる悲劇を招く。

「学院内ならまだしも、将来の母である皇后陛下まで睨めつけるとは何事だ！」

　ほとんど肩書きだけになっていた婚約者の王子・ヘイリスは、ある日、そんな言葉でアンネリーヌを怒鳴りつけた。

「そ、そのようなことは……！」

　青ざめるアンネリーヌに対し、王子は冷ややかな目で彼女を見つめて言い放つ。

「その目だ。その人を馬鹿にしたような目が気に食わぬ」

　吐き捨てられた言葉に、どれだけアンネリーヌが傷ついたかは、その後、彼女の幼馴染みであった子爵家のトリスタンのみが知る。

「ねぇ、トリスタン」

　子爵家の領地に療養と称して訪れていたアンネリーヌは、以前のように真っ直ぐにトリスタンを見つめる少女ではなくなっていた。いつも誰かの気配に怯え、視線を合わせない臆病になってしまった彼女は、真っ直ぐに夕日を見つめ、涙をこぼしながらトリスタンに言う。

「私のこの目はお祖母さまにそっくりだと言われていて、私もこの目が大好きなんだけど、ヘイリス様に言われてしまったの……手術して目を大きくしろって……」

　そういう美容のための外科手術があることはトリスタンも知っていたが、それは例えば顔に傷を負ってしまったり、痣などがあったりというやむを得ない理由がある場合のみで、アンネリーヌのようにいたって普通の少女がするものではなかった。

　それなのに、そんなことを強要する王子に、トリスタンは憤りを隠せなかった。

　本人が望んでいるのならばまだしも、望みもしないものを、ただ、自分が気に入らないからと強要するのは、甚だ許しがたかった。

　幼馴染みの彼女ほど、真っ直ぐでのびのびとして、とても良い笑顔の女の子をトリスタンは知らなかったからだ。






「――だから、僕は決めたんです。彼女を王子から奪おうと」

　食後、談話室でトリスタンがした話は、自分たちの生い立ちとなれそめについてだった。

　最初はアンネリーヌが件の悪役令嬢だと知って、ベアトリクスはひどく驚いたが、トリスタンの話を聞いていくうちに、別のことが腹立たしくなって仕方なかった。

「なんて自分勝手な人なんでしょう！」

　ベアトリクスが憤慨する。

「アンネさんが手術しなくて良かったです。だってアンネさんの目は、笑うととっても可愛らしいじゃないですか！」

「へへ、ありがとうっス」

　アンネリーヌがはにかんで笑う。笑うと細い目がさらに細くなるが、それがまた彼女の愛嬌を引き立てていて、誰が見ても好感を抱く笑顔だ。

（こんなに可愛らしいのに、手術して顔を変えろだなんて！）

　信じられないことだと思った。

　世の中に王子という肩書きの人は決して多くはない――というより、ほとんどいないが、その中でもワースト１ではないだろうかと思ってしまう。

　もちろん、ベアトリクスの中でベスト１はシモンだ。

「同じ王子とは思えませんね！　シモン様ならそんなこと絶対言わないし、慈悲深くとても素晴らしい人なのに！」

「ハハハ。ベアト、そういうことは二人だけのときに言おうね。それに僕はもう君の公爵だから、王子ではないよ」

　シモンがそう言ってベアトリクスに甘く微笑むと、セシリアがゴホゴホとわざとらしい空咳をした。

「うちの元暗黒大魔王子のことはいいので、結局、どうやって件のヘイリス王子と婚約破棄なさったのですか？」

　軌道修正をはかると、トリスタンは苦笑いを浮かべながら部屋の隅を指さした。

「その説明の前に、あのドライフラワーが見えますか？」

　そこには淡いピンク色の花でできたリースが飾られていた。

「あの花は……？」

「今日、皆さんが見られた丘に咲いていた花です。サーイといいまして、この国の国花です。縁起物としてよく花束に使われるのですが、ああしてドライフラワーにしても温かいピンク色が残るんです」

「確かに可愛いですね」

「お手にとってくださって構いませんよ」

　トリスタンがそう言ったので、セシリアが壁からリースをとってベアトリクスたちのところへ持ってきてくれた。

「あれ、そんなにカサカサしてはいないんですね」

　ドライフラワーといえば乾燥させた花なので、ベアトリクスは恐る恐る触れてみたが、その花は思った以上に柔らかく、まるでベルベットの生地のような滑らかさがあった。

「サーイの花の特徴でして、乾燥させても布のようにしなやかな柔らかさを持つんです」

「わあ、すごいですね」

「別名、枯れない花とも呼ばれていまして、だからこそ結婚式や縁起物として使われるんです」

「それは、花の苗を我が家でも持ち帰りたいところだな……」

　シモンもサーイの花に興味を持ったらしく、その花弁に優しく触れている。

「この国の国花ですから、生花の国外持ち出しは禁止されているんです」

「それは残念だ」

「ですが、ドライリースなら持ち帰れますよ。このリースには言い伝えがありまして、このリースの下でキスをすると二人は結ばれると言われているんです。ドライリースだとさらに永久に結ばれるという意味がつきます」

「キ」

「ス」

　シモンとベアトリクスは二人でリースを持ったまま見つめ合ってしまう。

　先にぽぽぽと頬を赤らめてしまったのはベアトリクスの方だ。

　シモンもコホンとわざとらしく咳払いをする。

「あんれぇ？　新婚夫婦なのにキスくらい、毎朝、毎晩するっスよねえ？」

　黙って話を聞いていたアンネリーヌがここにきて爆弾発言をする。目を細めて楽しそうに笑う顔はとても生き生きしているが、煽られた二人はたまったものではない。

「毎朝っ！」

「毎晩……」

　さらにカアッと二人が茹だったかのように顔を赤くした後に、ベアトリクスがアンネリーヌに尋ねる。

「そうしたら、たくさん子どもができてしまいませんか？」

「はぁい？　まあ、キスだけじゃ――」

「子爵夫人、いいから」

　思わず止めに入ったのはシモンの方だ。

　トリスタンもそれ以上は非礼だと感じたのか、

「アンネ、揶揄からかいすぎない」

　と妻を制した。そして、話をどうやって婚約破棄させたかの方に戻す。

「まあ、とにかくこのリースの下で、永遠の愛を誓うことはプロポーズのようなものなのです。ですから、王子が逢い引きをする場所にこのリースを飾っておいたんです。その結果、王子と現婚約者である男爵令嬢が……その……キスをしているところが、何度か目撃されることになりまして……」

「まあ！」

　ベアトリクスは口を押さえて、驚いてしまう。

（婚約中なのにキスだなんて……！）

　大事に大事に、蝶よ花よと、父親にも婚約者にも守られてきたベアトリクスは、実際の恋愛事情には残念ながら疎かった。シモンに勧められ読んだ恋愛小説でも、キスシーンは最後の最後だった。だから、その物語の後、主役の二人は子どもが生まれる前に急いで結婚したのだろうと思ったくらいなのだ。

「この国では、先に子どもができても大丈夫なんですか？」

　好奇心からそう尋ねると、トリスタンもアンネリーヌも苦笑しながら首を横に振った。

「婚約者がいる身でそのようなことがあっては、婚約破棄は免れません……だから、アンネリーヌに瑕疵はなく婚約破棄できるはずだったのに、王子がアンネリーヌのでたらめな醜聞をばらまいて……」

　不貞行為の末の婚約破棄では確かに醜聞になる。

　その結果を避けるための〝悪役令嬢〟の噂なのだと気づき、ベアトリクスは眉をひそめる。

「あたし、学院ではあまり話さない方だったんスよね。この通り、地はひどい訛りと独特のイントネーションっスから。否定しようにも、早口でこの訛りがバレても困ったので……お互い、好きって訳でもなかったんで、婚約破棄できるなら、多少の噂があっても、別にいいかなあって」

　あまりにもあっけらかんと答えるアンネリーヌに、ベアトリクスたちも呆れこそはしないが、この女性は大いに変わっているのだろうと理解した。

（私と少し似ているのかも……）

　クゼオンダ国では妖精姫と謳われてはいたが、裏ではベアトリクスもその突飛な行動から奇異姫と揶揄されていたことを知っている。

　アンネリーヌはそうならないように、必死に王子の婚約者としての仮面を被っていたのだろう。その心はどこまでも自由で、およそ貴族らしくはなかったにもかかわらず。

「でも良かったっス。この国境沿いに追いやられたおかげで、他の貴族と関係なく暮らせるっス。あたしがあたしらしく生きられる場所をトリスが作ってくれたおかげっス」

　目がなくなってしまうアンネリーヌの笑顔は、見ているこちらも笑顔にさせる良い顔だ。

　この笑顔を守るためにトリスタンが頑張ったのだと思うと、それは素晴らしいことだと思った。

「アンネリーヌは商売に向いているので、この地を観光地にしたり、自転車を広めようとしていたりします。僕は……こうして輸入されたものが自国の材料で製品化できるか試作だけしかできませんが」

「でも、トリスがいるからいろんなものが作れるんスよ！　サーイの群生化だって、トリスが作った肥料のおかげっスから！」

　アンネリーヌがぎゅっと自分の夫にしがみつくと、トリスタンがわかりやすく頬を赤らめた。

「いや、それは……！」

「サーイの花は、多量に花粉を摂取すると体調に支障をきたす人がたまにいるんス。けど、ここのサーイの花はそうならないように花粉の量を少なく、だけど繁殖力を強めた品種改良までされてるんスよ」

「それは、すごいですね……！」

　セシリアがしみじみと感心した声を上げた。

「機械工学だけでなく、植物学にも精通しているんですね」

「いやぁ……その……」

「是非、植物についてご教示願いたいです！」

　キラキラとしたセシリアの目に、たじたじになるトリスタン。

「ちょっとお！　トリスタンはあたしの夫なんですけど！」

　突如、アンネリーヌがトリスタンの首にしがみついて、己に抱きよせる。そしてセシリアを警戒するように睨みつけた。

　セシリアは一瞬、ポカンとしてからハッと気づく。

「も、申し訳ありません。そのような意図はまったくなくて……！」

（アンネリーヌ様って本当に自由なんだ）

　嫉妬したいときは嫉妬して、抱きつきたいときは抱きついて。感情の赴くままに生きる姿は到底貴族らしくはないが、ベアトリクスはどこか眩しい思いで彼女を見つめていた。

　隣でシモンがどこか物憂げな顔で、そんなベアトリクスを見ていることには気づかないまま――
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「この部屋が、この屋敷で一番大きな貴賓室です。ですが王族に連なる方をお迎えできるほどではないので、申し訳ありません」

「いや、構わない」

　シモンがそう言って、ヒート子爵家の執事を下がらせる。

「たまにはこういうベッドに二人で寝るのもいいですね！」

　そう言ったのベアトリクスだ。

　子爵家の予算では最高級のベッドであっても、クゼオンダ国の公爵家のものとは比べるまでもない。

　だが、ベアトリクスはそのベッドに不満はまったくなかった。

「すごく小さくて可愛らしいから、ぴったりくっついて寝ないと落ちてしまいますね！」

「……」

　にこにこと嬉しそうなベアトリクスに対し、シモンはなんともいえない表情を浮かべている。

「ねえ、ベアト」

　ベッドの上で枕を綺麗に並べていたベアトリクスをシモンが呼ぶ。

「なんですか、シモン様」

　シモンはベッドの端に座ると、ベアトリクスに問いかける。

「君もやはり子爵夫人のように生きたいと思った？」

　少しだけ不安そうなシモンの顔に、ベアトリクスはポンポンと自分の隣を叩く。横に来いという意味だ。

　シモンがナイトシューズを脱いで横に近づくと、ベアトリクスが「えいっ」とかけ声をかけてシモンに抱きついた。

「べ、ベアト！」

「シモン様、ひどいです」

「えっ」

　思いがけないベアトリクスの言葉にシモンが動揺すると、ベアトリクスはぎゅうぎゅうと抱きつきながら言う。

「結婚して、私はシモン様のお嫁さんになったのに、他の誰かになりたいなんて思ったことは一度もありません！」

「でも、子爵夫人のように自由に羽ばたける場所を僕は与えてあげることができない……」

　公爵という地位は決して飾りではない。王籍を抜けてはしまったが、シモンに与えられた権力はなお存在する。

　それは公爵夫人となったベアトリクスとてしかりだ。

　毎日をのんびり、自分のしたいことだけをして生きていくことはできない。それは地位が上になればなるほど、だ。

　もちろん、地位が上でも自分の思うがままに生きて、その結果、身を持ち崩す者もたくさんいるが、シモンがそのような人間ではないことをベアトリクスは知っているし、ベアトリクスとてそのような人間になりたいとは思ってもいない。

　その立場にいるのならば、最低限であってもその立場に相応しい行いをすべきなのだ。

「私、公爵夫人のお仕事を嫌だって思ったことありませんよ。『貴族たるもの、身分に相応しい行いをせよ』という言葉は、当然だと思っています。もちろん、それに応じて生きられない方もいらっしゃると思うし、それはそれで良いと思います」

（けど、私は違うもの）

　抱きついたシモンの体躯は、男性のそれだ。

　一見して優男風ではあるが、こうして抱きつくと彼の体幹がとてもしっかりと太いものだとわかる。

　筋肉をつけすぎると知性を侮られてしまうので、そうならないように適度に筋肉をつけた身体なのだと、こうして夫婦になってハグすることが増えて、ベアトリクスは初めて知った。

（シモン様は、誰よりも努力している）

　夫婦になったからこそ、いつも傍にいるからこそ、シモンの大変さを前以上に理解できた。

「私はシモン様に相応しい私でありたいです。シモン様もそうでしょ？」

　顔を上げてシモンを見上げる。

「シモン様も私に相応しくあろうと頑張ってくれているんでしょう？」

　一瞬だけ歪んだ表情は、彼の脆さだ。

　ベアトリクスに関わることだけ、どうしても剥がれ落ちてしまうその仮面が、ベアトリクスは愛しいと思った。

　誰に対しても完璧で非の打ち所がないとまで言われるこの夫は、ベアトリクスの前では、少しだけ弱くなってくれる。

（それが嬉しいってシモン様にはわからないだろうな……）

　自分の中にも、そのような庇護欲があるのだと、最近ようやくわかってきた。

　ベアトリクスの言葉を受け止めたシモンは、ぎゅっとベアトリクスを抱きしめた。

　そうすると、ベアトリクスの小さな身体はすっぽりとシモンの胸の中に収まってしまう。

　とくり、とわずかに心臓が跳ねる。

「ああ、僕はベアトリクスに相応しい人間で在り続けるよ」

　自信を取り戻したシモンがしっかりと断言してくれるその顔は、ランプの光に照らされてくらくらするほど美しく、そして愛しかった。

「もし……私がどうしようもなく困難な状況に陥っても、そのときは必ずシモン様が助けてくれるって……私、信じています」

「ああ。僕はどんなことがあろうとも、ベアト、君を助けるよ。そのために僕はいくらだって強くなれる」

　シモンの顔がゆっくりと近づいてくる。

（えっ……これって……！）

　キスをされるのだとわかった。

「し、シモンさまっ」

「しぃー」

　シモンがそっと人差し指をベアトリクスの唇の上に乗せる。それだけでベアトリクスは何も話せなくなってしまった。

「ベアト、愛しているよ」

　誰よりも、何よりも――

　そこまで言わずとも、そうなのだとわかってしまう。

　この人の愛はどこまでも深い。鳥籠だなんて自分では過小評価しているが、鳥籠は鳥籠でも国一つ分の大きさの鳥籠ではないかとさえベアトリクスは思ってしまう。

（こ、こ、子どもがっ……！）

　ベッドの上でキスをすると子どもができるという父親の言葉が、頭の中をぐるぐるとしたが、すぐに覚悟を決める。

（夫婦だから、いいはずだわ！）

　覚悟を決めて目を閉じると、その様子にシモンが息を飲んだのが気配でわかった。

　ゆっくりと顔が近づいてくるだろうことが、空気の流れで感じられる。

　そして――

　ちゅ、と額にシモンの唇が触れた。

「えっ……」

　目を開けて、ポカンとした顔になったベアトリクスに対し、シモンはクスリといたずらっ子のように笑う。

「ベッドの上でのキスは子どもができてしまうから、ね？」

　そう言ったシモンの顔は、壮絶な色気を讃えていて、そんな夫の顔をベアトリクスは初めて見た気がした。

　自分にもまだ見たことがないシモンの表情があったことに驚くと同時に、顔が真っ赤になってどうしようもない。

（わ、私、どうしてしまったの……？）

「さあ、寝よう」

　シモンがシーツをめくって、ベアトリクスを寝かしつけてくれる。

「おやすみ、ベアト」

　もう一度、額にキスをくれたが、今度は父や母がくれるキスと同じだった。

　先ほどの額のキスと何が違うのか、ベアトリクスにはわからない。

　わからないけれど、確かに先ほどのキスは違っていたのだと思った。

（今晩は……ねむれないかも……）

　なんだかずっと火照る頬の熱を感じながら、ベアトリクスはぎゅっと目を閉じた。









　すうすうと寝息を立てる妻の寝顔を、シモンは少しだけ困った顔で見つめる。

「危うく……」

　その先は、言葉にしてしまうのも恐ろしくて言えない。鉄壁の理性は、すでに決壊寸前だからだ。

　それでもベアトリクスが、自分へ家族に対する情以外のものを感じたのだけは見てとれたのは良かった。

「愛しているよ、僕の可愛い公爵夫人」

　寝ている妻を起こさないように、そっともう一度額に口づけると、シモンもその横に身体を横たえる。

　首都に着くまで、果たして幾夜、自分は眠れない夜を過ごすのかと思ったが、それでもこの温もりには代えがたいと感じながら。
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「さあ、さあ！　チジル王国第二王子ヘイリス様の結婚セレモニーだよ！」

「祝祭を我々も祝おうじゃないか！」

　チジル国首都・ジルチ。

　大きな川が流れるジルチは、別名『川の都』とも言われている。

「わああ、すごい！」

　陸路でここまでたどり着いたベアトリクスたちは、ジルチを横断する河川と、その河川を生かして作られた独特の街並みに驚いてしまう。宮殿へと向かうには、船に乗り換えるというのだ。

「こんな風に、川沿いに発展する都市もあるんですね」

「首都の中は船で行き来するんだよ」

　シモンが説明してくれる。

「シモン様はチジル国にきたことがあるのですか？」

　ベアトリクスの記憶に、シモンと長い時間離れた記憶がほぼないので、小首を傾げる。

「七歳のときに、父の外交に付き合って来たことがあるんだよ」

「そうなんですね」

　それならば婚約前なのでベアトリクスの記憶にないのも当然だろう。シモンは幼い頃の話だというのに、しっかり覚えているようだった。

「宮殿には船で遡上するんだ」

「川を上っていくんですか？」

「蒸気船があるからね」

　チジル国は川から先が海にも繋がっているので、海を挟んだ先の国との交流も盛んだ。

　船での国交のため、独自の文化を発達させてきた地域ともいえる。

　屋根のついた豪奢な船は、薄いカーテンで中から外の景色は見えるが、外からは日の光が反射して見えないようになっていた。

「こういうカーテン、クゼオンダ国でも流行りそうですね」

「そうだね。これはちょっと仕入れられるか確認してみよう」

　川の流れはとても穏やかで、船尾で船頭が船の操縦をしているようだった。馬車ほどの速さはないが、エメラルドグリーンの水面を眺めていると、時間はあっという間に過ぎていく。

　いくつかの堰を越えた先にひときわ大きくて立派な水門があった。

「ここから宮殿に入るんだ」

　シモンが門について説明してくれる。

「船専用の門があるんですね」

「陸路の門はとても狭くできている。チジル国は防御に長けた国とも言えるね」

「確かに堅牢な城壁で囲まれているから、外からの攻撃に強そうですね」

　セシリアもうんうんと肯いている。

（まあ、だからこそ上から攻撃されたり中から反逆されたりすると脆いんだけど、そのあたりの対策も一応はしているんだろうな……）

　ベアトリクスは思ったことは口に出さずにただ微笑んだ。

　シモンだけはおそらくベアトリクスが思ったことを理解したのだろう。そっとベアトリクスの頭を撫でてくれる。

　そうこうしているうちに、入宮許可が下りて宮殿内の船着き場に到着した。

　船から下りると、数人の従者を引き連れた男女がこちらにやってきた。

「ようこそ、クゼオンダ国公爵夫妻」

　シモンたちを出迎えたのは薄い水色の髪をした青年だった。その横には金色の髪の美少女が並んでいる。

「ヘイリス王子、この度はご結婚おめでとうございます」

　シモンが声をかけると、ヘイリスと呼ばれた青年は満面の笑みで答える。

「ありがとうございます、先輩」

　ヘイリスが嬉しそうにそうシモンに言った。どうやら二人には面識があるようだった。

「デイジー、ご挨拶を」

　そして先に自分の婚約者を紹介する。一歩下がっていた美少女が不慣れな淑女の礼の後、

「デイジー・ハンピアと申します。ヘイリス様の婚約者です」

　と言った。

（ああ、この方が……）

　悪役令嬢に散々虐められたというヒロインか――と思った。

　確かに守ってあげたくなるような華奢な体躯の少女だ。

　資料には十七歳と書いてあったことを思い出す。

「先輩が特使として来てくれると聞いたから、とても喜んでいたんです。そちらが奥方ですか？」

「はじめまして」

　ベアトリクスが淑女の礼をすると、にこりと二人は微笑み返してくれる。

「ベアトリクス、ヘイリスは以前我が国に留学した経験があるんだ。私がまだ学生だった頃で、君たちが入学する前だ」

「そうなんですね」

「当時も先輩が婚約者を溺愛していることはとても有名でしたからね。留学中に一度でもお目にかかれたらと思ったのですが、先輩は決して会わせてくれませんでしたから」

　確かにヘイリスと会ったことは一度もなかった。

（あら、シモン様のお友だちとお会いしたことはほとんどないわ）

　チラリと夫を見上げれば、少しだけ気まずげにシモンが咳払いをした。

「僕は大切なものは宝箱にしまっておきたい質たちなんだ」

　公式の場では『私』と称するシモンが思わず言葉を崩すほどには、ヘイリスとは気の置けない仲なのだろう。

　ヘイリスもくすくすと笑いながら、答える。

「いや、でもその気持ちはわかります。僕も彼女と出会って、彼女を誰にも見せたくないと思った日もありましたから」

「まあ……」

　恥じらうように頬を染めた少女は、確かに愛くるしい。金色の髪に蒼い瞳の、正統派の美少女だ。

（でも、この子を婚約者に据えるために、アンネが濡れ衣を着せられた……）

　こんなに善良そうに見える二人であっても、自分たちの恋のためには誰かを不幸にしても構わないと思ったのだろうか。

　一方を知れば、もう一方が悪に見える。

　だが、もう一方を見ても、それが必ずしも自分にとっては悪ではないこともある。

　侯爵令嬢だったときもそうだが、いろんな人と関わってきたせいか、人間は一面だけでは判断できないことの難しさを、ベアトリクスは再認識した。

「ベアト様、お顔の色があまりよくないですが、大丈夫ですか？」

　そっとセシリアが小声でベアトリクスの様子を伺ってくる。顔色だけですぐに察してくれるセシリアの優しさが嬉しい。

「船酔いしてしまったのかも……」

　ベアトリクスがそう言うと、セシリアが即座に、

「それでしたら、すっきりするお茶をご用意しますね」

　と言ってくれた。

「大丈夫？　僕が部屋まで抱きかかえようか？」

　シモンも心配そうにベアトリクスの肩を抱き寄せてきた。自分に身体を預けていいよというのだろう。ベアトリクスはぽすんと頭をその胸にもたれさせたまま、

「ううん、歩けはするから大丈夫です」

　と答えた。

　心配そうに自分を見つめてくる二人に、ベアトリクスの胸は温かくなる。自分の周りには、とてもベアトリクスを大切にしてくれる人たちがいる。

　誰を信頼すれば良いのか怯えることもなく、真っ直ぐに向けられる親愛の情が嬉しい。

「それではお部屋に案内させましょう」

　ヘイリスに促されて、ベアトリクスたちは宮殿の中に入っていった。
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　その晩は、シモンたちのために晩餐が準備された。

　こちら側は、シモンとセシリアとベアトリクスだけだが、チジル国側にはヘイリスたちだけではなく、皇太子夫妻もいた。

「このような席を設けていただき、まことにありがたく存じます」

「ああ、クゼオンダ国とは私の代になってからも末永く仲良くしてもらいたいからね。ヴァーミル公爵が外交を担うと聞いたから、これからはより一層、貴国に対して礼を尽くしたいと思ってるよ」

「ありがたいお言葉です」

　現在、チジル国とクゼオンダ国との関係は良好だ。

「ニーラ竜王国の継承問題を解決したのは公爵だと聞いているよ。君の力を必要とする国は多いだろうね」

　ニーラ竜王国との間でちょっとした騒動があったことは、両国間で内密に処理されたはずだが、皇太子はしっかりと把握しているようだった。

「いえ、私の力というよりは、彼女のおかげです」

「ふえっ？」

　突然、功労者は自分だと言われたベアトリクスは、食事をしていた手を止めてシモンを見た。

「彼女の機転があったおかげで、ニーラ竜王国はあのように滞りなく継承問題が解決しましたから」

　シモンは誇らしげにベアトリクスのことを褒めるが、ベアトリクス一人ではなしえなかったことだ。シモンやセシリアがいてくれたからこそ、両国間で大きな溝ができることもなく済んだともいえる。

「シモン様やセシリアがいてくれたからです。私一人の力ではナニもなしえませんでした」

　ベアトリクスがきっぱりとそう断言すると、皇太子はそのあたりも把握しているのか、鷹揚に頷いた。

「夫妻で支え合い、信頼できる補佐もいる。いやはや、羨ましい限りだ」

「ありがとうございます」

　シモンもベアトリクスも皇太子に対して必要以上にへりくだることはしなかった。もとより上下のある国関係ではなかったし、自分たちを正しく評価してもらえていると思ったからだ。

「ヘイリスたちも同じ立場として、これからこの国を支えられるよう努めなさい」

　しかし、皇太子が次に自分の弟夫妻にそう言った顔はどこか、険しさを含んでいるようにベアトリクスには思えた。

（なんで……？）

　もうすぐ結婚する弟夫妻に対して、祝福ムードがあっても良いだろうに、皇太子の顔にその様子は見られない。むしろこのまま結婚しても大丈夫なのかといわんばかりに、弟たちを見る目は厳しかった。

　ヘイリスたちも皇太子のそんな様子を察しているのか、「はい……」と返事する声も元気がないように思えた。

（せっかく結婚するのに、どうしてだろう？）

　ベアトリクスは不思議に思ったが、それをこの場で口にしないだけの良識はあったので黙っていた。

　その理由に思い当たったのは、その後、男性陣と女性陣に分かれて、ちょっとした歓談の席が設けられたときだった。

　私的な晩餐会の後はそういうことも多い。

「あら、補佐官でしたのね。わたくし、てっきりこちらに婚約者を探しに連れてこられた令嬢だと思っておりました」

　セシリアの紹介をすると、皇太子妃はそう言ってコロコロと鈴を転がすように笑った。

「いえ、私はそのような身分ではございませんので」

　侍女としての付き添いならば一緒に食事することはあり得ないが、補佐官であれば外交の一環として食事を共にすることはある。もっともそれは男性が多いので、セシリアのように女性が食事を共にすることは極めて希だと思われるが。

「そんなことはないわ。テーブルマナーもとても素晴らしかったわ。とくに今日出たフルーツは海外から輸入したものだったけど、こちらではめったに出されることのない果物だから。説明させようとしたら先にセシリアさんがベアトリクスさんに説明されていたでしょう？」

「ああ、バナーヌという果物ですね」

　黄色くて弓形の果物がデザートとして出たのだが、この大陸では見られない果物だったのでベアトリクスは目をキラキラさせながら観察した。そのまま食べても良いのかと思ったが、黄色の部分は皮で、中に白い果肉があるのだとセシリアが教えてくれたのだ。

「まるでケーキのような濃厚な食べ応えで、とてもおいしかったです」

　ベアトリクスがそう言うと、皇太子妃は嬉しそうに微笑んだ。

「セシリアさんはどこでバナーヌについてお知りになったの？」

「こちらの国に訪問すると決まった際に、友好国についても一緒に学びました。海外の国の習慣もとても面白く、貴国は様々な物を輸入していると聞きましたので」

「しっかりお勉強なさっているのね。わたくし、こんなに楽しい食事は久しぶりでした」

　皇太子妃は上機嫌でセシリアを褒める。

「本当に婚約者を探す気はありませんの？　わたくし、皆さんに紹介したいわ」

「い、いえいえ！　恐れ多いです！　それに私はベアトリクス様のお傍にいたい一心でおつとめしておりますので」

　セシリアが丁重に断ると、皇太子妃は「残念だわ」と、本当に残念そうにため息をついた。よほどセシリアのことが気に入ったのだろう。

　セシリアのことが大好きなベアトリクスとしても、それはとても嬉しいことだった。

「ベアトリクスさんが羨ましいわ。こんなに素敵な補佐官が傍にいるなんて」

「ありがとうございます！　私にとってセシリアは優秀な補佐官であると同時に、かけがえのない親友でもありますので、とても嬉しいです」

　ベアトリクスが、自分が褒められたかのように嬉しそうにそう礼を述べると、なぜか皇太子妃の表情が曇った。

「この国の女性にもあなたたちのような方がいらしたら良かったのに」

（え……）

　目の前に、デイジーという自国の少女――しかも義弟の妻になる予定の女性がいるにもかかわらず、皇太子妃はそう言った。

　デイジーが頬を赤く染めてうつむく。ぷるぷると震える姿は今にも泣きそうだ。

「いえ、以前はいたのよ、私の傍にも。いつかは可愛い義妹になるとばかり思っていたのに……ヘイリスの悪いところは、容姿でしか人を判断できないところね……」

　ふぅ、と皇太子妃は溜息を吐いた。

「そういえば、ここに来る前に国境で宿をとられたのでしょう？　あそこのフラワーロードには立ち寄ったのかしら？」

「は、はい。大変綺麗な場所でした」

「そうですね、私も自転車という乗り物に初めて乗りました！」

　セシリアが肯き、ベアトリクスが自転車について話題に出すと、ピクリ、と皇太子妃の肩が動いた。

「ジテンシャ……？」

「は、はい……こう、馬車のような車輪が二つついて自らの力で動かす乗り物でして……」

「デイジー！」

　皇太子妃が強い口調でデイジーの名を呼んだ。

「は、はいっ！」

「北方地域はヘイリスに任せていますよね。あなたも妻として国土管理を任されたはずです」

「はいっ」

　デイジーがガタガタと震えながら返事をする。だが、その声はか細く今にも泣き声に変わりそうだった。

「子爵領ではジテンシャという乗り物を開発中のようだけど、報告はあがってきているのかしら？」

　皇太子妃のきつい口調にデイジーはガタガタとしながら、「はい」と小さく答えた。

（え、届いていたのに報告していなかったの？）

　そういえば、シモンからもそのような話を聞いていた。トリスタンはフラワーロードの開拓や自転車の件をきちんと中央に報告してはいるのだが、何の返信も来ないのだと。

　とくに自転車は特殊な乗り物のため、なるべく早く国の開発許可や特許を確認したかったにもかかわらず、返信が来ないため、シモンがどんなに所望しても譲ることは出来ないと言われたのだ。

「フラワーロードの件といい、どうしてそのあたりの報告が私にあがってこないのかしら？」

「へ、ヘイリス様が、子爵領のことはよく吟味してから殿下たちに報告するように仰っていて……」

　青ざめた顔でしどろもどろにデイジーが言い訳するが、皇太子妃は強く首を横に振った。デイジーの対応をよしとしないのだろう。

「あなたは王子妃として、これから私の側近として、頑張ってもらわなければいけないのですよ。なのに、どうしてヘイリスの管轄する北方地域の流行や技術開発に関しての連絡がこんなに遅れるのですか。それらは後回しにして良いことではありません。まして他国の賓客の方から知らされる内容ではけっしてないのですよ」

「そ、それは……」

　皇太子妃はふぅ……と溜息を吐く。

「ジテンシャという乗り物が、万が一、機密事項になり得る物だった場合、どうするのですか」

　皇太子妃の言葉に驚いたのは、デイジーだけではない。ベアトリクスとセシリアも息を呑む。

「もちろんそのようなものでないことはベアトリクスさんの説明でわかりましたが、情報が遅れるということはそれだけ国として致命的でもあるのです」

（ああ、皇太子妃さまは私たちにも注意を促していらっしゃるのね）

　デイジーを強く叱責はしているが、同時に自転車に関して、ベアトリクスたちにもほかでは言わないようにしてもらいたいのだろう。

「ベアトリクスさん、ごめんなさいね。まだ中央でも確認できていない乗り物のことなので、そのことに関してはあまり話題にしないでいただけますか？　いずれわかり次第、こちらからご連絡さしあげますね」

「はい、わかりました」

　機密事項でないとは言ってはいるが、馬に代わりうる乗り物ならば、それは当然重要視されるのも無理はない。

「私こそ、もう少し慎重にお話せずに申し訳ありません」

　歓談の場といえども、外国なのだから気をつけるべきことは多いのだとベアトリクスは学んだ。

（シモン様のお嫁さんとして、外交に携わるのだから私もしっかり学ばないと！）

　ぎゅっと両拳を握りしめ決意も新たにしていると、皇太子妃はふう……とため息をついた。

「夫が愚かな行為やふるまいをしたとき、それをいさめることもまた妻の役目なのです。王子妃というのは、ただ、妻であればよいというものではないのですよ」

「も、申し訳ありません」

　デイジーが深々と頭を下げたが、膝の上に置かれた手は小刻みに震えていた。

　その姿を見つめて、皇太子妃は眉を顰める。だが、諦めたのかベアトリクスたちの方へと向き直して言う。

「身内の恥をさらして申し訳ありません。私は気分が優れないので、今日はお先に失礼させていただきますね。ごめんなさいね、せっかくの歓談に水を差してしまったわ」

「い、いえ、そんなことありません。あの……自転車の件は、子爵も開発中だと仰っていた物を、たまたま私たちが見てしまっただけなので……」

　ベアトリクスがそう言うと、なぜかデイジーがキッとベアトリクスをにらみつけた。

　まるでお前にかばわれたくないといわんばかりの表情に、ベアトリクスが思わず固まると、セシリアがすぐにかばうように声を上げる。

「皇太子妃、よろしければ今度改めて、歓談の席を設けていただけますと嬉しいです」

　話の流れを変える言葉に、皇太子妃はベアトリクスとセシリアを柔らかい目で見つめる。

「あなたたちは本当に仲が良いのね……」

　それがとても羨ましいのだと、言葉にせずとも伝わるような視線だった。

　ベアトリクスは、皇太子妃がどうしてそこまでデイジーに厳しくする一方で、ベアトリクスたちには慈愛の視線をむけるのかわからなかったが、彼女はそのまま侍女たちを連れて帰ってしまった。

　残されたのはベアトリクスとセシリア、そして叱られてうなだれるデイジーだけだ。

「ぐすっ……」

　鼻水を啜る音に、彼女が泣いていることがわかった。

「これ、使ってください」

　セシリアがハンカチを差し出すと、それをデイジーは受け取って目元を拭う。

（わぁ……）

　ベアトリクスはこんなときだというのに、デイジーの美しい泣き顔に見蕩れてしまった。確かにこんなに綺麗な少女に泣かれたなら、誰しも胸を傷めてしまうだろうし、彼女の憂いの元を取り払ってやりたくもなるだろう。

「私だって……頑張っているのに……」

　さめざめと泣くデイジーにベアトリクスが柔らかく尋ねる。

「デイジー様は王子妃の教育をいつから受けてらっしゃるんですか？」

「一年です」

「私は王子妃教育を、十年は受けています。それでもまだ分からないことだらけですし、失敗もします。ですから、あまり気落ちしないでくださいね」

　ベアトリクスがそうやって慰めたが、デイジーは強く首を横に振った。

「ですが皇太子妃殿下は、ことあるごとに以前の婚約者さんと私を比べるんです！」

「それは……」

（以前の婚約者ということは、アンネのことかしら……）

　皇太子妃とアンネリーヌの関係がどうだったのかベアトリクスにはわからない。

　だが、先ほどの皇太子妃の様子を見ると、デイジーの言うことも一理あるように思えた。

「アンネは、魅力的な女性ですからね……」

　皇太子妃もアンネリーヌのことが好きだったのかもしれない。少し変わった女性ではあったが、ベアトリクスもアンネリーヌのあの溌剌とした性格を好ましいと思っていたので、皇太子妃もそうであったのなら、きっとデイジーに対してはどうしても納得のいかないところもあるのだろう。

（難しいなあ……）

　気持ちとしてはベアトリクスもアンネリーヌの肩を持ちたいが、だからといって皇太子妃がこれから関係をつないでいかねばならないのは、このデイジーの方なのだ。

　あえて波風を立たせているような皇太子妃の言動には、ベアトリクスも疑問を禁じ得ない。

　なんとなくモヤモヤしたものをベアトリクスが抱いていると、デイジーがぐずぐずと泣きながら、ぽつりと呟く。

「私は私のままでありたいのに……どうして……」

（……？）

　デイジーの言葉に、ベアトリクスは違和感を覚えた。

　それは例えるなら真っ白な紙に垂らされた無色透明なレモン汁のようなものだ。

　だが、なんとなく腑に落ちずに口を開く。

「王子妃になることを選んだのだから、男爵令嬢のままでいようとすることは難しいと思います」

「え？」

　涙で目を赤くうるませたデイジーがベアトリクスを見る。

　ベアトリクスはなんとも言えない苦笑いを浮かべて彼女に優しく告げる。

「だって王子妃になるってわかっているんですもの。その分、努力しないとなりません」

「そんなっ！」

　デイジーがひどいと言わんばかりの顔になるが、王族になるということはこの国の代表の一人になるということなのだ。その窮屈さをベアトリクスは、シモンで散々見てきた。

　だからこそシモンはベアトリクスのために一切の利権を捨てて王籍を抜けたとも言える。

　ヘイリスもデイジーも、その覚悟があまりにもないように見えた。

「デイジー！」

　応接間の扉がノックもなく無遠慮に開け広げられた。

　びくりとすると、扉から入ってきたのはヘイリスだった。ヘイリスは泣いているデイジーを見るなり駆け寄って抱きしめる。

「義姉上が体調を崩して戻られたと聞いたが、やはりまた君のことを虐めたんだな！」

（いじめ？　えっ？）

「ち……ちがうんです……皇太子妃殿下は虐めたわけではなく……」

　ベアトリクスがわたわたとしながらそうではないと言おうとしたが、ヘイリスはまったくベアトリクスの方は見ていなかった。ただ、泣いているデイジーだけを一心に見つめている。

「デイジー、どうして泣いているんだい？　僕に打ち明けてくれないか？」

　優しく婚約者を宥めるヘイリスの目には、ベアトリクスやセシリアは視界にも入っていない。

「私……ベアトリクス様やセシリア様のように綺麗な作法ができないからと比べられてしまって……」

「デイジーの作法だって十分綺麗じゃないか！」

　ヘイリスがデイジーを庇うが、セシリアに比べては洗練さに欠けるところは確かにあったのだ。

「十年も私……勉強できませんっ……！」

「それは十年勉強し直せとまで言われたということか？」

「……」

　デイジーは無言でシクシクと泣き出す。

（えええええ？）

　頭の中が『？』で一杯になってしまう。

　いつ、誰が、十年勉強しろと言ったのか。

　一年では仕方ないですよと言ったつもりだったのに、デイジーは違う意味でとっていたようだった。

「子爵領のことをきちんと報告できないことを叱られてしまいました……」

「またあそこか！」

　ギリッとヘイリスが歯を食いしばる。腹立たしいと言わずとも顔に書いてあった。

「自分が婚約破棄されたからって、こんな姑息な嫌がらせをするなんて……」

「あのぉ……」

　ベアトリクスはそろっと手を挙げた。

「なんですか？」

　ヘイリスがやや険しい表情のままベアトリクスを見た。その目にはどうしてデイジーを庇わなかったのかという非難さえ見てとれるようで、ベアトリクスはなんとも言えない気持ちになってしまう。

「その、私たちは北部を通ってこちらにきたのですが、どうしてジテンシャについての報告をあげなかったのですか？　皇太子妃さまはそのことについてデイジー様を叱られたんです」

「あんなオモチャのようなもの、どうしてあげる必要が？」

　ヘイリスが鼻白んだ顔でそう言ったので、ベアトリクスは驚きを通り越してポカンとしてしまう。

「オモチャって……」

「オモチャでしょう。あの子爵とその妻は、奇抜な発想でただ世間の目を引きたいだけなんです。それをどうしてわざわざ兄上たちに報告する必要があるのでしょうか。フラワーロードとて、国花をただたくさん植えただけでしょう！」

（わぁ……）

　偏見がひどい、と思った。

　アンネリーヌに対しての印象がことごとく悪いヘイリスにとって、彼女の嫁いだ子爵領が栄えることは面白くはないのだ。そのあまりにも子どもっぽい様子に、さすがにベアトリクスも絶句してしまう。

「で、ですが自転車は子爵が海外から輸入してきた物で……」

「あの女がいいように夫を動かしているのでしょう。あの女はそうやって僕のことも自分の思うとおりに動かそうとしてきたから――」

「その言い方は――」

　あまりにも一方的なヘイリスの言い分に、ベアトリクスが反論しようとしたときだった。

「あなたたちは騙されているんです」

「はい……？」

　ぴたりとベアトリクスの動きが止まる。

「アンネリーヌはそうやって知識や技術をひけらかして、自分の思い通りに相手を動かすことに長けた魔女のような女なんです」

　あまりにもあまりな言いようにベアトリクスは怒りさえ覚える。

　彼女の怒りを抑えたのは、そのとき隣にいたセシリアだった。

　立ち上がろうとしたベアトリクスの手にそっと自分の手を添えて、セシリアはベアトリクスの気持ちを落ち着かせる。

「公爵様がお見えです」

　セシリアがまた会話を変えるようにそう言った。

（シモン様？）

　扉の方を見れば、

「これは何の騒ぎかな？」

　コツン、と開かれた扉を軽くノックして現れたのはシモンだった。背後には皇太子もいる。

「兄上！」

　ヘイリスが皇太子を呼ぶ。

「またアンネリーヌが私たちを陥れようとしたんです！　デイジーだって一生懸命頑張っているのに！」

　皇太子は皇太子妃と似たような表情で溜息を吐いた。

「ヘイリス、客人の前だ。慎みなさい」

　そう言うと、応接間に入ってきてベアトリクスとセシリアに目を向ける。

「公爵夫人、我が愚弟たちがすまなかったね」

「い、いえ……」

「ヘイリス、デイジー、私と一緒に来なさい」

「兄上、ですが！」

　皇太子は何か言おうとしたヘイリスを視線で黙らせる。

「それでは、私たちは失礼する。ヴァーミル公爵、すまなかったね」

　ヘイリスたちは立ち上がって、皇太子の後をのろのろとついていった。

「大丈夫だったかい？」

　彼らが去った後、シモンが心配そうな顔で、ベアトリクスの隣に座る。

「ええ、大丈夫ですよ、シモン様」

「皇太子妃殿下の侍女が遊戯室まで来て、妃殿下が帰られたことを報告したら、ヘイリス王子が慌ててこちらに向かってしまってね……僕も過保護な方だけど、彼のアレは異常なほどだね……」

　先ほどのヘイリスの顔を思い出す。デイジーをとても心配してはいたが、それにしてはアンネリーヌに対しての当たりが強すぎるようにも思えた。

　それにデイジー自身も、誤解を招くような言い方になっていたことが気になる。

「で、ベアトはどう感じた？」

「え？」

「ヘイリス王子たちは、ヒート子爵や子爵夫人に対して意地悪をするような人間に見えた？」

　問いかけのようなシモンの言葉に、ベアトリクスは戸惑う。だが、思ったことを率直に述べる。

「ヘイリス王子はとてもアンネリーヌを嫌っているように思えました」

　素直に皇太子の言うことを聞いてはいたが、ヘイリスは一貫してアンネリーヌに対して辛辣だった。

　彼とアンネリーヌの間でいったいどのようなことがあったのかベアトリクスにはわからない。だが、アンネリーヌとヘイリスの相性は最悪だったのだろうことはわかった。

　一方で、皇太子妃はアンネリーヌをとてもかわいがっていたのだろうとも思えた。デイジーにきつく当たるほどには、アンネリーヌをかわいがっていたのだろう。

　彼女がアンネリーヌを好いていることはわかったが、それならばどうして子爵夫妻はあの領地で冷遇されているのかがわからない。

（もっと穏便な婚約破棄の仕方があったような気がする……）

　どうしてヘイリスとアンネリーヌの婚約はあんなにこじれた状態で破棄されたのか。

　わからないことが多すぎた。

「セシリアは何か感じた？」

　シモンはセシリアの意見も尋ねる。

「私はデイジー様の態度に違和感を覚えました」

　セシリアははっきりと自分の考えを述べる。

「デイジー様は、典型的な言わずとも察して女子だと思いました」

「言わずとも……」

「察して……」

　シモンと二人、顔を見合わせてしまう。

「ヘイリス王子殿下が勝手に解釈して暴走するような言葉をあえて選んでいるようにも思えました。語尾を濁してはっきり言わない態度で、嘘は言っていませんが、巧妙に相手を自分の思う方向に印象操作しているようにも見受けられました」

「印象操作……」

　確かにデイジーは言葉が足らなかった。いつも最後まで言い切る前に口を噤んでいるので、その先を勝手に解釈される可能性はあった。

「ただ、それがデイジー様の策略なのか、それとも本人の元来の性質なのかまではわかりません」

　セシリアの観察眼にベアトリクスは感心する。ベアトリクスはどうしてヘイリスがあんな風に曲解してしまうのかと思ったが、確かに曲解しやすいような言葉をデイジーは選んでいたのだ。

「そうか」

　シモンはベアトリクスとセシリアの答えを反芻してから、コテンと突然ベアトリクスの肩に頭をつけてくる。

「シモン様？」

「ヘイリス王子は昔から思い込みが激しい方だった。ただ、デイジー嬢に対する反応はやや過敏すぎる……」

　学生時代よりも激しくなってしまったヘイリスに、シモンは違和感を覚えているようだった。

　いったい、本当は何が起こって、何があってヘイリスとアンネリーヌは婚約破棄をしたのか。

　それは外部の人間であるベアトリクスたちには到底わかることではない。

「無事、二人の結婚式が滞りなく済めばいいんだが……」

　思わず零した声に、ベアトリクスもセシリアも深く同意した。

　何事もなく結婚式が済めばいい――

　しかし、不穏な空気は、これだけではなかったのだ。
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　翌日、ヘイリスから直々に、チジル国を案内させて欲しいという手紙が届いた。

　昨日の謝罪も込めてという内容だったので、ベアトリクスたちは快くそれを受け入れた。

「結婚式の準備で忙しいだろうに、すまなかったね」

「いえ、せっかく先輩たちが来てくれたのに、何のおもてなしもしないことこそ失礼に当たりますので」

　今日のヘイリスは落ち着いた様子だ。

　今、シモンたちを案内してくれているところは、王宮を出て南に位置する貴族学院だった。この国にも貴族専用の学院はあるようで、ここからいろんな専門分野の人間が誕生するところは、クゼオンダ国とあまり変わらないように思えた。

　ただ、地形や環境が違うので、学習していることがすべて同じというわけではないらしく、ベアトリクスの興味を特に引いたのは、航海学という学科だった。海があってなおかつ海外との交流もあるチジル国らしい学科だ。

「卒業時には、外海で一週間過ごす実習があります。航海学部は平民向けの学院でも併設されています」

　淡々と説明される内容に、ベアトリクスは目をキラキラとさせてしまう。

「シモン様、シモン様！」

「なんだい？」

「いつかは私もシモン様たちと一緒に航海がしてみたいです！」

　海の向こうの国に行くにはまだまだ安全面での心配があるが、それでも昔に比べれば難破の確率はかなり低くなっている。

　まだ見ぬ世界はどんな世界だろうかと思うと、そう考えるだけでドキドキワクワクが止まらない。

「そうですね、是非、我が国から海外へといけるような時代が来れば良いなと思っています」

　ヘイリスもベアトリクスの言葉を好意的に受け止めてくれたようで、嬉しそうに航海学について説明してくれる。

「実は、私も子どもの頃は船乗りになるのが夢だったのです」

「素敵な夢ですね！」

「王子としての仕事もあるので、なれないことはわかっていたのですが、それでも憧れることは自由ですからね」

　そう言ったヘイリスは嬉しそうに目を細めて、模型の帆船に目を向けた。

「私も外交を任せてもらえたら、デイジーと一緒に海外に行ってみたい気もするのですが」

　デイジーは今ここにはいない。彼女は現在王子妃の教育で忙しいからだ。

　ヘイリスの目は宮殿の方角に向けられており、彼がどれほどデイジーに愛を注いでいるのかわかる。

　婚約者をすげ替えるほどの恋は、いまもなお燃え上がっているのだろう。

「あら、こちらは……？」

　航海学部の教室には、背面の壁に旗がたくさん飾られている。それに××年度卒業航海と書かれているので、先ほど説明を受けた話なのだろう。

「卒業実習の航海旗です」

「毎年、デザインが違うんですね」

「ええ、その学年の生徒たちが自ら考えて作成するんです」

　魚をデザインしたものから、剣をデザインしたものまで、様々だ。

「とても綺麗ですね」

「あら、でも三年前のだけないんですね」

　セシリアは順番に年度を見ていたらしく、抜けていた箇所を指摘すると、今まで微笑んでいたヘイリスの表情が曇る。

「そのときは……船が帰ってこなかったのです」

「え……？」

　どういう意味だろうと一瞬思ったが、すぐに気づく。

　海の渡航にはまだまだ危険が伴う。たとえそれが近海であっても、万が一はあり得るのだ。

　だからこそ、王族であるヘイリスは船乗りにはなれなかったのだろう。

「予想だにしなかった嵐に巻き込まれて……」

「そんな……」

「そのとき、亡くなった方にデイジーの兄がいたのです。彼は僕の先輩でとても親しくしていました。私はその葬式に参列して、デイジーと出会ったのです……」

　てっきり一緒の学院だったのかと思っていたら、そうではなかったことに驚く。

　同時に決して幸せではない出会い方だったのだとも。

「私にとっては良い先輩でした。いつも妹のことを自慢していて、私は彼のことをとても買っていた。まさかその妹に恋をするなんて、そのときの私は思いもしなかったのですが」

　予想外だったのだろう。

（でも……）

　婚約者がいた身だったのだ。

　出会ってしまった二人は、そのまま恋に落ちてしまう。それが決して許されるものではないとわかっていても、どうしても譲れない何かがあったのだろう。

「あの……とても失礼なことですが、質問してもいいですか？」

　ベアトリクスは迷いながらもそう問いかける。

　ヘイリスはこくりと肯いた。

「アンネリーヌに対しては、どのような感情を持っていらしたんですか？」

　ヘイリスが強ばる。

　シモンはそっとベアトリクスの肩に手を置いてくれた。ヘイリスが激昂したら庇ってくれるつもりなのだろう。

（たとえ怒られるとしても、どうしたらあそこまで憎めるのか、私にはわからないもの……）

　どうしてヘイリスはアンネリーヌに対して辛辣なのか。起こるべくして起こったかのような婚約破棄の、その理由が知りたかった。

「アンネリーヌはとても優れた女性です。彼女は、私が散々苦労して学ぶことも、たいした苦労もせずに習得するほどの天才です。子どもの頃から、私は何をしたって彼女にかなうことはありませんでした」

　ヘイリスの口から述べられるアンネリーヌは、あの溌剌としたアンネリーヌとは少しだけ違うように思えた。確かに彼女は普通の貴族とは違っていたが、天才と呼ばれるほどだったのかはわからない。

「私には彼女の言っていることの半分も理解できなかった」

　ヘイリスのその言葉に、ベアトリクスはドキリとする。

　それは遠い昔、ベアトリクス自身も誰かに言われたことがあったからだ。

『ベアトリクス様の仰ることは、あまりにも奇抜すぎて私には理解できません！』

　ベアトリクスの王子妃教育を引き受けた教師がヒステリックに叫ぶ姿が脳裏に鮮明によみがえった。

『一度見ただけの図形をあんなに正確に描き写せるのに、詩文の心情はまったく理解できません。彼女は人の心がわからないのではないですか。彼女は異常です。おかしいです！』

　シモンにそう言っている姿を、陰から見てしまった。

　そのすぐ後に教師は代わってしまったので、ベアトリクスは彼のことを忘れていたのだが、今、ヘイリスの言葉で思い出してしまった。

　青ざめたベアトリクスに直ぐにシモンは気づいて、彼女の肩を強く抱き寄せる。

「ベアトリクス……」

　心配するかのようにシモンに囁かれたが、ベアトリクスは強ばった顔でただヘイリスを見つめていた。

　ゆっくりとヘイリスは口を開く。

「幼い頃から婚約者だった彼女に対して、私が抱いていたもの――それは……」

　強ばった表情と声色には、デイジーに向けられたような愛しさは一切含まれていない。

　その理由を、ベアトリクスたちは次の瞬間、知った。

「畏怖です」
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　今日の外交は恙つつがなく終わり、夕餉の後、入浴を済ませたベアトリクスはその髪をセシリアの手によって乾かしてもらっていた。

　本来なら宮殿侍女たちがいるのだが、寝る前に少し話したかったのでセシリアを呼んだのだ。その際、

「ベアト様はお疲れのようですから、このあとのお世話は私がします。皆様、下がって良いですよ」

　とセシリアが人払いをしてくれたのだ。

　タオルでぽんぽんとセシリアが優しくベアトリクスの髪の水気を吸い取ってくれる。

　ベアトリクスはそんなセシリアを鏡越しに見た。

「セシリアは誰かが嘘を言っているように思えた？」

「難しいお話ですね」

「ここに来る前に、悪役令嬢の噂はたくさん聞いたわ……」

　チジル国の悪役令嬢の噂は、チジル国内だけでなく隣国のクゼオンダ国にも聞こえるほど悪名高いものだった。

　しかし、実際に会ってみたアンネリーヌはそんな悪役令嬢の様子はまったくなく、むしろ気さくな田舎娘のような雰囲気の女性だった。

　それならば、彼女を悪役令嬢に貶めたのは、当然元婚約者であるヘイリス王子かと思ったのだが――

「ねぇ、セシリアは誰かに畏怖なんて感じたこと、ある？」

　滅多に使う言葉ではないように思えた。

　恐怖ではないのだろう。国の王子であれば権力もあるはずだ。

　それなのに、ヘイリスは未だにアンネリーヌを恐れているのが見てわかった。

「ないですねぇ……腹が立ったり、頭にきたりしたことはありますけど……」

「じゃ、じゃあ、逆に畏怖されたことはある？」

　思わずベアトリクスは振り向いてセシリアを見てしまう。

　ヘイリスがああ言ってから、ベアトリクスは自分も誰かにそのように思われているのではないだろうかと思ってしまったのだ。

　ベアトリクスとアンネリーヌはまったく違う。容姿も性格も何もかも。

　だが、二人の環境はとても似通っており、また、アンネリーヌがどのような天才かはわからないが、人に対して理解されないところは、ベアトリクスにも覚えがあったので、今更ながらに不安になってしまったのだ。

　そんなベアトリクスの表情に、セシリアは彼女が何を不安がっているのか察したのだろう。

「ベアト様、少しだけご無礼をよろしいですか？」

「え？」

「今だけ、友達としての言葉をかけても？」

　セシリアの問いかけに、こくこくとベアトリクスは頷く。

「私はベアト様のことが大好きです。あなたが私を見つけてくださったから、私はこうして今あなたの傍にいられます。それがどれほどの僥倖だったかベアト様はわからないと思いますが、私にとってこれほど幸せなことは、おそらくもうないでしょう」

「そんな、おおげさよ、セシリア」

　セシリアは櫛を置くと、後ろからぎゅっとベアトリクスを抱きしめる。

「セシリア……？」

「貴族になって苦しいことしかなかった私を、こんな幸せな世界に導いてくださったベアト様を畏れることなどありましょうか。最初に私に近づいて、私に好意を抱いてくださったのはベアト様、あなたです。あなたが私を好きになってくださったから、私は今、こうしてここにいられるんです」

「セシリア……」

　セシリアの言葉が不安だったベアトリクスの心を柔らかく包んでくれる。

　鏡ごしにかち合ったセシリアの瞳は聡明な水色だ。出会ったときから変わらないその美しい水の色は、いつもベアトリクスに対して真摯であろうとしてくれる。その目が愛しさで溢れているので、ベアトリクスの胸も熱くなる。

　最初はシモンと恋人になってもらうつもりでセシリアに声をかけたはずだった。

　それがいつの間にかセシリアとは友達になり、そして今は自分の補佐としてずっと傍にいてくれるようになった。

　それまでベアトリクスの奇行などを注意してくれるのは、侍女であるマーガレットくらいなものだったが、今ではセシリアが常に傍にいてくれて、注意するなり一緒に行動するなりしてくれている。

　そう、セシリアは一緒に行動してくれるのだ。

　シモンだけが理解してくれる世界に、セシリアが来てくれたことがどれほど嬉しかったことか。

　人に距離を置かれてもベアトリクスにはシモンがいてくれたから平気だった。他人がいなくてもその世界を別にさみしいなどと思うこともなかった。

（でも、今はセシリアのいない世界なんて考えられない！）

　ベアトリクスはくるりと後ろを振り向くと、ぎゅっとセシリアに抱きついた。

「大好きよ、セシリア！」

「私も大好きです、ベアト様！」

　セシリアもぎゅっと立ったまま抱きしめてくれるので、二人でぎゅうぎゅうと抱き合っていると、ガチャリと寝室のドアが突然開いた。

「悪いんだけど、そろそろベアトを返してくれるかな？」

　ニコリと笑顔のシモンが寝間着にガウンを羽織った状態で、こちらを見ている。

「あら、ノックもしないで失礼ではないですか？」

　セシリアがしれりとそう言った。本来ならあり得ないことだが、この三人の間柄ではすでに容認されている。

　シモンもさして気にする様子もなく、言葉を続ける。

「君たちが仲の良いことはとても良いと思うけど、少しくっつきすぎじゃない？」

「ふふふ、これは私の特権ですから～」

　セシリアがとても良い笑顔で笑っている。こういうときのセシリアは、ベアトリクスと話しているときと同じくらい楽しそうに思えるのはどうしてだろう。

「悔しかったらご自分もされたら良いのではないですか？」

　セシリアがにまにましながらそう提案してくるので、ベアトリクスはセシリアに抱きついていた手を離すと、ぽんっと椅子から降りて、シモンへと近寄っていく。

「シモン様！」

　ベアトリクスが無邪気にばっと両手を開いて、シモンからのハグを待つ。

　シモンが一瞬だけ固まった。昔はそんなことなかったのに、最近、少しだけ見せるこの表情が、ベアトリクスにわずかな不安を与える。

（もしかしてシモン様は、もう私とくっつきたくないのかしら……）

　ずっと一緒にいたから飽きてしまったのだろうかと不安そうにシモンの顔を見上げれば、シモンはギクシャクとしながらもそろりとその手をベアトリクスに伸ばして抱きしめる。

　いつも通り、その腕の中は温かくて安全だ。

　なのに――

（あら……？）

　ぽぽぽ、とほんのり頬が赤くなるのはどうしてだろう。

　今までだってこうして抱きしめられたことは多いのに、今までと少しだけ気持ちが違うことが、ベアトリクス自身、不思議でならない。

　それでもその胸の中は居心地が良い。ぱふっと顔を埋めると、シモンがぽんぽんとベアトリクスの頭を撫でてくれるのがわかった。

「それではシモン様、ベアト様、おやすみなさいませ」

　セシリアの声がするので振り向いて、

「おやすみなさい、セシリア」

　と挨拶すれば、セシリアはにこりと微笑んでくれた。

「あ、シモン様、いつでも隣の部屋に待機しておりますので」

　セシリアがシモンにそんなことを言う。

「っ……わかった。絶対呼ばないけどな！」

　珍しくほんのり顔を赤くさせながらシモンがそう叫んだ。

「さすが、シモン様です。鉄壁のお気持ち、頑張ってくださいませ」

「……最大限、努力する」

　最近、たまにシモンがセシリアにこうして応援されているので、ベアトリクスもくいくいとシモンの胸元を引っ張った。

「なんだい、ベアト？」

　蕩けそうな瞳でシモンがベアトリクスを見つめてくる。

　ベアトリクスはそんなシモンの愛にとっぷりと浸かりながら、無邪気に、

「シモン様、頑張ってください！」

　と応援した。

「ぷ」

　セシリアが吹き出す。

　シモンは一瞬だけ、嫌そうな顔をセシリアに向けたが、すぐにベアトリクスを見つめると、いつもと同じ愛しさを堪えきれない瞳で、ベアトリクスに言う。

「ああ、頑張るね。だって僕はベアトリクスをこの世で一番愛しているんだから」

　さすがにベアトリクスもその最大級の夫の告白には、頬だけでなく顔全体を赤くしてしまったのだった。
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　タタタ、タタタ、パラパラパラ――

　軽い破裂音の後に、空にたなびく色鮮やかな煙は、昼花火だ。

「わあ！　すごいですね」

「皇族の結婚式だからね。力も入っているんだろう」

　ヘイリス王子は皇太子ではないが、皇族ということで今回はパレードが開かれる。シモンたち招待された人々は、宮殿から出るいくつもの船で待機していた。

　パレードというと、道の上を馬車で走るイメージだったのだが、ここは水の都と言われるだけあって、船のパレードなんて経験したことがないので大変興味深い。まして賓客である自分たちも参加するというところが、この国独自で大変興味深かった。

「ほんと、とても綺麗……」

　赤や黄色の煙がゆっくりと尾を引いておりてくる様さまは、見てるだけでも気持ちが華やぐ。

　火薬玉の中に、どうやら小さな紙吹雪も仕込まれているらしく、空から雪のようにキラキラと花びらを模した紙が落ちてくるのも美しい。

　うっとりとベアトリクスがそれを眺めていると、隣に座るシモンがベアトリクスの耳元で囁く。

「僕は花火よりベアトリクスの方が綺麗だと思うよ」

　ふっ、と小さな声で囁かれたはずなのに、はっきりと聞こえた甘い囁きに、ベアトリクスは思わず自分の耳を押さえてシモンから離れてしまう。

　シモンは一瞬、キョトンとした顔になって、はにかむようなどこか嬉しそうな笑みを浮かべた。

「どうしたの、ベアト。今までだって僕は君に同じことを言ってきたのに、最近はつれないね」

（わ、私ったらどうしたのかしら……）

　今までだって、たっぷりとシモンに愛を告げられることは頻繁だったのだが、ここ最近、というより、あの晩以来、どうにもドキドキと動機が激しくなるのだ。

「シモン様……！」

「なあに？」

　シモンが左腕を、ベアトリクスの後ろの背もたれまで伸ばす。抱きしめられてはいないが、どうにも近い距離が鼓動を速くする。

「私……今まではなんともなかったのに、最近、こうしてシモン様に近づかれるとドキドキするんです……これって……」

「これって……？」

　シモンが繰り返す。

「もしかして、何かの病気なんでしょうか？」

「ん？」

「この前、そういうお話を聞いたことがあるんです。蜂に一度刺された人は、二度目に刺されるととても痛くて重症になるって！　そういう症例があるんですって。私、シモン様と一緒に寝るようになってからそうなることが増えてきて。これって絶対良くないですよね？」

「ぶふっ……」

　反対側で空気に徹して座っていたセシリアが、堪えきれずに吹き出した。

「セシリア、そういう話、聞いたことあるわよね？」

　ベアトリクスは、はわはわと顔を赤くしたまま、セシリアに同意を求めると、セシリアは口を押さえてコクコクと肯く。見ると肩が震えていた。

「セシリア、どうしたの？　もしかしてセシリアならこの症状がなんなのかわかるのかしら」

「しばらくシモン様と離れたら症状が緩和されるのではないかと――」

「セシリア」

　シモンが冷ややかな声でセシリアを呼ぶと、セシリアはゴホンゴホンと何度か咳払いをした後、

「すみません、失礼しました」

　と息を整えた。

「ベアト様、そういうものが同じ人間に対して起こるという事象は、まだ出ていないそうですよ」

「そうなの？」

「はい。食べ物や飲み物や、植物といった自分と異なるものに触れたりするとそうなるらしいです」

「さすが、セシリア。詳しいのね」

「ありがとうございます。ですから、シモン様に近づかれてドキドキするのは、病気ではないのでご安心ください」

　セシリアがそう言うので、少しだけベアトリクスは安心した。

「でも、それならどうして……」

「ベアト」

　シモンがベアトリクスの名前を呼んだ。

「なんですか、シモン様」

「ちょっと手を貸して」

　シモンがベアトの手をとると、自分の胸に当てさせる。

「ひゃっ」

「僕もすごいドキドキしているのがわかる？」

　シモンが切なそうな顔で問いかけるので、ベアトリクスは指先に集中する。

　確かにトクトクトク、と自分と同じようにシモンの鼓動も速かった。

「ベアトが可愛すぎると、僕もドキドキするんだよ。人間は好きが増えるとドキドキするんだ」

「そうなんですか！」

　ベアトリクスは破顔した。

「じゃあ、私は前よりたくさんシモン様のことが好きになったから、ドキドキするようになったんですね！」

　花のように綻んだ笑顔に、シモンが射抜かれるのも無理はなく。

　ドクンッ！

　とシモンの心臓が強く跳ねたのが、ベアトリクスの指にさえ伝わった。

「シモン様、すごいドキドキしていますが、大丈夫ですか？」

「駄目かもしれない……」

　トサッとシモンが背もたれにのけぞるので、ベアトリクスは驚きながらシモンの名前を呼んだ。

「シモン様、大丈夫ですか、シモン様！」

　シモンを揺すっていたときだった。

　ドーン、ドーン、ドーン！

　今までで一番大きな音が鳴り、花火がたくさん打ち上げられる。

　そして宮殿と繋がるための水門が開き、ひときわ大きな船がそこから出てきた。

「わあっ……！」

　真っ白な船の上に、正装姿のヘイリスと花嫁衣装のデイジーが立っている。白いウェディングドレスではなく、何重にもふんだんに色鮮やかな織物が重ねられた民族衣装だ。

　その真上に向かって打ち上げられた花火は、今までのものよりずっと大きく、綺麗なものだ。

　白い船とは対照的にすべてが極彩色だった。

「彩煙柳さいえんりゅうがアーチを作っているみたいですね……」

　セシリアもその美しさに息を呑んでいる。

　川の沿岸では、この二人を見ようとたくさんの国民が集まり、歓声が地鳴りのように響き渡る。

「これはすごいな」

　シモンも感心するほどの豪奢なパレードの始まりだった。

　ヘイリスたちの船は、五人も乗れば一杯になってしまうベアトたちの船よりも数倍は大きい。ベアトリクスたちの船からでは見上げる形になってしまうが、それでも川岸よりは二人の顔がよく見える。

　そして、ヘイリスたちの主船が動くのに合わせて、主船を誘導するようにベアトリクスたちの船もゆっくりと動き始めた。賓客の船さえもパレードの一部なのだろう。

「この日差しでは花嫁が日焼けしそうですね……」

　セシリアがそう言ったが、確かにひさしのあるベアトたちの船と違ってヘイリスたちの船にひさしはない。

　その代わり、淡い桃色の花で作られたアーチが二人の背後には立てかけられており、二人の結婚を祝福しているようだった。デイジー自身もサーイの花で作られたらしい淡いピンク色の花のブーケを持っていた。

「あの桃色の花ってサーイですか？」

「そうだろうね。縁起の良い花として結婚式でも使われているのだろう」

「そうなんですね。でも咲いてない時期はどうするのかしら」

　ベアトリクスがコテンと首を傾げると、シモンが説明してくれる。

「咲かない季節は温室で育てているらしいよ。ただ、その分、割高になってしまうし、やはりこの季節に咲くサーイが一番美しいことから、この国ではこの季節に結婚する花嫁は幸せになれるという話もあるらしい」

「それは素敵ですね！」

　ヘイリスとデイジーが国民たちに手を振っている。デイジーはブーケを片手に手を振っているせいか、大きな船とはいっても船上なので少しだけ不安定そうだった。

　一瞬だけ強い風が吹き、揺れで彼女がぐらつきそうになった。ヘイリスがすぐさま彼女の腰に手を回して支える。

　新郎の優しさに気づいたデイジーは、ほんのりと頬を桃色に染めるとヘイリスに向かって微笑み、ヘイリスもまたデイジーに対して愛しそうに微笑む。二人が本当にお互いを思い合っていることはその様子で見てとれた。

「幸せそうですね……」

　これだけ祝福されているのだから、二人には末永く幸せになってもらいたい。

　だが、そんな祝福ムードいっぱいのはずなのに、セシリアの表情が優れない。

「セシリア、顔色が良くないわ。どうしたの？」

　ベアトリクスが心配そうに声をかけると、セシリアはヘイリスたちの船を見上げながら、ポツリと呟く。

「ちょっと、物騒なパレードですよね……」

「あら、どうして？」

　ベアトリクスが尋ねると、セシリアは周囲を見回してから、答える。

「運河の中心に今回の主役お二人の船ですが、その大きな船を囲むように一緒に進んでいるのは私たち、国賓です……両川岸との間に護衛の船がいますが、これって川岸からの攻撃を国賓の方が受けやすいですよね」

「ああ、それなら大丈夫だよ」

　シモンがセシリアの憂いを一蹴する。

「今、ずっと花火が上がっているだろう？」

「はい」

　確かに花火が鳴りっぱなしだ。

「空から降ってくるあれが攻撃をすべて阻害するんだ」

「阻害、ですか？」

　ベアトリクスが尋ねる。

「宮殿は水路で入るようになっている。大きな壁で囲まれたあの中に、投擲とうてきでもされたら一発だろう？」

「そうですね」

　確かに宮殿に入るときにそれを考えた。

「あの花火は、この国独自の技術で、外からの投擲などの攻撃を逸らすようになっているんだ」

「それはすごいですね！」

「国家機密だからね、他の国では解明できない。今でもこの謎を解明したいと思っている国は多いだろうが、チジル国の守りが堅牢なのはこの花火のおかげだからね。誰も解明できてないそうだ」

「そうなんですね」

　空を柳のようにたなびいている花火の煙に、そのような効能があるとは驚いてしまう。

「この謎が解ければ、この国に攻め入ることもできるだろうけど――」

「それは良くないことです！」

　ベアトリクスが即座にそう言い切ると、シモンも深く肯いた。

「僕もそう思うよ。だから、こうして皇族の結婚式などの特別な式典のときしか使われないんだ」

　ヘイリスたちを守るかのように真上から降り注ぐ花火の彩煙柳は、ヘイリスたちの上に降るころには、キラキラと透明に光る粉になって、とても綺麗だ。

「あれは人が吸っても大丈夫なのですか？」

「大丈夫らしい。そのあたりも不思議だね。あの光の粉は残滓らしいが、地上についてしまうと消えてしまうらしい」

「では、上空にあることに意味があるんですね」

　何気なくベアトリクスが言うと、シモンはわずかに目を見開いたがすぐにニッコリと微笑むに留めた。こういうときのシモンは、多分ベアトリクスよりずっといろんなことを知っているのだが、敢えて言わないということは、ベアトリクスに必要ないということなので、ベトアリクスはそのまま話を流した。

　竜王国が竜を始祖とし、武力を誇る国であったように、チジル国はチジル国で、独自の文化と技術を形成しているのだろう。

「あんなに綺麗な煙が人を守るようにもできているんですね」

「華美を愛するチジル国らしいと言えば、らしいかな」

　確かにこの国は、どこをとっても色彩が鮮やかで豊かだ。人々の顔立ちも濃い者が多い。

　船上の二人は互いに見つめ合い、とても幸せそうだ。

「なんだか、ああいうのを見ていると、また結婚式、したくなっちゃいますね」

「いいね。僕たちだけでしたいな」

　シモンも嬉しそうに同意してくれる。

　たくさんの人に祝福される結婚式も確かに素敵だが、少人数の結婚式もそれはそれで素敵かもしれない。

「楽しそうで――」

　すね、と言葉を続けようとしたときだった。

「デイジー！」

　ヘイリスの大きな声が、船の上から聞こえた。

　シモンを見つめていたベアトリクスがハッとそちらを見上げれば、船の上で新婦であるデイジーが喉を押さえて苦しそうにしゃがみこむのが見えた。

　川岸の人々がざわめき始める。

「船を止めろ！　宮殿に戻せ！」

　ヘイリスの切羽詰まった声が、ベアトリクスたちの方まで届いている。

「デイジーさん、どうしたのでしょう？」

　ベアトリクスが不安げにシモンの腕に縋ると、シモンも彼女を抱き寄せた。

　倒れ込んでしまったデイジーの姿は、ベアトリクスたちの船からはもう見えない。

　ただ一つわかることは、何か、とてつもないことが起きてしまった――それだけは理解できた。
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　デイジーが倒れたことは、華やかな結婚式ムードを一気に不穏なものへと変えてしまった。

　一体、王子妃の身に何が起こったのか、国民の心配尽きぬ一方で、ベアトリクスたちも落ち着かない気持ちで宮殿内の離宮に閉じ込められていた。

　そう――閉じ込められていたのだ。

「まあ、暗殺の可能性もあるからだろうね」

　とシモンは言うが、セシリアはチジル国の対応に納得がいっていないようだった。

「ですが各国の国賓をこのように離宮に閉じ込めるなんて……！」

　ベアトリクスたちが閉じ込められている離宮は、本宮の南側に位置する。皇族の住む本宮とは離れてはいるが、決して誰かを幽閉するために用意されている場所ではない。

　だが、デイジーが倒れた後、すぐに船は引き戻され、ベアトリクスたちは離宮に案内された。そして、そのまま外に出られない状態になってしまったのだ。離宮を取り囲むように兵士たちがいるので、離宮内もピリピリとした空気が漂ったまま一晩が過ぎてしまった。

「でも、離宮内なら散策できるみたいなので、離宮の庭園でも行ってみようか？」

　シモンがそう提案した。

「庭園、ですか！」

　ベアトリクスがピンッと背筋を伸ばして、興味を示す。

「この国特有の植物もあるから、セシリアも観てみるといい」

「それは興味がありますね」

　国賓たちには各自、警備として衛兵が数名ついている。彼らを引き連れて向かうと、ベアトリクスたちと似たような各国の外交官たちも、やはり暇を持て余しているらしく庭園へ赴いていた。

「変わった木ですねぇ」

「南国の椰子の木というらしい」

「大きな葉っぱがてっぺんにしかないし、あそこに丸い実がついてますね。ボールみたいです！」

　初めて見る木なので興味津々にベアトリクスは眺めていたが、おもむろに袖をまくり始める。

　すぐさまシモンがベアトリクスの肩をつかんだ。ついでセシリアが、

「だめです」

　とベアトリクスにきっぱり言う。

「え、何かしら？」

　ニコッと笑って誤魔化そうとしたが、ベアトリクス至上主義の二人が、彼女の次の行動を予測できないわけがなかった。

「あれは、登るものではありません」

　キッパリとセシリアが断言して、ベアトリクスの目論見は、行動に起こす前に終わってしまった。

「とても登りやすそうなのに……」

　ひたすら名残惜しくベアトリクスは椰子の木を見上げた。

「いやいやいや、だめですよ。そんな国賓、いませんからね？」

「ベアト、そんなに登りたいならあとでクゼオンダに苗を取り寄せるからね」

　二人にこんこんと諭されたので、あとで二人がいないときに登ろうとベアトリクスが心に誓ったときだった。

「あの実の中はジュースなんですよ。飲みますかぁ？」

　どことなく聞き慣れたイントネーションに、ベアトリクスはハッとして振り返る。

　すると、椰子の実を手にしたアンネリーヌが立っていた。

「アンネリーヌ！」

　ベアトリクスは旧友に会ったかのように満面の笑みで彼女に近寄ると、アンネリーヌは笑顔で抱きしめてくれる。

「ついこの前ぶりっス」

「どうしたの？」

「ああ、離宮の客人に対応できる外交官の数が足らないらしくて、急遽呼び出しを受けたんっスよ～。ただ、結婚式前には来てたんスよ。サーイの花は子爵領の特産品なんで！」

「ああ、あの結婚式の見事な花は子爵領のものだったのね」

　デイジーのブーケや、彼女たちの背後に立っていたアーチを思い出す。

「あら、でも外交官として来たっていうのは？」

「海外の国の言葉を四カ国語ほど話せるのは、私ぐらいなもんなんで～」

　へらっとアンネリーヌが目を細めて笑う。

「それはすごいな。海外の言葉はこの大陸の言葉と文法からして違うからね」

　シモンも驚きながらそう言うと、

「まあ、いつかは海外へいくつもりだったからっスねぇ……」

　海の方角を見つめて、ポツリとアンネリーヌが呟いた。

　きっとヘイリスの妻となった暁には、海外との外交を担う役割も任されることになっていたのだろう。

　しかし、今のアンネリーヌはヒート子爵夫人だ。国境沿いの小さな領主では海外に行けることも、そうそうないだろう。

「まあ、今は今で楽しいからいいんスけど。このジュース、飲んでみますか？」

「飲みます！」

　ベアトリクスがぴんっと手を挙げて立候補すると、椰子の実にストローを刺したものをアンネリーヌは渡してくれる。

「ベアトリクス、あそこの東屋でいただこう」

「はい！　アンネリーヌもよければ一緒にどう？」

「いいっスよ～」

　アンネリーヌは椰子の実のワゴンを、別の外務官に託すとベアトリクスたちについてきてくれた。

「ヒート子爵はどうしたんだい？」

　シモンが尋ねると、

「一緒には来たんスけど、トリスは別の用事で今はいないっス」

　と答えてくれた。

「あら……」

　東屋の四方の柱には、サーイの花で作られたリースが飾られていた。

「結婚式っスからね。このリースの謂れ、覚えてます？」

　にんまりとアンネリーヌが笑うので、ベアトリクスはポッと頬を赤らめて肯く。

「セシリアさんと席を外しましょうか？」

「しません！」

　さすがにベアトリクスも声を上げて反対すると、アンネリーヌが声を上げて笑った。

　もちろん彼女も冗談だったのだろう。

「さ、どうぞ召し上がれっス」

　アンネリーヌが椰子の実の上の部分に金具を使って注ぎ口を差し込むと、グラスにジュースを注ぐ。

「ただの水みたいね」

「僕が先に飲もうか？」

「いえ、私が先に飲みます！」

　セシリアが真っ先にそう言うと、グラスに口をつけた。

「……」

「せ、セシリア、どう？」

「毒はないと思います」

　だが、美味しいという言葉は出てこない。ベアトリクスもドキドキしながらジュースを口にして……

「……」

　コテンと首を横に傾げた。

「もっと甘いんだと思っていたわ」

　出されたものをガッカリしてしまうのも申し訳ないのでそう言うと、シモンが代わりに、

「暑い日に飲むにはさっぱりしていそうだね」

　と上手にフォローしてくれた。

「ははは。ベアトは正直っすねぇ」

「で、でもまずいとは思わないわ！」

　そう弁明すれば、アンネリーヌは笑いながら自分もジュースに口をつけた。

「そうっスね。こういうのはその土地の季候に合わせているんスよ。この辺では飲んでも美味しいとは感じられなくても仕方ないっス」

「この実の原産国はどういった季候なの？」

「一年中夏らしいっスね」

「夏！」

　クゼオンダもチジルもニーラ竜王国も季節がある。温度差はあれどそれが当たり前だと思っていたので、一年中夏の国があると聞いて俄然ベアトリクスは興味が湧いてきた。

「なので、男女とも服装は軽装で、肌を見せる人々も多いっス」

「まあ……！」

「食べ物は発汗を促すために辛い食べ物も多いっスね」

「楽しそうな国ね」

「今晩は、その地方の風土料理を用意しますか？」

「ええ、是非！」

　身を乗り出すようにベアトリクスが食いついたときだった。

「アンネリーヌ様、失礼致します」

　離宮の使用人が恭しくアンネリーヌに声をかけた。

　その一瞬で――

（えっ……）

　今までベアトリクスたちに人なつっこい笑顔を見せていたアンネリーヌの顔が、すうっと無表情に変わる。

　その変わりようにベアトリクスだけでなく、シモンやセシリアも息を呑んだ。

「はい、何かしら？」

　声までもが一段階低くなって、そして独特のイントネーションさえ消えていた。

「ホキス国の要人の方の言語を理解できる方がおらず……申し訳ありませんがお手伝いいただけないでしょうか？」

「ホキス……？　公用語は南海公語のはずだけど？」

「それが、何か食べ物で齟齬があったようで……」

「あの国の人々は宗教上、食べられない物があるんだけど……出した料理のリストをください」

「は、はい、ただいまご用意します」

　使用人が下がると、アンネリーヌはくしゃりと頭をかき上げて、また、にっこりと笑いながらこちらを見た。

　そして言われた一言に、ベアトリクスは思わず固まってしまう。

「ほんっと……この国の人間ってつかえないのばっかっスよねぇ」

「あ、アンネ、そんな言い方は……」

「いや、本当にそうだと思うんスよ。いくら王子妃が倒れたと言っても、各国の要人を離宮に閉じ込めて、犯人紛いの扱いなんて、各国から苦情がきて当然なんっス。そういうことに対してきちんと言える人間が、もうこの国には存在してないんス」

　口調こそ元に戻ったが、その言葉は容赦がない。

「アンネ……」

　ベアトリクスは隔離された側なので、不満は確かにある。自分たちはまだ落ち着いているが、海の向こう側からわざわざ来た賓客などは、面白くないだろう。

「君のその言い方では、以前はこの国に対して止められる人がいたような言い方だね」

　ぎゅっとベアトリクスの肩を抱き寄せて、シモンがアンネリーヌに言った。

　アンネリーヌはそんなシモンを見て、やんわりと苦笑いを浮かべながら答える。

「いましたよ。この国のために理想の外交官になろうと勉める若者が、いたんです」

　そう言うと、アンネリーヌはベアトリクスに尋ねた。

「ベアト、私は悪役令嬢に見えますか？」

「え――」

「悪役令嬢って何なんですかね？　私は悪役令嬢だったんですかね？　ベアトはどう思います？」

　矢継ぎ早な質問に、ベアトリクスは答えに戸惑う。だがすぐに首を小さく横に振った。

「私には、あなたが悪役令嬢だったとは思えないし、今もそういう人には見えないわ」

　まっすぐにアンネリーヌを見つめて言うと、アンネリーヌは嬉しそうに笑った。

「ありがとうっス」

　そう言ったアンネリーヌの顔が、今にも泣きそうに思えた理由を、ベアトリクスたちはその日の晩、知ることになる。
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「か、からっ……！」

　夕食時、部屋に用意された食事を口にした瞬間、ベアトリクスは口を押さえてしまった。

　目の前には赤や黄色の鮮やかな野菜が盛り付けられたステーキがあった。特徴的なスパイスの香りにそそられて、ニコニコとしながら口にした瞬間、あまりの辛さに口がしびしびとしてくる。

「これは……なかなか、刺激が強いね」

　シモンも一口食べて驚いている。

「私はいけます」

　意外にもセシリアには美味しく感じられたらしく、ひょいひょいと何口も口に運んでいる。

「ごめんなさい、私、これ以上は食べられないかも……」

　本当は残してしまうことに罪悪感を覚えるが、辛すぎてとても食べられない。

「ベアト、残りは僕が食べてあげようか？」

　残すことを厭うベアトリクスに、シモンがそう提案してくれる。本来ならそれはマナー違反も甚だしいのだが、そういう風にベアトリクスのことを慮ってくれるシモンの気持ちが嬉しい。

「シモン様、ありがとうございます」

「ここには三人だけしかいないからね」

　賓客の多さからか人が足らないようだったので、シモンが給仕を断ったのだ。

「ベアト様、私のこちらのお肉、まだ食べていませんので、交換しますか？」

　セシリアも手を付けていない皿をベアトリクスに向ける。

　ベアトリクスはそんな二人を見て、ふふふっと小さく笑みを零した。

「どうしたの、ベアト？」

「いえ、なんだか家族みたいだなあって思って」

「僕と君は夫婦だと思うけど」

　シモンが少しだけ不満そうな顔になったので、「それはもちろんです！」とベアトリクスは言った。

「セシリアも含めて、家族だなって感じたんです」

「ベアト様……」

「私、二人と出会えて、こうして一緒にいられてとても幸せです。これから、私たちに家族がもっと増えたら、もっともっと賑やかになりますね」

　今は広いテーブルに三人しか席がないが、公爵邸の食卓がいつかいろんな人でいっぱいになったら、それはどんなに楽しいことだろうと思ってしまう。

「あ、できたらお客様もたくさん来てもらえるお家になったら嬉しいです。外国のお客様も招待できるような家に……」

「いいね」

「それなら、私は海外の言語も勉強しますね！」

　和気藹々と三人でこれからの未来について語り合うことは、とても楽しかった。

「そうだわ、良いことを思いつきました！」

　ベアトリクスが目をキラキラさせながら立ち上がる。頬が興奮でほんのり赤くなる様を、シモンもセシリアも微笑ましく見つめる。

「今度、アンネたちをクゼオンダに招待してはどうかしら？」

「ヒート子爵夫妻を？」

「はい！　自転車もサーイのリースも、紹介してもらえたらなと思っています」

「確かに、大々的な国外販売は無理でも、あの自転車を個人的にでも購入はしたいね」

「それじゃ、アンネたちにいつなら都合がつくか聞いてきましょう！」

　いそいそと食事をし始めたベアトリクスは、あまりに急いで食べたので思わず咽せてしまう。

「ベアト、ゆっくり食べても大丈夫だよ」

「ベアト様、お水を飲んでください！」

「けほっ……ご、ごめんなさい。ありがとう……」

　セシリアから水を受け取って、こくこくと飲んでからベアトリクスはほぉと一息ついた。

「しっかり噛んで食べてくださいね」

「そうだよ、ベアト。焦らなくても大丈夫だから」

「はい、気を付けま――」

　ベアトリクスがぺしょりとしながら言いかけたときだった。

「アンネ！」

　若い男性の声が、廊下の方から聞こえてくる。

「ふざけるな！　これがこの国の現状か！」

　荒ぶる男の声。その声に聞き覚えがあったし、彼の叫んだ名前にも聞き覚えは当然あった。

「どうしたのかしら」

　シモンも当然気になったようで、三人で食事をしていた部屋の外へと出てみると、武装した男たちが一人の女性を連行しているところだった。彼女の両脇を屈強な兵士たちが剣を持って固めており、見るからに真ん中の女性が何らかの罪人であるといわんばかりの様子だったが、ベアトリクスが何よりも驚いたのはその真ん中の女性がアンネリーヌだったからだ。

「アンネ……！」

　ベアトリクスの言葉に、ちらり、とアンネリーヌが一瞬だけこちらを見て、それからずいぶん疲れた顔でへらっと笑ってみせる。

「何を笑っている！」

　それを見た衛兵がアンネリーヌを怒鳴りつけたが、アンネリーヌはそれに対してはまったく動じる様子はなかった。

「アンネを連れていくなんておかしいじゃないか！」

　そう叫んでいるのは、トリスタンだ。

「ヒート子爵、お静かに。皆様が動揺されます」

「くっ……」

　何人かの衛兵がトリスタンの前に立ち塞がり、これ以上騒ぐならば捕まえると態度で示す。

「こ、これはいったいどういうことなんですか？」

　ベアトリクスが衛兵に声をかけると、彼は一礼した後、アンネリーヌの罪状を蕩々と述べる。

「アンネリーヌ・ヒートは、デイジー王子妃を毒殺しようとした殺人の容疑がかけられております」

「毒殺!?」

「毒と言うからには証拠があるんだろうね？」

　冷静に問いかけたのはシモンだ。

　衛兵は動じることもなく答える。

「はい。式直前にデイジー王子妃の控え室に、アンネリーヌ・ヒートが入室しており、彼女から与えられた茶をデイジー王子妃は口にしているからです」

「そのお茶から毒の成分はでたのかな？」

「処分されており、わかっておりません」

「どういった毒が王子妃から検出されたのかは？」

「毒は不明です。ですが、状況証拠により、怪しいのはアンネリーヌ・ヒートのみです」

　その言い分にベアトリクスは驚きを隠せない。

「状況証拠って……」

「それでは失礼します」

　衛兵はこれ以上の説明は不要と判断したらしく、そのままアンネリーヌを連行していってしまう。

「アンネ！」

　トリスタンが必死に手を伸ばすが、衛兵たちに遮られて近づくことさえ叶わない。

「シモン様……」

　ベアトリクスは突然の出来事に、ただ、ただ、不安を露わにしてシモンの腕を掴むことしかできない。

「アンネ！　アンネ！」

「ええいっ、お前も牢屋に入れるぞ！」

「ヒート子爵、ちょっといいかな」

　ヒートアップするトリスタンと衛兵をシモンが止めた。

「彼と少し話がしたい。彼には罪状はないんだろう？　それならばヒート子爵を解放してくれないか？」

　シモンが提案すると、衛兵たちは一瞬躊躇したが、友好国の外交官――しかも公爵という地位の相手からの提案を断ることはできずに、トリスタンを解放してくれた。

　そしてシモンは、トリスタンを自分たちの部屋の応接間へと案内する。

「で、いったいどうしてこうなったのかな？」

「僕にもどうしてこうなったのかわからなくて……」

　憔悴しきった顔でトリスタンはうつむいている。ぐしゃぐしゃと髪をかき混ぜる姿に、彼の焦燥が見えた。

「本当に……毒なんですか？」

「詳しくはわからないのですが、デイジー王子妃は突然呼吸が苦しくなったらしく、そのまま倒れたそうなんです。ですが、一晩安静にして体調は戻ったというので、私にはどうしても毒とは思えません！」

　確かにそうだ。毒ならば即死、ないし、それに近いものを利用するだろう。それが毒だと断定するのは浅慮に思えた。

「とりあえず今日はもう遅い。君も心配だろうが、明日、朝になったらヘイリス王子に面会を申請してみるから」

「ありがとうございます！」

　シモンはトリスタンを落ち着かせてから帰した。

「本当に……大丈夫なんでしょうか」

　セシリアが不安げにシモンに問いかけると、シモンはやや表情を険しくさせながら答える。

「ヒート子爵にはああ言ったが、この結果は良くないだろうな」

「どうしてですか」

　ベアトリクスが心配そうに尋ねた。

「外賓を軟禁しておいて捕縛したのは自国の元婚約者なんて、醜聞に過ぎるからね……」

「あ……」

　確かにそうだった。

　当初、この国は外賓さえも犯人と見なしかねない対応をしたのだ。にもかかわらず、犯人として捕らえたのが自国の、しかも元婚約者だ。

「各国から苦情がくるだろうね」

「でもそれは仕方ないのでは？」

「そう思う。だけど――」

　そこでシモンは口を閉ざす。眉間に深い皺が刻まれた深刻そうな表情に、ベアトリクスは不安になって、その眉間の皺にそっと指をそわせる。

　すると、シモンはふわりと優しい笑みを浮かべて、

「大丈夫だよ」

　と答えた。

「もし万が一、最悪の結果になったとしても、なんとかできるように考えるから」

　こういうときのシモンは本当にいろんなことを考えて、最善を尽くそうとしてくれる。

「ベアト様、私もデイジー王子妃の様態について、問い合わせてみます。それと、毒ではない可能性も、症状から図書館で探してみます」

　セシリアもそう言って、ベアトリクスの気持ちを和らげようとしてくれる。

（大丈夫だと思いたいのに――）

　けれど――

（なんでこんなに胸騒ぎがするんだろう……）

　昼間のアンネリーヌの愁いを帯びた表情が、ずっとベアトリクスの脳裏から焼き付いて離れなかった。
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　翌朝、シモンとベアトリクスはデイジーの見舞いという形で、ヘイリス王子に連絡を取り付けた。

　現状が現状のため、ただの補佐官でしかないセシリアは待機ということになった。

「私は昨日お話ししたとおり、図書館に行ってみようと思います」

「お願いね、セシリア」

　セシリアに強く頼んで、ベアトリクスたちはヘイリス王子に指定された時間に、彼専用の応接室へと案内された。

「ヘイリス、大丈夫だったかい？」

「先輩……」

　ひどく憔悴しきった顔のヘイリスに、ベアトリクスも胸を痛める。

「デイジー様のお加減はどうなのでしょうか？」

「幸い、今は落ち着いているが、一体何の毒か解明できない限り、しばらくは安静にしているようにと言われているんだ」

「はっきりと毒は検出されてないんだろう？」

「はい……」

「あの……もしよろしければ、どのような症状だったかお聞きしても良いですか？　我が国にも独自の毒などはありますので……」

　もちろん、クゼオンダ国がデイジーに危害を与えたとは思ってはいない。しかし、この国で判明できない毒物であっても、他国では知られた毒であることは往々にしてある。

　ヘイリスもそう思ったのか、ゆっくりと肯いてからデイジーの症状を説明してくれる。

「倒れた直後、デイジーは呼吸困難に陥っていた……胸元が赤くなっていて、非常に苦しそうだった」

「吐血や嘔吐などはされなかったんですか？」

「ああ」

（それなら口から入った毒ではないのかも……）

　ベアトリクスたちも船から見ていたのは、デイジーが喉を押さえて苦しそうにしゃがみ込むまでだ。そこから先は、何が起こったのかまったく理解できなかった。

（まさか毒殺なんて……）

「どうやって毒だと判断したのですか？」

「デイジーに外傷がまったくなかったにもかかわらず、胸元に発疹が広がっていたからだ。当日朝の健康診断でも、彼女は異常がなかった。それなのにパレードの最中に……」

　膝の拳をぐっと握ったヘイリスはとても悔しそうだった。一番身近にいながら、ただただ苦しむ妻の様子を見ていることしかできなかったことが辛かったのだろう。

「発疹……か」

　シモンはデイジーの発疹が気になるようだった。

「今は、発疹は落ち着いたのかい？」

「はい」

「なら毒ではない可能性を――」

「いいえ、あれは毒です！」

　シモンの言葉を強くヘイリスが遮った。その怒りにも近い強い声に、ベアトリクスがビクリとする。

　すかさずシモンがベアトリクスの肩を抱き、落ち着かせてくれる。

　こういうとき、そうやってシモンが守ってくれるから、ベアトリクスはとても安心できる。今もシモンの方を見上げれば、彼はベアトリクスを見つめてにこりと微笑んでくれた。

「失礼しました……」

　そんな二人の様子を見て、ヘイリスも自分の失態を悟ったのだろう。そう謝罪してから、「ですが」と言葉を続ける。

「それしか考えられないのです」

「なぜ？」

「アンネリーヌがいたからです」

「……」

（どうしてヘイリス王子はこんなにもアンネを嫌うのかしら……）

　仮にも婚約者だった人のはずなのに、どうしてアンネリーヌを疑うのか。

「アンネがデイジー様にお茶を飲ませたからですか？」

「はい」

「でも毒味役がいたはずです」

　そうだ。王子妃ともなれば毒味役が当然いたはずだ。

「アンネリーヌならデイジーだけに効く毒を用意できるはずです。あの女はそういう特殊な毒を知っているはずですから」

（そんな無茶な！）

　ヘイリスの屁理屈にベアトリクスは唖然としてしまう。

「アンネは……あの女は……絶対に僕を許すわけがないのです……」

「どういうことですか？」

　憎まれているのは自分なのだと言わんばかりのヘイリスの言葉に、ベアトリクスもシモンも首を傾げる。

「三年前……船の事故があったと言いましたよね？」

「はい」

　船の事故があって、デイジーの兄が死んだ。

　その葬式でヘイリスはデイジーと出会ったのだと聞いた。

「そのとき……死んだのはデイジーの兄だけではありませんでした」

　船が帰ってこなかったというのだから、それもそうだろう。

「兄上……皇太子の右腕とも言われる男性も亡くなっていたのです。外交官としてとても有望な方でした」

「その人は……？」

「アンネリーヌの兄です」

「えっ！」

　ベアトリクスは思わず声を上げてしまった。まさかアンネリーヌの兄も亡くなっているとは思わなかったからだ。ヘイリスは言葉を続ける。

「……彼は船の総指揮もしていたので、死してなおその責任を問われ、指揮官だった地位も剥奪され密葬されました」

「……！」

　あまりにもあまりな内容に言葉もない。

「ヘイリス……」

　シモンもなんと声をかければ良いのか迷ったのだろう。

「思えばあのときからアンネリーヌは変わってしまった。彼女が悪役令嬢とまで言われる悪女となってしまったのは、あの日を境にしてでした……」

　ヘイリスの話では、それまではとてもよくできた婚約者だったのだという。

　アンネリーヌは皇太子妃の覚えも良く、人のサポートをすることに長けていた。知識も多く、聡明で溌剌としていた。

　だが、不幸な船の事故が起こったその日を境に、すべては一変してしまう。

「あまりにも多くの人間が死んだため、合同の葬儀が先に執り行われました。アンネリーヌの兄は密葬だったため、合同葬祭には参加できませんでした。僕は皇族として参加し――そこでデイジーと会ったのです」

　ベアトリクスは口を押さえる。

　そうしないと、ヘイリスに対して叫んでしまいそうだったからだ。そんな辛い出来事の後に、婚約者が傍にいなかったなんてデイジーはどれほど辛かっただろうと思うと、悔しくて涙がにじんでくる。

「ヘイリス……それはあまりにも……」

　シモンも察したのだろう。婚約者に対してあまりにも残酷な、不義の出会いに、小さく首を横に振ってしまう。

　ヘイリスは甘んじてその抗議を受け入れる。

「ええ、僕もわかっています。僕がひどいのだと！　ですが、僕はあの日、一人で泣いているデイジーを放っておけなかったのです……！」

　ヘイリスが首を横に振るが、首を振りたいのはベアトリクスの方だった。

　同じように実の兄を亡くしてしまった二人の令嬢。

　一人は婚約者。

　一人は初めて知り合った令嬢。

　婚約者を選ぶべきだったヘイリスが、デイジーを選んでしまったことは、運命の悪戯というよりは、悪趣味が過ぎると言った方がいいだろう。

「アンネは……」

　ベアトリクスは思わず口を開く。

「アンネも泣いていたのではないのですか……？」

　ヘイリスは肯いてはいたが、そのあとに漏らされた言葉にベアトリクスは何も言えなくなってしまった。

「確かにアンネリーヌも深い悲しみに沈んでいたでしょうが――彼女は一人でも立ち上がれる強い女性だったから……」
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　ヘイリスと別れた後、ベアトリクスはなんとも言えない気持ちを持て余していた。

「ベアト様！」

　ちょうど離宮の入口に差し掛かったところで、図書館に行っていたセシリアと鉢合わせた。彼女は手に何冊か重そうな本を抱えていた。

「セシリア……」

「どうしたんですか、何かありましたか？」

　ベアトリクスはきゅっと口を硬く結び、今にも泣きそうな顔だ。セシリアもそんなベアトリクスを心配そうに見つめた。

　ぴたりと足を止めたベアトリクスの様子に、心配げにセシリアがシモンの方を見る。

「何があったんですか？」

「詳しいことは、部屋に戻ってから話すよ」

　シモンがそう言ったので、セシリアもベアトリクスの方を見て、

「お部屋に戻りましょう」

　と言ったときだった。

　ぽたり、と涙のしずくがベアトリクスの目から零れた。

　セシリアが大きく目を見開く。

　シモンも息を呑む。

　いつも天真爛漫なはずのベアトリクスがそんな風に泣く姿を、セシリアは初めて見た。

　シモンとてそんなベアトリクスを見たことがないのだろう。わずかに動揺した声で、

「ベアト、大丈夫かい？」

　と問いかける。

　ベアトリクスはややうつむきながら、首を小さく横に振った。

「アンネが何をしたんですか……」

　それは先ほど、ヘイリスに面と向かって言えなかったベアトリクスの『怒り』の感情だった。

「大切な人が亡くなって辛いのはアンネリーヌも同じはずだったのに……アンネなら一人で大丈夫なんて、そんなこと言ってほしくなかった！」

　アンネリーヌにとって兄がどんな存在だったのかはわからないが、それでも家族を亡くしたのはデイジーもアンネリーヌも同じだったはずだ。

　たとえヘイリスとデイジーが運命的な出会いをしたのだとしても、ヘイリスは自分の婚約者に対して誠実であるべきだった。

「自分より強くたって、アンネリーヌだって一人の女の子なのに……」

　ベアトリクスだってそうだし、優秀だと言われるセシリアだって、また、シモンだって素晴らしい人間だと言われているが、そういう人だって悲しいときは悲しいし、辛いときは辛いのだ。

　それを『畏怖』なんて言葉でお為ごかして。自分より優れているから一人で大丈夫だと思っていたなんて、そんなのは――

「ただの言い訳じゃないですか……！」

　兄を失い、海外へと渡る外交官にもなれず、アンネリーヌは色んなものを失ってしまったのではないかと思った。

　ただ、婚約破棄したというわけではない。

　ヘイリスとの間に愛はなかったかもしれないが、だからといって、アンネリーヌが悪役令嬢だなんて言われて、あんな風に追いやられる必要はどこにもなかったはずだ。

「そのうえ、デイジー様のことを殺そうとしているとまで思われるなんて、絶対におかしいです！」

　力強くベアトリクスは宣言する。

（だって、アンネはそんなことで人を殺そうとする人じゃない！）

　アンネリーヌが悪役令嬢だなんて信じないと言ったベアトリクスに対して、泣き笑いで返したアンネリーヌ。

　あの顔が嘘だとベアトリクスは思わない。

　確かにベアトリクスも知らないアンネリーヌもいるのだろう。離宮で外交官のように振る舞う彼女はまるで別人のようだった。

　それでもベアトリクスは子爵領で出会ったあのアンネリーヌも、また彼女なのだと知っていた。あんな風に屈託なく楽しそうに生きるアンネリーヌが、わざわざ元婚約者の妻を殺そうとするはずがない。

　彼女の世界はそんな狭いはずがないからだ。

「きっと、その言葉をアンネリーヌ様が聞いたら、喜ばれますね」

　セシリアがぽつりとそう言った。

「セシリア……？」

　怒りで顔を赤くするベアトリクスに対して、セシリアは優しくまるで姉のように慈愛の目で見つめてくる。聡明な瞳に見つめられると、ベアトリクス自身のこのやり場のない怒りを和らげてくれるようだった。

「私のことも何の偏見もなくベアト様はお友達だと仰ってくださいました。そのことにどれだけ私が救われたか……」

　セシリアが宥めるようにベアトリクスの両手を握ってくれる。すると、怒りで煮えたぎっていた心が、するするとほどかれていく。
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「でもちょっと妬けます」

「え？」

　セシリアの思いがけない言葉に、ベアトリクスはキョトンとした。

「ベアト様にそんなに怒ってもらえるなんて、羨ましいです」

　そう言って少しだけ口をとがらせたセシリアに、ベアトリクスの最後の怒気までパアッと消えてしまった。

「セシリアってば……」

　セシリアのこういうところがすごいなとベアトリクスは感じた。

　ベアトリクス自身がどうしようもなく持て余しそうだった感情を、するりと解いてくれる彼女がいてくれて、本当に良かったと思えた。

「君たち、僕もいるからね」

　シモンがそう言って、セシリアからベアトリクスの片手を奪っていく。そしてベアトリクスの手の甲に軽く口づけて、

「僕にはいつでも怒ってくれていいからね。ベアトからもらえるものはなんだって受け入れたいから」

　と、大変蠱惑的に笑った。

　今度は別の感情で、ポポポとベアトリクスは赤くなってしまう。

「チッ、最後はそうやっておいしいとこどりですか」

　赤くなっているベアトリクスの横で、セシリアが小声で何か言い、

「君がベアトの手を握ってから少しは待ったんだから、褒めてほしいくらいだよ」

　とシモンが小声で返して、残念ながら二人の攻防はベアトリクスの耳には入らなかった。

「ごきげんよう！」

　そんな三人の話を、突然、幼い子どもの声が遮った。

　声の方を見れば、皇太子妃と金髪の五歳くらいの子どもがこちらに向かって歩いてきていた。

「皆様、ごきげんよう」

　本宮にいるはずの皇太子妃がどうして離宮にいるのかという疑問は、すぐに説明してくれる。

「ちょうど今から離宮で息子のアクセルとおやつを食べようと思っていましたの。南国のデザートで、椰子の実から作られたものなのよ。離宮に椰子の木があるので、アクセルに見せようと思いまして。せっかくですから、皆様もご一緒しませんか？」

「椰子の実ですか……」

　今、ベアトリクスは泣いたり怒ったりしたばかりなので、できれば部屋で休みたいと思っていたが、アクセルと呼ばれた少年がニコニコと笑顔でこちらを見ている。

「初めまして、ベアトリクス・ヴァーミルと申します」

「はい、僕はアクセルです！」

　アクセルがぴっと手を挙げた。

「あなたたちはコクヒンのかたですね。ゆっくりしていってくださいね！」

　たどたどしいがしっかりとした物言いに、シモンたちも頬を弛めてしまう。

「アクセル、お茶にお誘いして？」

　皇太子妃がそう言うと、アクセルは「はい、おかあさま！」と元気に答えてから、ベアトリクスたちの方を見上げて言う。

「ぜひ、おちゃをしてください！」

「可愛い」

　ベアトリクスが頬を赤くして呟いた。さすがに無理だと断ることもできなくて、ベアトリクスたちは急遽、皇太子妃とお茶をすることになった。

「ベアトリクス様、私は先に部屋で調べ物をしておきますね」

　ただ、セシリアだけは晩餐に続いてお茶までも同席することは恐れ多いと感じたらしく、そう言って場を辞した。

「セシリア、さっきはありがとうね」

　戻ろうとする彼女にそう呼びかけると、セシリアはにっこりと微笑んで頷いてくれる。

（セシリアがいてくれて良かった……）

　泣く姿など、皇太子妃に見せるべきものでもない。それが悲しみからではなく怒りからだといっても、外で泣くなんて貴族としてはあまり体裁が良くなかった。それでもそのことを注意するのでもなく、セシリアは柔らかく受け止めて解してくれた。ベアトリクスはそのことに強く感謝しながら、皇太子妃たちとのお茶に臨んだ。







＊＊＊








　ベアトリクスたちが案内されたのは、離宮の中でも王族のみに許される庭園だった。

　立派な椰子の木が東屋の周りを囲んでおり、普段はあまり見ない大きな赤い花弁の花が綺麗に咲いている。さすが王族専用の庭園だと思った。

　お茶を用意するわずかな時間で、ベアトリクスはアクセルとすっかり打ち解けてしまった。

「そうなんですか、アクセル王子は賢いですね」

「ありがとうございます！　ベアトリクスさまもカシコイですね！」

「あら、嬉しいです！」

　二人が微笑ましく笑い合う姿に、シモンも思わず頬を弛めてしまう。

「ヴァーミル公爵ご夫妻は仲睦まじいのですね」

「そうですね」

「まあ、素敵ですね。我が家もあやかりたいわ」

「十二分に仲睦まじいと聞いております。アクセル王子殿下も健やかにお育ちのようで、隣国として喜ばしい限りです」

　シモンがにっこりと微笑むと、皇太子妃も笑みを返してから、サッと扇で己の口元を隠す。そして、

「これは非公式ですので、世間話として聞いてほしいのですが」

　と口を開く。

「はい、どうぞ」

　アクセルとベアトリクスはおしゃべりに夢中なので、シモンは皇太子妃の言葉に耳を傾ける。おそらくアクセルがいたからこそシモンたちを誘ったのだろう。

　あくまでこれはアクセル王子のお茶会の中での談話で、公式なものではまったくないということだ。

「私が義妹のように可愛がっている娘が、今、ちょっと困ったことになっていますの……」

　義妹になったのはデイジーだが、そうではないことはすぐにわかった。

「そのようですね」

「国の内情を話すことはお恥ずかしい限りなのですが、彼女は、今は子爵夫人にもかかわらず、生家の伯爵家の仕事柄、どうしても恨みを買いやすくて……」

「そうなのですか？」

「ええ、彼女の生家のグレシャム伯爵家は代々海軍の統括をなさっていて」

　それはクゼオンダでも有名な伯爵家の名前だった。

（なるほどね……）

　ようやくシモンにも全容が見えてきた気がした。

「王子妃はハンピア男爵家のご令嬢ですよね？」

「彼女の主家はグレシャム伯爵家と双璧を成す陸軍統括のギーク侯爵家です」

　ただの婚約破棄騒動ではなかった――ということなのだろう。

「ちなみに私の叔母がグレシャム伯爵家に嫁いでおります」

　皇太子妃はグレシャム伯爵家を後援している。いや、王家としてグレシャム伯爵家を優遇しているのだろう。ここは海に面した地域だ。海軍が陸軍より力を持っているとしても、さもありなんだ。

　しかし、それを面白く思わない輩がいた。

　陸軍統括のギーク侯爵家。侯爵というからには伯爵家よりは地位が高いはずだが、それでもすべての権力を握れるほどではないようだった。

　脳内でめぐる様々な出来事を整理していく。

　悪役令嬢と貶められたアンネリーヌ。

「もしかして三年前に伯爵家のご子息が亡くなったのも――」

　船の事故だったとはいうが、果たしてそれは本当に事故だったのか。

　皇太子妃は何も言わなかったが、否定もしなかった。つまりはそういうことなのだろう。

「一年前――」

「はい」

「アクセルが原因不明の高熱で死の淵を彷徨う出来事がありました」

　王子の暗殺未遂事件のことだ。噂ではあったが、それが現実に起こっていたことに、この国の不安定さを憂う。

「その結果、アンネリーヌがするすると犯人扱いされて、私はゾッとしました」

　皇太子妃はぎゅっと白い手袋で扇子の持ち手を強く握りしめている。

「確かにこの子が倒れたときのお茶会で一緒にいたのはアンネリーヌでしたが、彼女ではありません。ですが無罪の証拠もなく……」

　それは現状とも似ている気がした。

「幸い、アンネリーヌが捕まることはありませんでしたが、婚約破棄の決定打となりました……」

　震える声で目を伏せる皇太子妃は、悔しさでいっぱいなのだろう。

　シモンは同情することも、労ることもせずに、ただ、淡々とその言葉を受け入れた。

　どの国であっても、多かれ少なかれ国内でのもめ事はある。それを収めていかねばならぬのが国政だ。

「私にとってアンネは大切な妹なんです……義妹だなんて思ったことはありません……本当の妹のように可愛がってきた子なのです……」

「それは私に言っても仕方ないことかと……」

　シモンは冷たく皇太子妃をつきはなしたが、それも無理はない。いくら彼女にとってアンネリーヌが家族のような存在であっても、それは彼女にとってであり、シモンにとっての最愛はベアトリクスただ一人だ。わざわざ他国で、しかも自分たちとはなんら関わりのない人間に対して、首を突っ込む気などさらさらなかった。

「皇太子殿下はなんと仰っているのですか？」

　皇太子妃がこれほど心を砕く相手なら、皇太子とて何か手を加えても良さそうだが、皇太子妃の顔は暗いままだ。

「彼は……王になる身ですので、貴族間の争いに必要以上に加わることは許されません」

「まあ、そうでしょうね」

　この国を牽引していく立場の人間が、あっちこっちに揺れていては、いずれ寝首をかかれてしまうだろう。

　一年前の事件に皇太子が関われたとしたならば、それは自分の息子のことだったからだ。

　今回も一応王族が関わってはいるが、相手が侯爵家となれば、また出方にも気を付けねばならないだろう。

（我が国よりもひどいな……）

　国政というのはどうしても派閥が出来てしまう。実際、クゼオンダ国でも穏健派と躍進派がある。中にはシモンを国王に据えたいと未だに考えている連中もいて、シモンはその対応に苦労していた。

　だが、それでも王族の暗殺未遂なんて出来事は起きてはいないし、どちらか片方が他方を制圧しようとしている様子もない。際どいところで均衡は保たれているのだ。

　しかし、チジル国の一連の騒動は、国自体を揺るがしかねない危険性も孕んでいるようにシモンは感じた。

「ヴァーミル公爵ご夫妻は、ニーラ竜王国の継承問題も丸く収められたと聞きます。是非とも私たちの国のことも御協力願えないでしょうか……」

　私的な話の枠を大きく超えた皇太子妃の申し出に、シモンは強く首を横に振りたかったが、そのタイミングを見計らったかのように、ベアトリクスが、

「シモン様……」

　とシモンの名前を呼んだ。

「なんだい、ベアト」

　シモンはベアトリクスの、その見上げてくる無垢な瞳に弱い。

「アクセル王子殿下も、アンネが大好きなんですって」

「そうなのかい？」

　シモンが尋ねると、アクセルは強く肯いた。

「アンネねえさま、だいすき！　ぼく、サーイにさわるとぶつぶつができちゃうんだけど、アンネねえさまがぶつぶつのでないサーイをつくってくれたんだ」

「ぶつぶつ……？」

「アクセル、人に言ってはいけないと言ったでしょう」

　皇太子妃がアクセルを叱る。

「アクセルはサーイの花で少し肌が荒れてしまうのですが、あまり人には……」

「ええ、大丈夫ですよ。私も王子だったときに母に叱られたことを思い出しました」

　シモンがニコリと微笑み、アクセルに諭す。

「アクセル王子殿下。次期皇太子が弱点を人にむやみに教えるのは危険なのですよ。王子の弱みを見つけた人が、わざとアクセル王子にサーイの花を届けに来るかも知れません」

　アクセルはハッとした顔になったが、すぐに、

「でもへいきだもん！」

　と強く言い切った。子どもらしいささやかな抵抗は可愛らしい。ベアトリクスもそう思ったらしく「ふふ、可愛い」と声を漏らしていた。

　さすがに皇太子妃の前で「ベアトも可愛いよ」と言うわけにもいかず、シモンはダダ漏れの甘い視線だけで留めたが。

「アクセル、今は王族が少ないのでそう言えるだけですよ」

　皇太子妃がまたアクセルに強く言った。

（今は、ね）

　これからは……と考えて、デイジー王子妃に子どもができた場合も王家の血を引くことを察する。そうなれば、王位継承権も発生するということだろう。

　皇太子夫妻にはアクセル王子という子どもがいるが、次世代の継承者はアクセルだけだ。アクセルに何かあれば、その継承順位は変わってきてしまうだろう。

「だって……ぶつぶつでないもん……」

　アクセルが口を尖らせながらそうぼやいた。

「そうなのですか？」

　シモンが皇太子妃に尋ねると、彼女は困ったような笑みを浮かべてから肯く。

「まだ内密にはされていますが、アクセルのような発疹がでやすい子のためにアンネが品種改良しているのです」

「それはまた……」

　ヘイリスからアンネリーヌが毒に精通していると聞いてはいたが、これで合点がいく。

　アンネリーヌは植物全般に精通しているのだろう。植物は毒にも薬にもなる。ヘイリスはその毒にばかり目がいっていたのだと気づいた。

「アンネねえさま、すごいんだよ！　ぼくもけっこんしきにはサーイのはなをいっぱいつかうんだ！」

　ヘイリスの結婚式でも数多くのサーイの花が使われていた。

　サーイのリースの下でキスをすれば幸せになれるなんて迷信があるほどだ。この国の人間にとって、それだけサーイの花は重要なのだ。

　次期皇太子になるアクセルが、その花を結婚式に使えないとなれば、確かにそれはあまり良くないだろうことは想像に難くない。

（この小さな王子のために、あの花畑を作ったのか……）

　症状を出しにくくした品種を作るなど並大抵の努力ではない。それを成し遂げたアンネリーヌは、やはり突出した才能の持ち主なのだとシモンは思う。

「シモン様……」

　ふと、ベアトリクスがシモンを呼んだ。

「なんだい、ベアト」

「私……できることなら、アンネを助けたいです」

　アクセルとおしゃべりをしていたが、皇太子妃とシモンの会話もしっかり耳にしていたのだろう。

　ベアトリクスの表情は曇っている。彼女もこの案件が非常にデリケートで難しいことだとわかっているのだろう。

　それでもアクセルのためにこうして花の品種さえ改良してしまうアンネリーヌを、ベアトリクスもまた助けたいのだという気持ちはわかった。

（少し妬けてしまうな）

　セシリアも妬いてしまうと言っていたが、シモンにも同じようにその気持ちはあった。

　アンネリーヌとは少ししか一緒にいなかった。

　それなのに、どうしてかベアトリクスは彼女に強く惹かれているらしかった。秀でた才能を持つ者同士、何か通じるものがあるのかもしれない。

「僕たちには何もできないかもしれないよ？」

「それでも私は、何かできることがあればしたいです！」

　迷いなくこちらを見上げるベアトリクスの目には、強い決意が宿っていた。

　こういうとき、シモンなら自分のできる範囲のこと、地位、状況、すべてを鑑みて、予想しうる結果を判断してから行動を起こすので、予想外のことは起きないし、害を被るような失態も犯さない。

　だが不可能を可能にする――という自分の想定を超えてしまうのは、いつもベアトリクスだと思う。

　ベアトリクスならなんとかできるかもしれない。

　その無限の可能性を、シモンは否定しない。

　むしろ己にはないその無謀ともいえる勇敢さを愛しいとさえ思う。

　彼女のこのきらめきを自分はどこまでも守っていきたいとシモンは願う。

「ベアトリクスがのぞむままに」

　シモンがそう言って恭しくその手に口づけをすると、サーイの花のように愛らしくベアトリクスが微笑んだ。
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　宮殿内でもかなり北端の日当たりの悪い場所に、その塔はあった。

　ベアトリクスはその塔を見て、ごくりと生唾を飲み込む。

「怖いなら引き返すかい？」

　シモンが心配そうに尋ねると、ベアトリクスはふるふると首を横に振った。

「ここにアンネがいるなら、絶対会いに行かないと！」

　まだ容疑者の段階のアンネリーヌは、幸いなことに牢獄には入れられていなかった。

　皇太子妃の権限で、シモンとベアトリクスのみがアンネリーヌとの面会を許された。それでも時間は限られているうえに、何人もの近衛兵が付き従った物々しい管理下の状態だ。

　狭くはないが、決して広いとはいえない塔の中層階にアンネリーヌはいた。

「アンネ……！」

　貴族の女性が住むにはあまりにも不十分な小さな部屋に、アンネリーヌは閉じ込められていた。

「ベアト様……？　どうやってここに……」

　アンネリーヌは、訪れたベアトリクスたちにひどく驚いた。

「皇太子妃様にお願いして来たの。アンネ、体調などは大丈夫？」

　近寄って、ぺたぺたとアンネリーヌの頬に触れてベアトリクスが確認すると、彼女は目を糸のように細めて笑う。

「大丈夫ッス。すみませんねぇ、こんなところまで来てもらっちゃって」

「きちんとご飯は食べられているの？」

「まあ、今のところは罪人ではないので大丈夫っス」

　昨日の今日なので、それほどひどいことにはなっていないようだが、それでもこんなところに監禁するのはあんまりだとベアトリクスは思ってしまう。

「アンネ、もし逃げるなら、助けるわよ？」

　小声でこそこそとベアトリクスが告げると、アンネリーヌがこんなときなのに笑う。

「ふはっ、そんなことを言うのはベアト様ぐらいっスよ」

「あら、私、こう見えても窓からカーテンで降りたことがあるのよ！」

「ここの窓は、はめ殺しなんで難しいっスねぇ」

「本当にひどいところに監禁しているのね！」

　思わずジロリと扉の外の近衛兵を睨みつけてしまうが、彼らも職務を全うしているだけなので、そんな風にベアトリクスに睨まれてもどうしようもないのだろう。他国の外交官夫妻を敵視するのではなく、各々がフッとベアトリクスから目を逸らすだけまだマシだった。

「あのね、アンネ。アンネは毒に詳しいの？」

　時間が限られているので、建前などは抜きにして疑問に思っていたことを尋ねると、アンネリーヌが苦笑する。

「そうですね、植物学を研究しているので、植物毒に関してはなかなか詳しいっス」

「そうなのね……」

「それじゃ、呼吸困難とかを起こす毒はあるの？」

「ありますね」

　サラッとアンネリーヌは断言する。

「無味無臭で飲んでも気づかれない毒ッス。ただ栽培が難しいので、手に入れることは難しいっス」

「それなら……」

「ただし、あたしは自分の植物園を子爵領に持っているので、そこにはその原料の植物があります」

　あまりにも不利な内容だった。

「アンネ、それって誰か知っている人は……」

「いるっスね。この前、植物学会論文に載せてもらったばかりっス」

　それならアンネリーヌが犯人であるという証拠として、それを持ち出す者は出てくるだろう。

「アンネ……どうして結婚式の前にデイジー王子妃に会いにいったの……？」

「デイジー王子妃に今までのことを謝りたいと言われたからっス」

「それを証言したのよね？」

「してはいますけど、のこのこと二人っきりになったのはあたしなんで」

　ふっとアンネリーヌが鼻で笑った。

「状況証拠も物的証拠も揃っているんで、どうしようもないっスね」

「じゃあ、本当にアンネが紅茶に毒を入れたの!?」

　ベアトリクスが立ち上がって抗議すると、アンネリーヌは笑いながら首を横に振った。

「入れてません。今更王子妃になんの未練もないっスよ」

「だったら……」

「でも、何を言っても私が悪いという風になってしまうんスよねぇ……」

　椅子の背もたれにぐっと背中をあずけて、アンネリーヌが薄汚れた天井を見上げる。

　以前は王族を幽閉していたらしいこの塔は、最近はほとんど使われていなかったらしく、お世辞にも手入れが行き届いているとは言えない。

　部屋の端にうっすらと残る蜘蛛の巣の残骸を見つめながら、アンネリーヌは言葉を続ける。

「もうね……兄が亡くなったときから、あたしは悪役令嬢なんですって」

「アンネ……」

「何をしても、何もしなくても、全部あたしのせい。すごいですよぉ？　デイジーなんてどうでもいいのに、ちょっと横を通っただけで、睨んだやら、悪口を言ったやら、言ったこともしたこともないことがあたしの悪行になるんス」

　兄が亡くなったというなら三年前からだろう。この三年は彼女にとって激動の三年間だったことは容易に感じられた。

「あたしは、そんなに誰かに恨まれるようなことをしたんスかね？」

「アンネ……」

「好きでもない男と結婚するくらい、貴族の娘なら大体そうだし、相手が王族ならそれなりの教養も必要だと言われて、好きでもない勉強もやらされて……そんなに頑張って仮面まで被ってやってきたのに、あたしがしてきたことってなんなんスかねぇ……」

　疲れ切ったアンネリーヌに対して、ベアトリクスはその手をぎゅっと握りしめた。

「アンネのおかげでアクセル王子殿下は、サーイの花の結婚式ができるって！」

「え……？」

「サーイの花で蕁麻疹が出るってアクセル王子が言っていたけれど、アンネが作ったサーイの花ならそれが起きないって喜んでいたわ！」

「アクセル王子が……」

　思わず名前を出した瞬間、複雑な表情をアンネリーヌは浮かべた。

「誰かのためにそうやって不可能を可能に変えられるアンネが悪役令嬢のわけない！」

　ベアトリクスが力強く断言すると、眩しいものでも見たかのようにアンネリーヌが目を細めた。

「ヴァーミル公爵」

　アンネリーヌがベアトリクスの背後に立つシモンを呼んだ。

「なんだい？」

「申し訳ありませんが、サーイの花を一度――」

　アンネリーヌが何か言いかけた瞬間だった。バンッと突然、塔の扉を開ける音がこの階まで響いた。そしてこの上の階まで聞こえるほどの大きな声が入り口から聞こえてくる。

「誰が勝手に面会を許した！」

　びくんっとベアトリクスが背を強ばらせると、誰かが勢いよく階段をあがってくる。

「おやおや、他国まで来て罪人と何のお話ですかな？」

　現れたのはひょろりとした長身の、神経質そうな顔色の男だった。

「ギーク侯爵です」

　アンネリーヌがそうベアトリクスたちに小声で説明してくれる。

「初めまして、ヴァーミル外交官。私はこの国の陸軍総司令で侯爵のデュランバル・ギークと申します」

　これ見よがしにわざとらしくシモンを外交官呼ばわりしたうえで侯爵が名乗った。その肩にいくつもの胸章がギラギラと並びつけられている。

「初めまして、ヴァーミルです」

　にこりとシモンが挨拶をしながら立ち上がり、ギーク侯爵に手を差し伸べる。

　ギーク侯爵はその手を受け取らずに、冷ややかにシモンとベアトリクスに対して言う。

「困りますなあ。一介の外交官が勝手に容疑者と面会なんぞされると……」

　夫であるシモンをわざと軽んじる言いように、ベアトリクスはわかりやすく頬を膨らませた。べーっと舌を出して抗議したくなったベアトリクスに、シモンはそんな妻を隠すように矢面に立つ。

「申し訳ありません。皇太子妃殿下に様子を見てくるように頼まれまして」

　シモンが皇太子妃の名前を出すと、嫌そうにギーク侯爵は顔を顰めた。

「妃殿下ともあろう方が罪人に肩入れなど情けない」

「罪人って――」

　まだ犯人と確定していないのに、その言い方はあんまりだと思った。問い詰めたいベアトリクスをシモンがその背中で制する。

「シモン様……」

「この罪人は一週間後には裁判にかけられ、極刑に処される身です。他国の外交官が首を突っ込む話ではないんですよ」

「一週間!?」

　そんなの無茶で横暴すぎると思ったが、何か話そうとする前にギーク侯爵が断言する。

「散々この国に悪名を轟かせた女の最期です。どうぞ、あなたたちは傍聴席で聞いていてください」

「そんな……！」

　ギーク侯爵はシモンたちに一切話をするつもりがないらしく、二人は別れらしい別れの言葉も告げられずに、塔から外に出されてしまう。

「シモン様……」

「ベアト、大丈夫かい？」

　シモンが心配そうにベアトリクスを見下ろす。

「私……」

　ぐっ、とベアトリクスは拳を強く握る。

「恥ずかしい……」

「ベアト？」

「悪役令嬢になりたいなんて言っていた過去の自分が……とても恥ずかしいです……」

（アンネは周りの人に勝手に悪役令嬢にされてしまった……）

　悪役令嬢がどんなものかなんて深くも考えずに、そうなることに憧れていた自分が腹立たしい。

　悪いことをしなくても、勝手にそうなっていく状況だってあって、そうして『悪役令嬢』だと言われてしまう人だっているのだと、アンネリーヌを見て知った。

　彼女の諦めたような表情に、自分がどんなに薄っぺらいのか思い知る。

「ベアト……」

　友達が陥れられようとしているのに、何の手立ても講じられない。

　何の助けにもなれない。

　ぐっと指が白くなるほど拳を握りしめると、その手をそっとシモンが広げてくれる。

「僕はどんな君でも大切だし、大好きだよ……」

「シモン様……」

「そして、君ができないことは僕が叶えてあげるから、安心して良いよ」

「でも……どうしようも……」

「とりあえず、セシリアも部屋で待っているから戻ろう」

　シモンが優しくベアトリクスを諭してくれたので、ベアトリクスはぐっと食いしばっていた表情をへにゃりと弛たゆめた。

　シモンがふっと笑ってから、妻を胸に抱き寄せ優しく囁く。

「大丈夫だよ、ベアト」

「シモン様……」

　ベアトリクスが胸の中に収まると、シモンはその頭を優しく撫でながら言った。

「君を悲しませる奴は、僕が決して許さないから……」

　シモンの榛はしばみ色の瞳が鷹の目のように鋭くなったことは、幸いその胸の中にいたベアトリクスからは見えなかった。
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「なんですか、それ！」

　離宮に戻ったあと、ヘイリスから聞いたことや塔であったことを話すと、セシリアはひどく憤慨した。

「アンネリーヌ様に非はないではありませんか！」

「そうだね。彼女自身には何の非もない。だが、彼女の生まれ、生い立ち、環境すべてがそうなるように仕向けられたとも言えるね」

　シモンが冷静にそう評した。

「なんとかできないんですか……」

「デイジー王子妃が倒れた理由が毒でないことを証明する手立てがないかぎり……」

「胸元が赤く……湿疹……呼吸困難……」

　セシリアが唇に指を当てて考え込む。

「私、図書室で興味深い文献を読みまして」

「あら、どんな本なの？」

「サーイの花についてなのですが」

　この国にしかないサーイの花をセシリアは調べたらしかった。確かに、ヘイリスたちの船にはサーイの花で作られたアーチが設置されていたことを思い出す。

　デイジーの持っていた花嫁のブーケもサーイの花がはいっていたはずだ。

「あの花をしらべましたら、バソ科の植物だということがわかりまして」

「バソ？」

　聞いたことのない名前に首を傾げると、セシリアが説明してくれる。

「バソは小さな赤い花を咲かせる植物なのですが、その花粉でやはり湿疹が出る人もいるんです」

「アクセル王子もそうだと聞いたわ！　蕁麻疹が出るんですって」

「その蕁麻疹が厄介なんです」

　セシリアがびっと指を一本立てる。

「蕁麻疹って身体の表面にでるとは限らないそうなんです」

「まあ、そうなの？」

　ベアトリクス自身は蕁麻疹になったことがないのでよくわからないが、侍女であるマーガレットがたまに寒い日になっていたので、それが堪らなく痒くてぼつぼつと大きな湿疹であることは知っていた。薬を飲めば治まるが、ならないようにすることは難しいのだと言っていた。

「たとえば喉などの身体の内側にできて腫れてしまうと、そのせいで呼吸が苦しくなることもあるようで……」

「……身体の内側に出ることもあるの!?」

　てっきり身体の表面だけにしか出ないと思っていたので、素直にベアトリクスは驚いた。

「私も詳しくはわからないのですが、症状が多様なのだと聞きました」

「それは怖いわね……」

「ですから、デイジー王子妃の症状も、そのようなものの可能性は考えられませんでしょうか？」

「きっとそれだわっ！」

　ベアトリクスがガタンと椅子から立ち上がった。頬を紅潮させながら、シモンの方を見る。

「まあ、その可能性はあるかもしれないね……」

　シモンは口元に手を当てながら何かを考えているようだった。

「シモン様？」

「だが、それがわからないはずはないのだが……」

「それはそうですね……」

　セシリアも納得して考える。確かに毒ではないと判明することにそれほど時間はかからないはずだ。

「アンネを有罪にするため……ですか？」

「そうだろうけど、毒という証拠がないにもかかわらず彼女を確実に有罪にするためには……」

　ベアトリクスの脳裏に様々なコマが並んでいく。






　アンネリーヌ。

　ヘイリス。

　デイジー。

　ギーク侯爵。

　ヒート子爵。

　皇太子夫妻とアクセル王子。






　ぽおっと頭が熱くなってくるのは、コマを脳内でめまぐるしく動かしているからだ。

（ギーク侯爵側から攻める方法を考えないと駄目なんだ……）

　受け手から考えてはいけない。攻め方の戦法を見極めなければ先回りはできない。

（毒は証拠がなさすぎる……サーイの花なら首都でも用意ができる……サーイの花が引き起こす症状だとバレてもいい……？）

「サーイの花の症状だって言って、アンネを犯人にするんだ……」

　ポツリとベアトリクスが呟くと、

「子爵領がサーイの花の産地だからですね……！」

　とセシリアも肯く。

　裁判は一週間後だとギーク侯爵は言っていた。

「いますぐヒート子爵に連絡を取ってみましょう！」

　ベアトリクスの一声でトリスタンをすぐに離宮に呼んだが、結果は最悪だった。

「持ってきたサーイの花はほとんど枯れていますね」

　トリスタンは突然の呼び出しに戸惑ってはいたが、質問にはきちんと答えてくれた。

「そんな……」

「ドライフラワーやドライリースもありますが、乾燥してしまっているので……」

　サーイの花を持ってきてほしいと頼んだが、彼が持ってきたのはドライフラワーにしたものだけで、生花は一つもなかった。

「一本もないの？」

「申し訳ありませんが、領地に戻らないと……」

「確かここから片道だけで四日か……」

　裁判には当然間に合わない。

「毒ではなく、子爵領から持ってきたサーイの花で意図的にデイジー王子妃に発作を起こさせた――という言いがかりは、なかなかどうして筋が通るね」

　シモンは眉間に皺を寄せて言った。

「子爵領のサーイの花はそういった症状を起こさない品種改良種と知っている者は？」

「実はまだ公式発表前なのでほとんど知られていません」

「今から発表したところで……」

「本当にそうなのかは、実物がないので裁判では証言できません」

　四人はしんっと静まりかえってしまう。

「もう……なんで……」

　静寂を絶ったのは、トリスタンの悲痛な声だった。

「なんでアンネリーヌをそっとしておいてくれないんだ……」

　頭を抱え込んでうつむくトリスタンを見て、ベアトリクスは考える。

（もっと早く行ってこられないのかしら……？）

　そう考えた瞬間、ヘイリスたちの結婚式の映像が、ポンッと頭の中に浮かんだ。

「そうだわ、〝良いこと〟を思いつきました！」

　ベアトリクスがキラキラとした目で声をあげた。

「ベアト……？」

「ベアト様？」

　シモンとセシリアが警戒するが、今回ばかりは二人も納得してくれるだろう。

「船を使ってはどうでしょうか！」

「なるほど、船か」

「確かに船なら、行きは遡上しなければなりませんが、帰りは流れに乗ってこられますね」

　トリスタンが顔を上げる。

「で、ですが、遡上できる船などすぐには……」

「いや、できなくはない」

　シモンが口を開く。

「外交特例というものがあって、危急の案件が発生した場合、クゼオンダ国は貴国から船を拝借して帰ることが可能なんだ」

「それでは……！」

　トリスタンが大きく目を見開いて驚く。

「しかし、当然、それには僕が乗っていなければならない。それに万が一、裁判に間に合わなかった場合、アンネリーヌの弁護をできる人間が果たしてこの国にどれだけいるのか……」

「それでしたら、私とセシリアがこちらに残ります」

　ベアトリクスがぴっと片手を挙げて宣誓する。

「そうだね。ベアトならそう言うと思った」

　シモンはベアトリクスがどう対応するかわかっていたようだった。

「けれどベアト。そうなると君の権限は、外交官夫人でしかないから、クゼオンダにいる頃とは比べようもないほど少ない。もしかすると、君に危害を加えようとしてくる人もいるかもしれない。それでも――そこまでの危険を冒しても君はアンネリーヌを助けたい？」

「もちろんです」

　迷いなくベアトリクスは答える。

　シモンはそんなベアトリクスを見つめて、仕方ないなあと言わんばかりに曖昧に微笑んだ。

「それでは今から皇太子夫妻に謁見を申し出て、船を借りられるように頼んでくるよ」

「し、しかし、危急の案件などないのに……」

　困惑しているのは、一番アンネリーヌを助けたいと思っているはずのトリスタンだった。

　いや、一番助けたいと思っているからこそ、他国の人間であるベアトリクスたちがそうして動いてくれることが信じられないのだろう。

「外交問題になってしまっては……」

「ああ、大丈夫だよ。危急の案件は建前で、以前は慰安旅行の帰りに船で帰りたいと言って借りた事例もあるから。チジル国としては国力を見せたいだろうし、クゼオンダとしても船を貴国から購入するためには新しい船の操作性など確かめたいからね」

　クゼオンダにも大きな川はあるが、本数もすくなく山間に向かえば岩が多くなっていくので、どちらかといえば陸路が中心だ。そのためチジル国から船を購入することで、諸々の経費を抑えている。

　シモンも外交官ということから、そのあたりを絡めて船を借りるつもりなのだろう。

「そ、そうですか……」

　トリスタンが青ざめた顔のまま小さく肯いた。

　シモンが言ったとおり、それほど苦労することなく船を借りることはできた。






　その日の晩、ベアトリクスはぎゅうぎゅうにシモンにしがみついていた。

「ベアト……そんなにきつくしがみついていては眠れないんじゃないかな……？」

　シモンがやや引き攣った顔でベアトリクスにそう言った。

「明日から数日、シモン様と会えないので、寂しくならないようにいつもの倍、しがみついていようと思って！」

「ははは、僕がいないと寂しい？」

　シモンが横を向いて聞いてきたので、ベアトリクスは力強く肯く。

「寂しいに決まっています！」

「そうなの？」

「そうです！」

　仕事などでシモンが家を留守にすることはあっても、一日二日程度で一週間近く離れていたことなどベアトリクスには一度もない。

　それをセシリアに言ったら、

「え、今回が初めて!?　一度もないんですか？　あの人、王子でしたよね？　うわぁ……ちょっと引きますね。どんだけ執着強めなんですか」

　と引いてはいたが、ベアトリクスとしては嫌ではないので、どのあたりが執着なのかは理解できていない。

（今まで婚約してからずっと二人でいたから、こんなに離れているのは初めてかもしれないわ……）

「シモン様……」

「なんだい、ベアト？」

「アンネ、絶対助けられますよね……？」

　今、アンネリーヌはあの狭くて劣悪な塔でどのように暮らしているのか。

　寒くはないか、きちんと食べているのか。

　自分はシモンの腕の中でこんなに暖かくいられることを、少しだけ申し訳なく思っていると、ベアトリクスの額を優しくシモンが撫でた。

「大丈夫だよ」

　ベアトリクスを見つめる目も暖かい部屋の暖炉のような色合いで、ベアトリクスはすりっとその胸に頭をよせる。

　するとシモンはベアトリクスの背中に手を回して、そっと壊れ物でも触れるかのように慎重に抱き寄せる。

　トクントクン、と少しだけ速いシモンの心音に、彼も離れるのが寂しくて緊張しているのだと思った。その音を聞いているだけで、とろとろと眠気がベアトリクスにやってくる。

　うつらうつらと目を閉じる間際、どうしてもこれだけは言っておかねばと、ベアトリクスは最愛の夫に愛を告げる。

「シモン様、大好きです……」

「僕も……君が大好きだよ……」

　暗闇にシモンの声が聞こえて、一瞬だけ抱きしめる手に力が込められたが、それには気づかずベアトリクスは眠りに落ちた。







＊＊＊








　翌日の昼には、シモンは船を一艘借りる手続きを終えて、出発することになった。

　宮殿内にきちんと船が出航できる船着き場があるのはチジル国特有だろう。

　皇太子妃が便宜を計ってくれたらしく、一日も経たずに船を用意してもらえたのは良かった。

「それでは、セシリア。くれぐれもベアトリクスを頼むよ」

「お任せください」

　セシリアがしっかりと返事をする横で、ベアトリクスは最後にもう一度シモンに抱きつく。

「絶対にサーイの花を持ってきてくださいね」

「ああ、大丈夫だよ」

「ヴァーミル公爵、行きましょう」

　船にはトリスタンも同乗することになった。サーイの花の管理をしているからだ。

「では、行ってくるね」

「いってらっしゃいませ」

　シモンの乗った船が静かに港から離れていく。

「開門せよ！」

　開門の指示で、水門が開いて船が進み始める。それをベアトリクスは水門が閉じるまで見送っていたが、水門が閉じた瞬間にくるりとセシリアの方へと向き直り言い放つ。

「さあ、セシリア、私たちはアンネの面会に行きましょう！」

「そう仰ると思っておりましたので、面会申請許可は得ております」

「すごいわ、セシリア！　私が言う前だったのに」

「シモン様がベアト様ならそうされるだろうから……と。自分の手の内にベアト様を囲うことにかけては異常に才能がありますよね……才能……？　才能というかもうあそこまでいくと、変態じみてますよね……」

　ぶつぶつとセシリアが言っているがベアトリクスはそれを聞き流して、トテトテと塔に向かって歩いていく。

「セシリア、食べ物とかも差し入れてもいいのかしら……」

「皇太子妃殿下には許可を得ておりますので、持ってきています」

　しれっと手持ちのカゴをセシリアは見せてくれた。

「本当に、シモン様といいセシリアといい、私のしたいことを全部わかってしまうのすごいわ！」

「全部はわかりませんよ」

　セシリアが苦笑いを浮かべる。

「ベアト様は私たちの想像を超えたこともたくさんしてくださるので、いつも私はドキドキしています」

「そうなの？」

「ですが一方で、わくわくもします。ベアト様ならどんな困難なことでもきっと乗り越えてくださると。そういう風に人に思わせてくれる力があると私は思います」

　セシリアが聡明な水色の瞳でまっすぐにベアトリクスを見た。

　その瞳に映るベアトリクスは、ただ愛くるしいだけの貴婦人ではないのだと信じて疑わない敬愛の情が窺えた。

「セシリアにそう思ってもらえてとても嬉しいわ」

「いつも思っていますよ」

「ふふふ、ありがとう」

　二人で笑いながら塔までたどり着いたときだった。

（あ……）

　ベアトリクスは思わず立ち止まってしまう。

　塔の前にギーク侯爵がいたからだ。

　彼はベアトリクスたちを認めると、ふんっとわざとらしく鼻で笑った。

「これはこれは。隣国の外交官夫人ではありませんか」

「こんにちは、ギーク侯爵」

「ああ、どうもこんにちは」

　まるで下の者に対するかのような態度だった。セシリアは表情こそ変えなかったが、気配で不快に思っていることがベアトリクスにもわかった。

「夫人、塔には上がれませんよ」

　ギーク侯爵がすげなくそう言うと、セシリアがベアトリクスの代わりに対応する。

「失礼ながら、皇太子妃殿下の許可は得ております」

「ハッ、皇太子妃殿下ねぇ。一国の次期王妃が私情を挟んでよその外交官まで引きずり込んで、恥ずかしい話だ」

　仮にも自国の皇太子妃に対して、あまりにもあまりな言いようだった。

「あら、ご存じないんですか？」

　ベアトリクスはこてんと首を傾げる。その愛くるしい仕草を、ギーク侯爵は訝しげに見た。嫌味を言っても不快さえ顔に表さないベアトリクスを不思議に思ったのだろう。

「何をかな？」

「私とアンネリーヌは友達なんですよ」

「は？」

　ギーク侯爵が理解不可能だと言わんばかりにベアトリクスを凝視した。

　ベアトリクスはにこにこと微笑んだまま、ギーク侯爵に言う。

「ですから、皇太子妃殿下に何も言われなくとも、私はアンネリーヌのことを助けます」

「他国の人間が何を――」

「この国は、水運が発展していて素晴らしい国だと思います。サーイの花も美しいし、海が近いだけあって海産物も豊富です。他国に自慢できることがいっぱいあって、私、とても素晴らしい国だと思いました」

　一転して突如チジル国を褒め始めたベアトリクスに、ギーク侯爵は出鼻をくじかれたようで、開いた口をぐっと閉じる。

　そのタイミングでベアトリクスはさらに彼に言い募る。

「だからこそ、アンネリーヌが悪役令嬢だなんて貶められ、してもいない罪を負うことは、この国の恥だと思います」

　皇太子妃がアンネリーヌを助けたいと思うことが恥ずかしいなら、無実の罪のアンネリーヌを有罪に持ち込むことこそ『恥ずかしいこと』だろう。

　ベアトリクスはその瞳に力を込めて、まっすぐにギーク侯爵を見つめる。

「――なっ」

「あなたはこの国をどうしたいんですか？　たった一人の女性に罪を着せて、本当にこの国が大きく発展できると思っているんですか？　他国人の私でさえすぐに嘘だとわかるような杜撰な証拠を出したならば、私はそれを自国に持ち帰ってクゼオンダ国王へと上申します」

　嘘の裁判記録がまかり通る国だと思われることは、国の信用問題にも関わる。いくら国内のことだといっても、チジル国に対するクゼオンダ国の影響は決して小さくはない。国力としてはチジル国よりもクゼオンダ国が格上だからだ。

　ギーク侯爵はベアトリクスをたかが外交官夫人と侮っていたので、あからさまに不機嫌になった。

「小娘が私を脅すというのか」

「脅してなんかいません！　本当に、正しい証拠があるなら、別に疑う必要もないと思います」

　エメラルドグリーンの瞳は、正しいことだけを真っ直ぐと見つめている。

　小娘と侮りながらも、ギーク侯爵がわずかに目をそらした。だがすぐに苛立ちを吐き捨てる。

「証拠なら、用意してある！　お前たちはチジル国に首など突っ込まずにとっとと帰るがよい」

　ギーク侯爵がその手をぐっと突き出して、ベアトリクスを突き飛ばそうとする。

　ベアトリクスが身構えた瞬間、すばやくセシリアがベアトリクスを自分の背へと隠してギーク侯爵の手を掴んだ。

　がしりとした大きな手だが、セシリアはその手をたやすく掴んでギーク侯爵を睨む。

「この手はなんですか？　まさかベアト様に暴力をふるうおつもりだったのですか？」

「ええい、うるさい！　お前はいったい何なんだ！」

「私は、セシリア・ヘイリーです。ヴァーミル公爵家付外交補佐官です」

「外交補佐？　補佐も女か！　あの外交官は愛人でも連れてきたのか！」

「なっ！」

　セシリアが愛人呼ばわりされてかなり憤慨した。

「冗談でも気持ち悪い！」

　セシリアとシモンはベアトリクスから見て仲良く見えていたのだが、愛人扱いされるのは気持ち悪いようだった。

（まあ、愛人ってよくない言葉ですものね）

「む、待てよ？　セシリア……？　お前が昨日、図書室に入った外交補佐官か！」

　突然、セシリアの昨日の行動をギーク侯爵が言い当てる。

「名前に気がつくということは、入室記録でも見たんですか？」

　セシリアがそう答えると、ギーク侯爵はその通りだったらしい。

「ああ、入室記録で見た――ヒート子爵夫人・アンネリーヌに入れ知恵をして、裁判の妨害をしようとした女の名前だ！」

（え……？）

　突然、何を言い出すのかと思ったが、

「衛兵！　衛兵！　ここにアンネリーヌの逃亡を手伝おうとした女がいるぞ！」

　突然ギーク侯爵が叫ぶと、塔の中からぞろぞろと衛兵が下りてくる。

　衛兵たちはセシリアを囲む。

「この女をひっとらえておけ！」

「ちょっ……やめてください！」

　セシリアが抵抗するが、衛兵たちはセシリアの両腕を掴んで連行しようとする。

「セシリア！　ひどい！　セシリアは何もしていないのに！」

　ベアトリクスがギーク侯爵を詰ると、彼はにんまりとあくどい笑みを浮かべた。

「昨日、この女が図書室で調べた本は、『植物』に関する本だ。そして本で調べ物をした後に、この塔にわざわざ来た。お前はアンネリーヌに毒の知識を入れ知恵するつもりだろう！」

　あまりにも強引なこじつけにベアトリクスは驚きを通り越して呆れてしまう。

「セシリアはそんなことしません！」

「口ではどうとでも言える。だが裁判で変な証言をされては敵わないから、補佐官には裁判が終わるまで地下の特別室に滞在してもらおう」

「地下って……それでは地下牢ではないのですか！」

　ギーク侯爵はニヤリと笑うだけだ。おそらくそうなのだろう。体の良い監禁だと思った。

「横暴な！」

　セシリアが抵抗するが、屈強な兵士の前では手を振り払うことさえできない。

「セシリア！」

　ベアトリクスがセシリアに手を伸ばした瞬間、ギーク侯爵が二人の間に割って入った。

「おっと、外交官夫人もご一緒ですか？」

　わざとらしく丁寧にギーク侯爵は言ったが、ベアトリクスが邪魔をするなら一緒に捕まえるつもりなのはすぐにわかった。

「ベアト様、私は大丈夫です！」

　セシリアが気丈に振る舞う。

「裁判の傍聴もできなくなったら……」

　確かにここで問題を起こしてしまえば、裁判どころではなくなってしまう。

「連れていけ」

　ギーク侯爵の一言で、セシリアが連行されてしまう。

「セシリア……！」

「ベアト様ならきっと大丈夫です。私、ベアト様を信じています！」

　セシリアは最後にそう言うと、衛兵たちに連れられていってしまった。

　後には、ギーク侯爵とベアトリクスだけが残る。

「で、お前は一人になってもまだ強がれるのか？」

　子どもを馬鹿にしたような顔には、さすがにベアトリクスも腹立たしいと感じたが、いまここでベアトリクスまでも捕まってはすべてが無駄になってしまう。

（シモン様がサーイの花を届けてくれるはず……）

　幸いにもギーク侯爵は、シモンが今ここにいない理由をわかっていないようだった。

「強がってはいません」

　ベアトリクスはぎゅっと拳を握りしめる。

　いつもなら、セシリアかシモンが常に傍にいてくれる。その二人がいないだけで、カタカタと小さく手が震えてしまう。

　その震える手にギーク侯爵も気づいたのだろう。

　フッと鼻で笑って、手を広げる。そうすると、さらに威圧感があって、ベアトリクスは思わず一歩後退りしてしまった。

「どうぞ母国に戻りたまえ。こんな些末な裁判にわざわざ外交官夫人が参加される必要などない」

　このまま無理を通してアンネリーヌに会いに行けば、おそらくベアトリクスも捕まえるつもりなのはわかった。

　ベアトリクスはきゅっと唇を噛むと、すっと半歩下がり、

「今は、失礼致します」

　と小さく頭を下げた。

　くくくと小馬鹿にしたようなギーク侯爵の笑い声に背を向けて、そのままベアトリクスは歩き出す。

　セシリアが隣にいないことがこんなに心細いなんて思わなかった。

　シモンにそれを言えないことが、こんなに不安になるなんて思わなかった。

（私――）

　少しだけ小走りになりながら、ベアトリクスは思った。

（二人がいないと何もできないのね――）
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　シモンは穏やかに進む船にわずかばかり焦れていた。

「これでも十分に早い方だとは思います」

　シモンの表情が険しいことを慮って、トリスタンがそう言った。

「ヒート子爵は、裁判でアンネリーヌが負けた場合はどうなると思う？」

「おそらく極刑でしょう」

　冷静にトリスタンは妻の現状を見ていた。

「チジル国の極刑は確か……」

「船上火刑です」

　シモンは表情を曇らせる。この国の国祖は海賊だったという話がある。建国記は眉唾物も多いのでどこまで本当かはわからないが、船上火刑はこの国独自の刑罰だった。

　まだそのような公開処刑をしているのかと思うと、到底ベアトリクスに見せるわけにはいかないと心に誓う。

「まるで極刑も見世物のようだな」

「ある意味見世物でしょうね。極刑の場合も、例の花火を打ち上げるので……」

「悪趣味だね」

　例の花火というのは、外からの攻撃を阻害する花火のことだろう。

　これから極刑にさらす人間を、万が一、暗殺されないようにという意味合いもありそうだなとシモンは思った。

「サーイの花は、一週間は持つのかい？」

「はい、特製の保存ケースに保管して持ち出せば大丈夫です」

「そうか……」

　子爵領のサーイの花は、確かに人に害を及ばさないものなのだろう。

　しかし、それだけでは『弱い』気がした。

　何か決定的にアンネリーヌが無実である証拠があれば良いのだが、相手がどう出てくるのかわからないのでシモンも考えあぐねていた。

「アンネは……」

「ん？」

「アンネは助かりますよね……？」

　トリスタンが青ざめた顔で、縋るようにシモンに問いかけた。

　ベアトリクスなら間違いなくすぐに「助ける」と断言しただろうが、シモンは約束できないことを約束することはしない。

「最大限努力はする」

　と、自分にできることだけを約束すると、トリスタンはぐっと唇を噛みしめた。

「僕はこんなときも彼女の力になれない……」

「そうだろうか？」

　落ち込むトリスタンに、思わずシモンは声をかけた。

「君が自由にさせてあげたから、彼女は子爵領であんなにのびのびと生活できたんじゃないだろうか」

「ですが、それだけです」

「それこそが彼女の望みだったのなら、それは彼女にとっては最高の幸福だと思うけど」

　シモンがベアトリクスに捧げたものは、彼女が彼女らしく生きることのできる鳥籠だけだ。そのために己の人生も地位もすべてを捧げてその鳥籠を作った。

　その努力が報われて、ベアトリクスは悠々自適に鳥籠の生活を満喫している。

　一方でトリスタンは、彼に与えられることは少ないが、その代わり自由をアンネリーヌに与えることができていた。もちろん地方の領主ということで決して楽なことばかりではないだろうが、それでもアンネリーヌが現状に満足していたことは、彼女の様子でよくわかる。

「そして、彼女に与えた自由がこれから、彼女を救うことになるんだ」

「え……」

　トリスタンが大きく目を見開く。

　まだ彼にはこれからどうなるのかがわからないのだろう。

　しかし、シモンにはおおよそであるがこの物語の終着は見えていた。

「それは一体……」

「大丈夫。君の妻はきっと助かる」

　サーイの花さえ間に合わせれば、それですべての収拾をつけられる。

　シモンは早く子爵領にたどり着くことを願った。
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「さあ、この中に入っていろ！」

　セシリアが案内されたのは、地下牢――ではなく、使用人棟の一室だった。さすがに他国の外交補佐官を勝手に捕まえて地下牢に入れるのは、外交問題に発展するとわかってはいるのだろう。

（本当に浅はかすぎる……）

　一国の陸軍総司令だかなんだか知らないが、外国との関係を軽んじすぎてはいないだろうか。

　国王夫妻は何をしているのだろう……と思い、そこでふと気づく。

「まさか、ベアトリーチェ様、この国にも手紙とか預言書とか預けてないですよね……」

　独り言を呟いてしまうのはやむなしだ。

　ベアトリーチェ・トゼーフ。

　ベアトリクスの祖母であり、天才と名高い人だったと聞く。

　六年ほど前に天寿を全うされてしまったのでセシリアは会ったことはないが、隣国ニーラ竜王国の中では英雄扱いされている名指揮官とも言われる伝説の女性だったそうだ。

　ベアトリクスはその祖母の血を色濃く受け継いでしまったが、現在は各国間の情勢も落ち着いており、彼女の才能が開花することはない。

　だが、平和であっても国内で些細なもめ事や不穏の種は当然存在する。

　盤石であるといわれたクゼオンダ国でも、シモンが優秀すぎたために皇太子殿下の地位を脅かしかねなかったのだが、ベアトリーチェがそれを予見して、ニーラ竜王国の継承問題と合わせて解決する預言書を託していたのだという。

　セシリアはその実物を見ていないが、あの抜け目ないシモンが見事に翻弄されたのだから、ベアトリーチェがどれだけ偉大だったのかと思う。

　今回、チジル国にもベアトリーチェの預言書があったという話は聞いていない。聞いてはいないが、こうも内政問題がある国だともしや……とも思わなくもない。

　ちょうど、クゼオンダ国が隣接しているのは、ニーラ竜王国とチジル国だ。

　クゼオンダ国が一番大きな国ではあるが、この二国の存在を無視することはできない。

　ニーラ竜王国の問題が片付いた今、チジル国の問題も片付けば当分は三国間に紛争は起きないだろう。

「いや……まさかね……」

　さすがにそこまで考えていたら、それこそベアトリーチェは稀代の天才ということになってしまう。

　だが一方で、あのベアトリクスの祖母だと考えると、それもあり得るのではないかと思ってしまうのだ。

　ふと、鉄格子も何も嵌めていないごくごく普通の窓際に、ぶらんと『何か』が上から垂れ下がってきた。

「……」

　ベアトリクスは恐る恐る窓を開ける。万が一に備えてだ。

「いや……まさかね……」

　先ほどと同じ言葉を繰り返したが、今度は半分くらいこれから起こりうることを予測はできた。

「そうですよね、そういうまさかをする人でしたよね！」

　セシリアは大きな声を上げてしまった。

　というのも、上から垂れ下がってきた何かは、カーテンだったからだ。こういう状況をセシリアは過去に経験済みだ。経験済みだがまさか他国でも起こるとは思いもしなかった！

　こういうのを見覚えがないとは決して言わない。

　スルスルとベアトリクスがカーテンを伝って降りてくるタイミングが被った。

「ベアトリクス様……」

　セシリアはベアトリクスを中に慌てて招き入れた後に、眉間を指で押さえる。

「へへへ、来ちゃった」

「可愛く言っても駄目です！　どうやって来たんですか」

「上の階の方に頼んだのよ」

「もし転落したらどうするんですか！」

　セシリアが本当にベアトリクスを心配して叱るが、ベアトリクスはこてんと首を傾げて不思議そうにするだけだ。

「転落なんてしないわよ？」

「万が一があるでしょう」

「大丈夫よ！」

　ぽんっと可愛らしく自分の胸を自信満々に叩くベアトリクスをさらに叱っても良いのかセシリアは迷ってしまう。幸いここは二階と低階層だし、窓の外は草木も生い茂っているので落ちても死にはしないはずだ。

　そこまで考えて、ふと気づく。

（監禁するつもりがないってこと……？）

　窓は自由に開けられる。逃げようと思えば逃げられるのだ。

　確かギーク侯爵は地下牢のような場所に閉じ込めておけと言ったにもかかわらず、案内されたのは使用人棟。案内したのは衛兵だ。

「ベアトリクス様……」

「なあに？」

「ベアトリーチェ様はチジル国とも交流があったのですか？」

「お祖母さま？」

　突然祖母の話をされてベアトリクスはキョトンとした顔になるが、うーんと考えた後、にっこりと微笑んで言う。

「あったわよ！」

「わぁ……」

　セシリアの笑みが引き攣る。

　会ったこともないベアトリーチェが天国でにっこりと微笑んでいる姿が嘘みたいにはっきり見えた。

「それはどういったご関係なのですか……？」

「お祖母さまの妹……つまり大叔母さまがこちらの王家に嫁いでらっしゃるの。ただ、大叔母様は早くに亡くなられたそうで、お子様はいらっしゃらなかったそうよ。今の国王様はその後に娶られた国内の貴族の血筋だそうよ。それでも今の国王様はお祖母さまのことを、伯母様と慕ってらしたのよ」

「これは私の勉強不足でしたね……」

　しっかりと調べておけば良かったとセシリアは思う。バリバリにベアトリーチェが関係していた。

　もうこれは、ベアトリーチェ案件としか思えなくなってきた。

「ちなみにシモン様はそのことをご存じですか？」

「ええ、知ってるわ」

「あの腹黒公爵め……」

「ん？」

「おほほほ、なんでもありません」

　セシリアは脱力して、トスンとベッドに座り込む。

　段々と不穏な空気になっていったことに、心底セシリアの肝は冷えたにもかかわらず、ベアトリーチェが関わっているとわかってしまえば、どうしてこんなに安心できるのか……

「なんだかこのお部屋、何もなくて殺風景ね」

　とすんと隣にベアトリクスが座ってきて、セシリアは思う。

（きっとベアトリクス様のお血筋は、みんな誰かを幸せにするために生まれてきたのね……）

　そんなことないとわかってはいるのだが、この人たちと関わって、不幸になった人をセシリアは知らない。

　もちろん、ベアトリクスに害を与えようとした人間にはしかるべき処遇が与えられてはいるが、ベアトリクスが自分から関わろうとした人間に対しては、するするとこんがらがった糸が解れるように、みんな各々の幸福を見つけている。

　それは彼女の祖母の導きはあるだろうが、ベアトリクス自身の力も大きいだろう。

「セシリア、私、絶対アンネリーヌを助けるわ！」

　はっきりと断言するベアトリクスの言葉に、セシリアも頬を弛める。

「ベアトリクス様なら、大丈夫です」

　絶対の信頼を持ってそうセシリアは言った。

　もうこれは勝ち戦でしかないのだ。ギーク侯爵にはご愁傷様としか言えないが、自分のしでかしたことは自分で処理するしかない。

「この船は絶対沈みませんね」

　ベアトリクスが船長の船に自分たちは乗っているのだ。彼女は自分の救いたい人を全部拾いきるだろう。

　セシリアは脱力すると、コテンと主人の肩に頭を預けた。

　そんなこと不敬だと他の主人なら言うだろうが、ベアトリクスは許してくれると知っているからだ。否、むしろ喜んでおおらかに受け入れてくれるのだ。

「セシリアも疲れたわよね。少し休みましょう。大丈夫よ、シモン様が絶対サーイの花を持ってきてくださるわ」

「そうですね、きっとシモン様が持ってきてくださるでしょうねぇ」

　全部わかった上で、ヒーローのごとく颯爽と現れるのだろう。

　そのことを少しだけ腹立たしく思ったが、今はベアトリクスとの時間を独り占めできているのだと思うことで溜飲を下ろす。

「そうだわ、セシリア、〝良いこと〟を思いついたわ！」

「なんですか？」

　もう脱力しきったセシリアは慌てることもなく尋ねると、ベアトリクスがとっておきの良いことを教えてくれる。

「今日はここで一緒に寝ましょう！」

　ぱちりと目が開いた。

　頭を上げて横を見れば、ベアトリクスが胸の前で両手を合わせて、ニコニコとしている。

「私たち、そんなに大きくないから一つのベッドでも大丈夫よ！　あのね、誰かと一緒に寝るとぽかぽかして気持ちいいのよ」

　シモンとの共寝はどうやらベアトリクスにとっては暖房代わりらしい。

（ほんと、お気の毒様です）

　内心、まったくそう思ってないのにそうシモンへの憐憫を抱きながら、セシリアもニッコリと微笑む。

「いいですね！　是非お願いします！」

「じゃあ、パジャマパーティね！　とっても楽しみだわ♪」

「私も楽しみです」

　こうして二人の夜は和気藹々と過ぎていくのだった。
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　何日かを跨いで、とうとう裁判の日になった。

「ベアトリクス様、頑張ってくださいね」

　使用人棟で寝泊まりはしていたが、至れり尽くせりだったセシリアは、つやつやの笑顔でベアトリクスを送り出してくれた。

　それも当然で、裁判までの数日は、ベアトリクスが毎日、セシリアのもとを訪れてくれたからだ。

　使用人棟だというのに、衛兵たちは顔パスでベアトリクスをセシリアの部屋に入れてくれたし、セシリア自身も、使用人棟の外に出ない限り自由に棟内を散策できた。つまりは一緒にはいられないが、行動の制限はほとんどなかったのだ。

　ギーク侯爵がそれを知ったら憤飯ものだったろうが、彼は裁判の地固めで忙しかったようで、一外交官の妻とその補佐官のことはすっかり忘れていたようだった。

　そして、裁判は宮殿内の法廷で行われた。貴族を裁くときにのみ開かれる特別な法廷場らしい。

　傍聴席には国内の貴族が多く鎮座し、裁判長席には皇太子が座っている。皇太子の下段にはおそらく名だたる貴族であろう裁判員が三人、一つ下段に座っていた。

　外国の人間であるベアトリクスには当然、傍聴する権利はないはずなのだが、ギーク侯爵がわざわざベアトリクスのみを指名して傍聴権を与えてくれた。

　しかも特等席だと言わんばかりに、アンネリーヌを弁護する弁護人側の当事者席だ。

　おそらくこの裁判が公正であると言わしめるためだろうし、ベアトリクスの幼い容姿を見くびっているからだろう。

　そしてすり鉢上の法廷の真ん中には、被告人として質素なドレスを身に纏ったアンネリーヌがいた。ベアトリクスは大きな声を上げないように必死に口を押さえた。それでも、アンネリーヌの姿を見て思わず名前を呼んでしまう。

「アンネ……！」

　その声が聞こえたのだろうか。

　ふっと視線が右側の当事者席にいたベアトリクスに向けられて、そしてやんわりと目が細められた。ベアトリクスが来たことに対して謝辞を表しているのだとわかった。

　質素なドレスを纏ったアンネリーヌはピンと背筋を伸ばし、真っ直ぐに裁判長席を見上げる。

　その横顔には確固たる決意のようなものも見えて、ベアトリクスはドキドキと心臓が痛くなってくる。

（アンネ……必ず助けるからね……！）

　これまでどれほどの苦難が彼女を襲ったのか。これまでどれほどの悲しみが彼女を襲ったのか。

　ベアトリクスには計り知ることはできなかったが、アンネリーヌの傍にいますぐ駆け寄りたかった。

「まあ……なんとおいたわしい……」

「天下のグレシャム伯爵家の娘が……」

「悪役令嬢だと言われていたそうじゃないか……」

　傍聴席の貴族たちがひそひそと話す言葉の中にはアンネリーヌを心配する声もあった。

　悪役令嬢にされてはしまったが、きちんとアンネリーヌ自身を見てくれた人もいたのだろう。そのことに少しだけ救われた気もしたが、彼女を最大の危機に陥れる存在は、あまりにも強大だ。

　ベアトリクスは反対側の当事者席に座るギーク侯爵を見た。

　ギーク侯爵はこの裁判に自信があるのだろう。ニヤリといやらしく笑みを浮かべている。

「これより、アンネリーヌ・ヒートの裁判を始める」

　カンッと皇太子が木槌を叩く。

　裁判というものをベアトリクスは初めて見た。しかもこれはチジル国風の裁判だ。

　だが、裁判といってもアンネリーヌの傍に弁護人はいない。彼女はすり鉢上の法廷の証言台にポツリと立っている。本来なら被告人席側に、弁護人といっしょに座っていてもおかしくないのに、これではまるで糾弾と変わらないのではないかと思ってしまう。

「アンネリーヌ・ヒート。そなたは毒を用いてデイジー王子妃を殺害しようとした罪がある。この罪を認めるか？」

「……」

　皇太子の問いかけにアンネリーヌは黙ったままだ。その顔は何も答えたくないというよりは、何を言っても無駄だと諦めているようにも思えた。

「皇太子殿下」

　ギーク侯爵が手を挙げた。彼の席はベアトリクスの真向かい側だ。

　どうやらこの裁判は、傍聴人が発言しても許されるらしい。

「王子妃を殺害しようとした証拠として、我々はひたすら様々な毒を検分しましたが、デイジー王子妃からは何の毒も検出されませんでした」

「そうらしいな。だが、医師の診断では、極度の緊張による過呼吸の可能性も示唆されている。これがその診断書だ」

　ヒラリと一枚の診断書を皇太子が掲げた。

　それはアンネリーヌを助けるための一枚になり得るのか。

　しかし、ギーク侯爵が、

「いいえ、その診断書では証明となり得ません」

　ときっぱり否定した。

「デイジー王子妃を調査したところ、彼女はサーイの花の花粉を吸うと体調を崩すことがわかりました」

「ほぉ……？」

「サーイの花で湿疹ができる症例は多くあります。最初は軽い湿疹だけだったものが、ひどくなると呼吸困難に陥ることもあるそうで、デイジー王子妃はそれに該当すると思われます」

　ギーク侯爵がそう説明し終えたときだった。

「あっ……！」

　ギーク侯爵の後ろで声を上げた者がいた。

　そこにはヘイリスとデイジーが座っていた。被害者であるデイジーは当然その席だが、ヘイリスまでその席に座っていることに、ベアトリクスは胸の中がもやもやとした気持ちになる。

　声を上げたのは、口を押さえているデイジーだろう。

「何か？」

　皇太子がデイジーの方を見て問いかけると、デイジーは顔を青くしながらオロオロとヘイリスを見上げた。そして小声でヘイリスに何かを言うと、ヘイリスもハッとした顔になる。

「あの、兄う――いや、皇太子殿下。デイジーは学園在学中、サーイの生花リースの下で湿疹が出たことがあります」

（それはヒート子爵の言っていたリースの下でキスをすると……って話かしら）

　ほんのりとヘイリスの頬が赤い気がするので、本人たちも自分たちがどうしてその下にいたのか経緯までわかっているのだろう。周囲の貴族の中にも、生ぬるい視線をヘイリスたちに向けている者もいる。

「そうか。その頃から湿疹の傾向はあった――と」

　皇太子が再度確認すると、ヘイリスが肯く。

「はい。湿疹だけだったのでそのときは気づかなかったのですが、おそらくサーイの花が原因だと思われます」

「被告の女はずる賢いので、そのときにでもデイジー王子妃にサーイの花で湿疹が出ることを知ったのでしょう」

「そうか……」

　皇太子は慎重に吟味しているようだった。

　アンネリーヌを見下ろしながら、何かを逡巡している顔に、ベアトリクスはほんのりと違和感を覚える。

（皇太子は子爵領のサーイでは、湿疹が起きないことを知っているはずなのに……？）

　自分の子のためにアンネリーヌがサーイの花を改良したことを知らないわけがない。

　そして、結婚式当日は子爵領からサーイの花が準備されたと聞く。

（あら――？）

　ベアトリクスは首を傾げてしまう。

　それでは、デイジーは何で湿疹を起こしてしまったのだろう。

　サーイの花ではないはずなのに、サーイの花で湿疹を起こすというのはおかしな話だ。

「当日準備したサーイの花はすべて子爵領の花だと判明しております」

　得意げにそう断言するギーク侯爵は、子爵領のサーイの花が品種改良されていることを知らないのだろう。

「まさか国花でそうなるなんて」

「それを知った上で殺そうとしたなら、なんて悪女なんだ……！」

　ザワザワと周囲がザワついている。

「そんな……ひどいです、アンネリーヌ様。いくら私のことが憎いからと言って、サーイの花でそんな症状が起こるなんて知っていたら私は……！」

　デイジーが涙ながらにアンネリーヌを詰るが、そもそも自分の身体のことなのにそれをわかっていなかったデイジーの方が問題な気がするのだが。

　しかし、デイジーの小動物のような容姿は、庇護欲をかき立てるようで、周囲の貴族たちは「おかわいそうに」とか「悪女の考えることは恐ろしい」と口々に言っている。

（あ……！　もう人妻だから悪役令嬢ではなく悪女なのね！）

　ベアトリクスはこんなときなのにそんなことに感心していた。

　セシリアがいたら、もっと緊張感を持ってください！　と怒りそうだが、今はベアトリクス一人だ。ツッコミ役はいない。

「はい！」

　ベアトリクスがぴょんと立って手を挙げた。

　周囲が突然手を挙げたベアトリクスに驚く。

「子どもがどうしてここに……？」

　まだまだ幼げなベアトリクスを見てそういう者もいたが、皇太子は当然ベアトリクスだとわかっていた。

「あなたは国外の人間だから、黙って見ておくべきだと思うのだが」

　暗にこの裁判に国外の人間が関与することを拒否している。

「ですが、子爵領のサーイの花は蕁麻疹が起きないように品種改良されていると聞いております。今のお話だとおかしなコトになりませんか？」

　突然意見を述べた国外の人間に、ザワザワとざわめきが大きくなった。

「子爵領のサーイは蕁麻疹が起きないだと……？」

「確かにこの前旅行で行ったとき、私はいつも痒くなるのにならなかった気がする……」

「静粛に！」

　カンッと木槌を叩いて皇太子が皆を鎮める。

「ふんっ、よその小娘が我が物顔で発言しおってからに」

　ギーク侯爵は暴言を吐き捨てた後、

「皇太子殿下、戯れ言を聞いてはなりませぬ」

　と言った。

「サーイの花の品種改良など聞いたことはありませんな」

「まだ論文として発表前だと聞いています」

「本当にその花で蕁麻疹が起きないという証拠は？」

「う……」

（確かアクセル王子も同じような症状だったけど……）

　サーイの花がなければその証明はできない。

「子爵領のサーイがなければ、残念ながらその証明はできない」

　皇太子がそう断言すると、周囲の貴族が冷ややかな視線をベアトリクスに向けてくる。「国外の人間がなぜ図々しくも……」

「子爵領のサーイの花だけ品種改良されているなんて、そんな嘘をよくも……」

「う、嘘じゃありません！」

　強くベアトリクスが言い切るが、誰もベアトリクスの言葉を信じない。

「ベアト、いいよ」

　今まで沈黙を保っていたアンネリーヌが静かに口を開いた。

「たとえ私が何を言ったって、この国ではギーク侯爵が言ったことが正しくなるの。私は悪役令嬢で、悪女で、好きでもない婚約者を奪われた馬鹿な女扱いされたまま、死ぬの」

「なっ……！」

　好きでもないという言葉に意外にも過剰に反応したのはヘイリスだった。

「どこまでお前は僕を馬鹿にすれば気が済むんだ！」

　ヘイリスが激昂しながらアンネリーヌに言ったが、アンネリーヌは決してヘイリスの方を見ようとはしなかった。

　ただ真っ直ぐ皇太子を見上げ、

「皇太子殿下、どうぞ、私に極刑をお願いします」

　と短く言った。

　ドクンっとベアトリクスの胸が強く痛んだ。

「ま、待ってください！　今、夫が子爵領のサーイの花をこちらに運んでおります！」

「ええい！　この期に及んで戯言を！　よそ者がこの国の裁判に口を出すな！」

　ギーク侯爵がベアトリクスに対して怒鳴る。荒々しい男の声にベアトリクスは一瞬だけたじろぐが、それでも首を強く左右に振って、

「こんなのダメです」

　とはっきり言った。

「アンネリーヌ、諦めないで。子爵領のサーイの花がとても美しかったことを私は覚えているわ。あの花は品種改良されているって知ったとき、私、すごいなと思ったの」

「すごい？」

「だってあなたはあの花を、自分の大切な人たちのために改良したんでしょ？〝良いこと〟を思いついて、それを実現できる人は、とってもすごいことなのよ！」

　ベアトリクスも〝良いこと〟は思いつく。

　思いつくことはできるが、いつもそれは一人ではできないことばかりだった。

　セシリアやシモンがいたからこそ、ベアトリクスは自分が思いついた〝良いこと〟を叶えることができた。

　一方で、アンネリーヌはトリスタンの助けはあっただろうが、彼女自身の力で〝良いこと〟を可能にしてきた。

（こんな人が、死んでいいわけない）

　悪役令嬢だなんて、悪女だなんて、言われていい女性ではないのだ。

「お前、そこまでアンネリーヌを庇うということは、さてはお前も王子妃の暗殺事件に関わっていたのであろう！」

「ええっ!?」

　ギーク侯爵の突拍子のない発言に、驚きを通り越してベアトリクスは呆れてしまう。

　何をいきなり言い出すのかと思ったが、周囲の視線を見てゾッとした。

　皆、今度は忌まわしいものでも見るかのような視線をベアトリクスに向けていたからだ。

　自分を取り囲む悪意の視線に、思わずたじろいでしまう。

「皇太子殿下、この女の補佐官である女は、アンネリーヌの逃亡を助けようとしておりました。この女はアンネリーヌとグルです！」

「そ、そんなことありません！」

　震える声で否定するが、誰も信じてくれるような顔はしていなかった。

「これは外国の内政干渉です！」

「そ、そんな……っ」

　いつの間にか、ベアトリクス自身も悪者にされる構図ができあがっていた。

（どうして？　私は本当のことしか言ってないのに）

　アンネリーヌはデイジー王子妃を殺そうとなんてしていない。子爵領のサーイの花に毒性はない。それだけのことを証明することがこんなにも難しいとは思わなかった。

　ベアトリクスの周りにはいつも誰か『味方』がいたのだと思い知る。

「ベアトリクス・ヴァーミル公爵夫人。今、ギーク侯爵が述べたことに反論は？」

　皇太子が冷ややかな声をベアトリクスに向けた。

　意見を述べた時点で、それは内政干渉だったのだと今更ながらに気づいたが、それでもベアトリクスはそのことを後悔はしていない。

（だって、私が言わなければ誰がアンネリーヌを助けるの？）

　ベアトリクスはぎゅっと両拳を握りしめると、震える声で、

「アンネリーヌは王子妃を殺そうとなんて決してしていません」

　と断言した。

「ベアト……」

　ここまで冷ややかな衆人の視線に晒されようとも己を曲げないベアトリクスを見て、アンネリーヌはくしゃりと表情を歪める。

「ベアト……もういいっスから……」

　普段の彼女の口調が見えた。

「これ以上、私のことを庇わないでくださいっス……だめっスよ……ベアトまで巻き込まれたら……私は……私は……」

　弱々しい彼女の声に、ベアトリクスは堪えきれずに壇上を降りてしまった。

　衛兵たちがベアトリクスを捕まえようとしたが、小さな身体はウサギのように跳ねてアンネリーヌの元にたどり着く。

　そしてアンネリーヌにしがみつき、声高に叫んだ。

「アンネリーヌは無実です！　たとえここにいる全員が彼女の有罪を証言しても、彼女は何もしていません！」

「ベアト……」

　アンネリーヌの声が震える。

　今まで、味方など一人もいなかったであろう彼女は、ベアトリクスの行動が信じられなかったのだろう。他国の、しかも外交官夫人でもあるベアトリクスが、自分の身を挺してでもアンネリーヌを助けようとしていることが信じられないようだった。

「どうして私にここまでしてくれるんスか……」

「どうしてって」

「あたしたち、会って少ししか経ってないじゃないですか。こんな、ともすれば自分の命さえ危うくなるっス……」

「だって私たち、友達じゃない」

　ベアトリクスはにっこりと微笑んでアンネリーヌにそう言った。

　自転車を教えてくれたとき、ベアトリクスはとても嬉しかったのだ。

　サーイの花の丘で、三人で鐘を鳴らすためのリボンを貸してくれたことも、子爵邸で過ごしたことも。

「友達だから、私はアンネを助けたいの」

「ベアト……」

　ギーク侯爵の激昂した声が響く。

「皇太子殿下、この女は神聖な裁判を冒涜しています！　即刻捕縛すべきです！」

　衛兵たちがベアトリクスとアンネリーヌを囲む。

　ベアトリクスはアンネリーヌを庇うようにぎゅっと彼女を抱きしめる。

（絶対に、アンネリーヌを助けたい――！）

　でも自分には、弁論できるほどの口の滑らかさもなければ、戦える力の強さもない。

　あるのは小さな両腕と――






　人を信じ、愛する心だけ。






「君ができないことは僕が叶えてあげるから、安心して良いよって言ったよね、ベアトリクス」
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　会議場に朗々と響き渡る若い男性の声。

　ギイ……と重い扉が開き、現れたのは両手一杯にサーイの花を手にしたシモンだった。

　すり鉢上の一番下から見上げた扉に立つシモンは、とても綺麗で美しかった。

「シモン様……！」

　今まで堪えていた涙が、ぽろりとひとしずく落ちると、シモンがその花を周囲に配りながら下りてくる。

　サーイの花にひどい症状が出ると言っていたデイジーさえ、あまりのシモンの麗しさにシモン手ずから渡されたサーイの花を受け取ってしまう。

「デイジー、大丈夫なのか！」

　ヘイリスがハッと我に返りデイジーに向かって問いかけたが、デイジーは呆然としながら呟く。

「湿疹も出ていません……」

「ただいま、ベアトリクス」

　最後に一番大きな花束をベアトリクスへとシモンは手渡した。

「くだらない裁判はこれでおしまいですか、皇太子殿下？」

　にっこりとシモンが言うと、皇太子は苦々しい表情でギーク侯爵を見た。

「ギーク侯爵。デイジーはあのようになんの症状も出ていないようだが？」

「そ、それは……そんな馬鹿な……！」

（あれ……？）

　どうやらギーク侯爵は子爵領のサーイの花が品種改良されていたことを本当に知らなかったようだった。

　一方で、皇太子の方は突然現れたシモンに対して驚いてはいたが、デイジーの様子には驚いていなかった。やはり彼は子爵領のサーイの花については知っていたのだろう。

「それならば、デイジーが倒れた理由は当然、こちらとなるな」

「あ！」

　ひらりとまた皇太子が掲げたのは、冒頭で皆に見せた過呼吸の診断書だった。

　傍聴席がざわつく。ギーク侯爵もはくはくと口を開け閉めして何か言おうとしているが、肝心のデイジーが何の症状も起こさなければ、何の反論もできない。

「デイジーがなぜ結婚式で倒れたのかについては、あまりにも性急に事件を解決しようとした点が否めない。また、罪が確定したわけでもないアンネリーヌ・ヒートを王子妃殺人未遂という大罪の犯人扱いして、彼女の名誉を傷つけた。その責を負って、ギーク侯爵は賠償金を支払うよう命じる」

「なっ!?」

　まさか自分が弁償金を払うことになるとは思わなかったギーク侯爵が唖然とした。

　自分の目論見が、シモンの持ってきたサーイの花ひとつですべてひっくり返されてしまったからだ。

「デイジーを殺そうとした者はいなかったこととする。結婚式の失神は子爵領のサーイの花では起こりえない。極度の緊張による過呼吸という別の医者の診断も出ている。今回はその診断を真とし、よってこの裁判は結審とする！」

　カンッと皇太子が力強く木槌を叩いた。

　アンネリーヌはポカンとした後に、ベアトリクスを見て、

「ほんと……ベアト、あなたって人は……」

　と呟いた。

「良かったわね、アンネ！」

　ベアトリクスがサーイの花を胸いっぱいに抱きしめて笑顔を浮かべたので、アンネリーヌは涙ぐみながら小さく肯いた。
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「は？　シモン様が？　花束をもって法廷に？　はっ？」

　セシリアは使用人棟から解放されて離宮へ戻ってきたはいいが、ベアトリクスからシモンの話を聞いた途端に、露骨に嫌そうな顔をした。

「うわあ……自分の顔を最大限に利用したんですね」

「花束いっぱいのシモン様、とても格好良かったです」

　ベアトリクスがうっとりとしながらそう言うと、シモンは嬉しそうに微笑む。

「頑張った甲斐があったよ」

　船の旅はかなりギリギリだったそうだ。それでもベアトリクスのためにかなりシモンは頑張ってくれたようで、たった少ししか離れていなかったのにどこかシモンはやつれているように見えた。

「ですが、サーイの花でなかったら、いったいなぜデイジー王子妃は倒れたんでしょう？」

　セシリアは極度の緊張による過呼吸という医師の診断を疑っているようだった。

「それに、そんなに即座に結審してしまうなんて――」

「全容がわかると都合が悪いことがあったんだろうね」

　ニッコリとシモンが微笑んだ。

「シモン様はおわかりのようですね」

　ジト目でセシリアが言った。

「チジル国もベアト様のお祖母さまが関係してるんですか、シモン様」

「いや、直接は関係していないと思うけど」

「えっ。そうなんですか!?」

　セシリアは自分の想像と違っていたことに驚いたようだったが、ベアトリクスは「お祖母さま？」とコテンと首を傾げる。

「直接この国のことについてベアトリーチェ様が関与したことはないよ。ただ、ベアトリーチェ様から僕は花火のことを聞いていただけだよ」

「花火？」

　セシリアが首を傾げたが、ベアトリクスはその一言でハッとすべてに気づく。

　キラキラと光る綺麗な煙。

　空中でしか効果がないそれは、この国の国防の要だ。

「サーイの花……」

　ぽつりと呟いたベアトリクスの言葉に、シモンは肯くだけだ。

「え、どういうことですか？」

　今回ばかりはセシリアもわからないようだったが、ベアトリクスとて今の今までわからなかった。というか、これはわかってはいけない内容だろう。

「サーイの花の花粉が、花火に入っているんですね……」

　生花でしか症状が出ないということは、その微粒子を吸いこむからだ。生花だけにある微粒子と言えば花粉だろう。

　そしてその花粉が花火にも使用されていたのならば、その下で皆に手を振っていたデイジーは当然……

「本当はサーイの花の症状だと皇太子殿下はわかっていらしたんですね」

「そうだろうね。だからすぐに裁判を結審させなければならなかった。この国の軍事機密だろうからね。まあ、花粉だとわかっても、それをどう使用したらあのような花火になるのかは到底推し量れないけれど、材料がわかってしまうのは困るだろうからね」

　だからサーイの生花は国外に持ち出し厳禁なのだ。

　デイジーのことは、不幸な偶然が重なった事故だった。

　皇太子がサーイの花が原因であると気づいても、それが子爵領のサーイの花ではないと証言するわけにはいかなかったのだ。国の軍事機密トップシークレットだから。

　だが、シモンの登場によって子爵領のサーイの花が無毒であることが証明されてしまえば、あとは別の案を性急に取り出さなければならなくなる。

　そのための『過呼吸』という医師の診断書だったのだろう。

「まあ、診断書があったということは、皇太子殿下にもアンネリーヌを助けようとする気持ちはあったんだと思うよ」

　自分から強く動くことは出来ずとも、アンネリーヌにも確かに味方はいたのだ。

「……」

　ふと、シモンは腕の中のベアトリクスがやけに静かなことに気づいた。

「あら……」

　セシリアもベアトリクスの様子に気づき、ふふふと小さく笑う。

「ベアトも、今回はとても疲れただろうね」

「ではお着替えの準備をご用意しますね」

「ああ、頼むよ」

　セシリアが別室に準備に向かう間、シモンは自分の腕の中でくうくうと可愛らしい寝息を立てて眠るベアトリクスを愛おしげに眺める。

「お疲れ様、ベアト」

　シモンはそう言うと、その額にそっと唇を落とした。






　それから二日後、シモンたちはチジル国を離れることになった。

　ヘイリス王子とデイジー王子妃は、今回の件を重く見て、しばらくは空席だった辺境伯領地を任され首都を離れることになったらしい。以前はニーラ竜王国との国境で重要視されてはいたが、親善国に変わりゆくニーラ竜王国との間ではたいした意味をなさない領土だ。

　ゆくゆくはシモンたちと同じようにヘイリス王子たちは王籍を抜けることになりそうだった。そして、その辺境の領地管理を行う領主に降格するのだと聞いた。皇太子夫妻を支える存在としては、あまりにも精神的に未熟で危険すぎると判断されたのだろう。辺境伯領では、お目付役も同行し徹底した再教育が行われるそうだ。

　デイジーの後見として我が物顔だったギーク侯爵は相変わらず陸軍司令のままだが、今回の件はかなり大々的に流されてしまい、一人のいたいけな子爵夫人を陥れようとした悪人だという噂が広まっている。噂だけでは何も起きないが、じわじわと彼の言動に対する信頼性が失われているのは確かで、これから汚名返上するのにはなかなかの労力が必要だと思われた。

「名誉挽回しようとしているところで、次々と隠していたことが暴露されないといいね」

　とはシモンの弁だ。もしかしたら何か起きるかも知れないが、ベアトリクスには関係のないことなので、聞くことはしなかった。






　ベアトリクスたちは、帰りは船を借りて、行きとは違った道で帰ることにした。

「私、アンネに挨拶してきます！」

　別れの挨拶をすべて終えた後にもかかわらず、ベアトリクスは一人で少し離れたアンネリーヌのもとへと向かった。

　アンネリーヌはベアトリクスに気づくと、

「ベアト！」

　と手を挙げてくれる。

「アンネ、今度は私の国に来てね！」

「もちろんっス！　クゼオンダ国の文化をめいいっぱい吸収するっス」

　ぎゅっと両手を握りしめてベアトリクスはアンネリーヌを見つめる。

　細い目の彼女が笑うと目がなくなってしまうが、それさえも彼女の愛嬌だと思う。

　この可愛い人が死ななくて本当に良かったとベアトリクスは思った。

「ねえ、アンネ」

「何スか？」

「私、シモン様にこちらの極刑が船上火刑だと聞いたの」

「ああ。なかなか悪趣味っスよね」

　ベアトリクスはぎゅっと強くアンネリーヌの手を握る力を強めた。

　アンネリーヌが不思議そうにベアトリクスを見下ろす。

「極刑の際にも花火はあがるのでしょうね。処刑の妨害をさせないために――」

　アンネリーヌの細かった目が大きく見開いた。その表情でベアトリクスは確信する。

「花火を海外の国へ流出させるつもりだったのね？」

　どうしてこの聡い女性が、諾々と極刑を受け入れようとしているのかわからなかった。彼女ならその頭脳と弁論で、いくらでも窮地を乗り越えられた気がしたからだ。

　確かに彼女はこの国では悪役令嬢だと言われて、一部の人には忌み嫌われていたようだが、宮殿の官吏などはわざわざ彼女に外交官たちの対応について判断を委ねるほどの信頼を見せていた。裁判の席でもアンネリーヌに同情的な貴族たちがいた。

　彼女の味方も少なからずいたはずなのだ。

　アンネリーヌなら、今までもそうだったように一人でもなんとかできた可能性があったのだ。それでもそうしなかったのは、彼女には自分の命を賭してでもなし得たいことがあったのだろう。

　地上に落ちてしまえば無効になってしまうはずの成分を、どうやって火刑にされるそのときに手に入れるかベアトリクスにはわからなかったが、この女性はサーイの花についてとても詳しく知っている。きっとベアトリクスたちが知らないことも数多く知っているはずだ。

　その女性が、自らの命を賭してまでしようとしたのなら、彼女には絶対に花火の成分を手に入れ、海外へと流出させられる方法があったのだろう。

　そんなこと、ベアトリクスは絶対知りたいと思わなかったが。

　花火の海外への流出――それは、ゆくゆくは自国への他国の侵略を許す事態になる。この大陸の豊かな国を植民地として欲しがる国もあることだろう。

「あたしは……今でもこの国が憎いです」

　ぽつりとアンネリーヌが言った。

「あたしの兄はこの国に殺されたようなものだから……絶対に許すわけにはいかないと思ってました……たとえ、アクセルがゆくゆくは王位を継ぐとわかっていても……」

「アンネ……」

「あれは最後のチャンスだったんです。あたしが悪女になる最後のチャンス。なのになぁ、あたしの周りの人間はみんなあたしのことが好きなんスよねえ！」

　泣き笑いを浮かべた顔に、「当たり前でしょ！」とベアトリクスは泣きたくなる。

「あなたの夫のヒート子爵だって、あなたを妹のように可愛がる皇太子妃だって、アクセル王子だって――それに、私だって、みんなあなたのこと、大好きなのよ！」

「ありがとう……ベアト」

　アンネリーヌの声が涙ぐむ。

「ありがとう……」

　繰り返される謝辞は、何に対してだったのか。

　ベアトリクスにはわからなかったが、それでもこの大切な友達がまだ友達でいてくれることを嬉しいと思っていた。

「ありがとう、アンネ。絶対、私の国に遊びに来てね！」






　こうして、長くて短いベアトリクスたちの新婚旅行は終わった。

















エピローグ　幾久しくこの夜に












　夜は等しく誰のもとにも訪れる。

　どんなに暗い夜でも煌めく星が美しく輝くように、どんなに慌ただしい日々を過ごそうとも、ここ、ヴァーミル公爵邸にも夜は訪れていた。

　新婚旅行を健全に終えたヴァーミル公爵夫妻にも、再び何度目かの共寝の夜が訪れた。

　最近は妻が隣に寝ていても、シモンも眠ることができるようになった。

　全然嬉しいことではないが、それでもベアトリクスの身体を思えばあと一年くらいなら、シモンは紳士でも妖精でも天使にでも、なんにでもなれる気がした。

　あくまでも気がしただけだが。

　今日は少し仕事が立て込んでいたので、おそらくベアトリクスが寝ているだろうと思って寝室を訪れたシモンは、ベアトリクスがちょこんとベッドの真ん中に座ってまだ起きていたことに驚いた。

「どうしたの、ベアト。眠れないのかい？」

　心配そうにシモンが尋ねると、ベアトリクスはとても魅力的な笑顔を浮かべ、人差し指を上に向けた。

「上……？」

　訝しげにシモンが天蓋を見上げると、そこには淡いピンク色のリースが飾られていた。

「あれは……」

「アンネが送ってくださったんです！　新婚夫婦の寝室に飾ると夫婦仲が良くなるって！」

「そうなんだね……」

　シモンはなんとも言えない気持ちになったが、ベアトリクスに微笑む。

「シモン様……」

　つんっとベアトリクスがシモンの寝間着の胸元を引っ張る。

「ん？」

「リースの下でキスするとって話、覚えています？」

「えっ！」

　思わず大きな声が出てしまったが、それも仕方がないだろう。

「べ、ベアト？」

「ん」

　ベアトリクスが目を閉じて可愛らしく唇を尖らせる。

　シモンにとって、それはまさに想定外の出来事だった。

　明るい部屋の中で、セシリアがちょっと見ていない隙を狙ってキスをすることはあったが（セシリアはすぐに気づいて嫌そうな顔をするが）、ここは寝室だ。

　そして二人きり。

　暗い部屋。

　すべての条件がシモンにとって、悪すぎた。否、良すぎたのか。

　とにかく、珍しくシモンは混乱していた。

「べ、ベアト。暗い部屋だよ。ベッドだよ？」

　そう確認すると、ベアトリクスは目を閉じたまま、ポッと頬を赤らめた。

「私、シモン様との赤ちゃん、欲しいですよ？」

「――っ」

　言葉にならなかった。

　何を言えば良いのかわからず、どうすれば良いのか、珍しくシモンは判断ができなかった。

　今、ベアトリクスが目をつぶっていてくれて良かったとしみじみと思う。

　それくらいシモンは動揺し、顔を真っ赤にさせていた。

「シモン様、してくださらないんですか？」

「ベアト……」

　悲しそうなベアトリクスに、シモンはぐらぐらといまや瓦解寸前の己の理性を必死に立て直す。

　そして、グッといろんなものを飲み込んでから、

「愛しているよ、ベアト」

　そう心を込めて囁いて、サーイのリースの下、最愛の妻に甘い口づけを落とした。
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　翌日、これほど理性をフル動員したにもかかわらず、ベアトリクスの、

「私、シモン様との赤ちゃんができたかもしれないわ！」

　という爆弾発言により、セシリアには「けだもの！」と罵られ、ベアトリクスの実家のトゼーフ侯爵にも殴り込まれるのだが、それもまた、二人の愛の日々の、楽しい思い出である。
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